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			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章

			第一話　起きたら異世界

			第二話　手っ取り早く金を稼ぐためにちょっと手術をします

			第三話　往診に来ました

			第四話　リハビリと報酬決定

			第五話　報酬換金と買い物

			第六話　薬をお届けそして……

			第七話　作戦発表！

			第八話　貴族墜落作戦！　１

			第九話　貴族墜落作戦！　２

			第十話　貴族墜落作戦！　３

			第十一話　貴族墜落作戦！　４

			第十二話　貴族墜落作戦！　５

			第十三話　貴族墜落作戦！　６

			第十四話　貴族墜落作戦！　７

			第十五話　貴族墜落作戦！　８

			第十六話　貴族墜落作戦！　９

			番外編　アリシアとピンクラビィの出会い

		

	
		
			天才外科医が異世界で闇医者を始めました。①

			柊むぅ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			序章

			　

			　高級マンションの一室で、薫(かおる)は柔らかいソファに体を預けていた。

			　テーブルには灰皿とウイスキーの入ったコップが置いてあり、テレビをつけっぱなしにして目の前のノートパソコンをボーッと眺める。テレビの声が頭の中に勝手に入る。

			『はい、現場です!!　天才外科医と言われた芦(あし)屋(や)薫(かおる)さんの自宅前ですが、一向に姿を現しません。記者会見以降、表に出てくることはありません。私たちは、これから彼の動向を追っていきます。新たな進展がありましたら、またご報告します。以上現場からでした!!』

			　リポーターが涼しい笑顔でそう言うと、スタジオに画面が切り替わる。

			　評論家たちは言いたい放題非難を浴びせ、まるで新しいおもちゃを見つけたかのように解説を入れながら罵(ののし)る。聞いていて気分が悪くなり、テレビを消す。

			「何も知らんくせに……。言いたいこと言っとるやないか……」

			　薫(かおる)は神の手を持つ者と呼ばれる天才外科医だった。

			　だが親友の医療ミスを庇(かば)ってすべてを失い、その庇(かば)った親友からも裏切られた。

			　することもない。ただ時間は膨(ぼう)大(だい)にある。記者会見以降ずっとマスコミなどが家に張り付いているため、まったくと言っていいほど休まらない。精神的な疲れも尋常ではなかった。

			　そんなとき、１つのサイトに目がいった。

			　サイト名は、【貴方(あなた)の新しい人生を異世界で！　貴方(あなた)の望みを叶えます♪】。

			　普段なら見向きもしないが、なぜかこのときは気になってしまった。

			　サイトには何項目か入力するところがある。

			　性別、年齢、職業、ＨＰ、ＭＰ、スキル、アバター、その他要望の空欄、それを暇つぶしに埋めていった。

			　

			　性別：男

			　年齢：18歳

			　職業：外科医

			　ＨＰ：１５００

			　ＭＰ：ＭＡＸ

			　

			　次に出てきたのはスキル。

			　空欄になっており、好きなことが書けるようだった。

			　スキル、望んだ通り、どこでも手術ができる手術室が欲しい。

			　それを補助する魔法、及び医学医療に関わるすべての知識、技術が欲しい。

			　自分のわからない病気を解(かい)析(せき)できるものが欲しい。

			　それを治すための知識と手段も欲しい。

			　薬や臓器などいろいろ作れる魔法が欲しい。

			　合気道で正当防衛ができたらいいな。

			　アバター、18歳だったころの容姿で作製した。

			　その他要望空欄、―――。

			　すべてを埋めて、何をやってんだかと思いながら完了を押す。

			　画面には、「では、楽しい異世界での人生をお楽しみください♪」と書かれていた。

			　そのままソファで寝てしまう。

			　目が覚めるとそこは、まったく知らない異世界だった。

		

	
		
			第一話　起きたら異世界

			　

			　木漏れ日が差し込む。

			　ほのかに暖かく、土の香が鼻(び)孔(こう)をくすぐる。

			「なんや……。寝てもうたんかいな」

			　手の甲で目を擦りながら起き上がる。まだ瞼(まぶた)が重く、周りが霞んで見える。

			　だんだんと周りの景色がハッキリと見えてくると、ありえない光景が広がっていた。

			　辺りは大草原で、地平線まで綺麗に見えてしまうくらいの絶景であった。

			「なんや、まだ夢の中かいな……。もう一眠りするか……」

			　静かに瞼(まぶた)を閉じる。太陽の光が心地よい。

			　また、意識を手放そうとしていると、

			「っ!!　いやいや、おかしいやろ!?　なんで草原なんや？　どこぞのドッキリ番組やねん!!」

			　土の感触といい、風が吹き肌を撫でる感覚といい、あまりにもリアルすぎる。

			　こんな夢はあるわけがないと思い、ついツッコミを入れてしまった。

			　自身の頬をつねり、痛みを確かめる。痛みがある。あまりにもありえないため、携帯電話を取り出すが画面に表示されたのは圏外だった。

			　夢であって欲しいと願ったが、それは砕かれつつあった。

			「おいおい……。ありえへんやろ。まさかとは思うけど、いやまだや!!　まだ、そうと決まったわけやあらへん。人がいるところに行きたいのに、３６０度地平線とかどんな拷(ごう)問(もん)やねん!!」

			　溜め息を吐きひとりごちる。

			　だが、ここでじっとしていても何も始まらない。

			　しぶしぶ、薫(かおる)は地平線の向こうを目指して歩き出した。

			　

			　歩き始めて３時間経ったころだろうか、周りに森が出現する。

			　初めはポツポツと見えていたが、近づくとかなり大きな木が密集した森だった。

			「腹が減って死にそうや……。昨日は酒しか入れてへんの忘れとったわ……」

			　空腹のせいで足取りが重くなる。きょろきょろと、周囲を見渡す。

			　ふと目の前の木に、たわわに実ったみかんのような果実を発見する。

			　空腹で体の限界が近かったため、薫(かおる)は食べられるものなら何でもよいと思い、木に近づく。

			　急いで実を採り、皮をむき口に運ぼうとしたとき、

			「おい！　そこの兄ちゃん、それは毒があるから食っちゃいけねぇ。あと、そこを動くなよ」

			　後ろから声がして、口に入れようとしていたのを止め振り返る。

			　そこには、フルプレートを装着した聖騎士のような格好をした男が立っていた。

			　かなり重装備で、動きにくそうにも見えた。

			　その姿にどこぞのコスプレイヤーかと思う。

			　男は腰に差している大剣を引き抜き、こちらに走ってきた。

			　その行動に薫(かおる)の表情が引き攣(つ)る。そうなるのも仕方がなかった。

			　どこからどう見ても真剣。現代では法律により持ち歩くことすら許されていない。

			　斬られれば死ぬと思わせる剣を、薫(かおる)の真横に振り下ろす。

			　体は強張り、動くことさえできず棒立ちになっていた。

			　ぶしゃっ!!　と音を立て、何かが横で転がる音がした。

			　薫(かおる)は背中に冷や汗を掻き、ゆっくりと音のした方を見る。

			　そこには、体長１５０㎝の巨大な蜘(く)蛛(も)が真っ二つに斬り裂かれていた。緑色の液体を体から吹き出しながらビクビクと痙(けい)攣(れん)していた。

			「あぶねーところだったな。兄ちゃん、これはグラシアスパイダーだ!!　猛毒を持ってる。こいつに噛み付かれれば一瞬で麻(ま)痺(ひ)して、あとはゆっくり食われてあの世行きだったぞ」

			　聖騎士コスプレをしたおっさんがいい顔をして、薫(かおる)にそう言ってきた。

			「あ、ああ、助かったわぁ……」

			　若(じやつ)干(かん)呆けたような表情になる薫(かおる)に、おっさんは話を続ける。

			「そのオレンの実は猛毒で食えねぇのは……知ってるよな？」

			　聖騎士コスプレをしたおっさんは、オレンの実を指差した。

			「いや、すまん。ここには、今さっき来たんや。やから、これに毒があるとか知らんかってん」

			「ほう……。そうなのか？　いや～、よかったよかった。そのオレンの実は毒がある。知らないで食ってたら、毒がまわって死ぬからなぁ。もし、俺がここを通らなければ兄ちゃんは死んでたな。あっはははは」

			　豪快に笑う聖騎士コスプレをしたおっさんに、薫(かおる)は苦笑いをしながらここがどこなのか聞いてみた。

			　自分の考えが正しいかの確認も兼ねている。

			「ん？　ここは、ササラ大草原だ。ここから東に森を抜ければ大迷宮都市グランパレスだぞ？　知らんのか？」

			　それを聞き、内心溜め息を吐く。ここは、日本でも海外でもない。

			　完全に、自身の知らない異世界だと思い知らされる。

			　薫(かおる)は表情には出さず、作り笑顔で言葉を返す。

			「すまん、よく知らんねん……。空腹も相まって脳が回らんしなぁ」

			　実際問題、空腹で今にも倒れそうな状況でもある。

			「だったら、この先に俺の連れがいるから合流するか？　飯もあるぞ」

			「おお！　ほんまかいな、めっちゃ助かるわぁ」

			「困ったときは、お互い様だろ？　俺は、イルガ・オルクス。兄ちゃんの名前は？」

			「芦(あし)屋(や)薫(かおる)や。よろしゅうな、イルガのおっちゃん」

			　イルガは薫(かおる)の格好をジロジロと見て、不思議そうな表情をした。

			「変わった格好をしてるな……」

			「ん？　そうか？　これが、普段着やしなぁ」

			　上はアロハシャツに下は黒のフレアタイプのズボン。シャツの上に白衣を着ている。

			　そして、靴ではなくサンダルを履いている。

			「探索者じゃねえな。どっちかといえば、治療師か？」

			「ん？　探索者？　治療師？　なんやそれ。職業にそんなのあるんか？」

			　薫(かおる)はクエスチョンマークを頭の上に出し、首を傾げる。

			　その表情を見たイルガは目を丸くして、大きな溜め息を吐き答えてくれた。若(じやつ)干(かん)ありえないだろと言わんばかりなのは置いておこう。

			　この世界には、いくつもの迷宮がある。

			　その中で最も難易度の高い場所が、この地にある大迷宮都市グランパレスの迷宮。

			　それを攻略することを探索者は目指している。

			　迷宮を攻略すると、国から多大な報酬が貰える。地位、名声、領土、金など様々なものが手に入る。

			　だが、迷宮を攻略した者はほとんどおらず、迷宮でモンスターを倒し、ドロップしたものを売って生計を立てる者の方が多いらしい。

			　そして治療師は、迷宮で怪我をして帰ってくる者の治療を行ったり、一緒に迷宮に入りサポートをしたりすると教えてくれた。

			「ようわかったわ。イルガのおっちゃんも、グランパレスの迷宮に挑むんか？」

			「ああ、その下準備でこのササラ大草原に来たんだ」

			「そのおかげで、俺は助かったってわけやな」

			　２人はわいわい話しながら歩く。

			「遅いぞ!!　イルガ!!　って、そっちの人は誰？」

			　イルガにいきなり大きな声で話しかける女性がいた。

			　艶(つや)やかな赤毛のショートヘア。藍(あい)色のローブを羽織り、ちょっとつり目でぷんすかと怒っていた。

			　薫(かおる)はじっと見つめ、「へー、結構美人やなぁ」と、小声で呟く。20代前後かなと心の中で思った。

			「遅くなって悪かった。この兄ちゃんは、ササラ大草原の森で出会った。カオルだ」

			「どうも、芦(あし)屋(や)薫(かおる)って言います。よろしゅう」

			「あ……どうも。リリカ・アーノルドと言います」

			　軽く挨拶をかわして、ここまでの経緯をイルガがざっくりと話す。

			「よくそんなんで、ここまで来られましたね……」

			　リリカはジト目で薫(かおる)を見る。あまりにも無知であるからそう思うのも仕方がない。

			　薫(かおる)は「運がよかったんや」などと言って誤(ご)魔(ま)化(か)した。

			「薫(かおる)はステータスとか見てないの？」

			「ステータス？　なんやそれ？　どうやって見るんや」

			「「……」」

			　薫(かおる)の言葉を聞いて、再びこいつはそんなことも知らないで、よく今まで生きてこれたなという目で見る。

			「知らんもんは、知らんしな……。教えてもらえるとありがたいんやけど。たぶん、まだまだ知らんことがあると思うんやわ。詳しく教えてもらえんかな？」

			　この通り、と両手を合わせて拝む。ここで最低限の情報を聞いておかなければ、後々面倒なことになりかねないと思ったからでもある。

			　そんな薫(かおる)に、イルガとリリカはやれやれといった感じで教えてくれた。馬車に乗って、大迷宮都市グランパレスへと向かう道中の暇な時間にである。

			「なるほど……ねぇ」

			　顎(あご)に手を当て頷く。

			　薫(かおる)の目の前には、ステータス画面が現れていた。

			　念じれば出んのんかい!!　と、心の中でツッコミながら見る。

			　

			　名前：芦(あし)屋(や)　薫(かおる)

			　

			　Ｌｖ：１

			　職業：外科医

			　ＨＰ：１５００

			　ＭＰ：ｋｊｄｌｆｊａ＠￥＆？＠

			　

			　スキル：異空間手術室、医学の心得、薬剤錬成、医学錬成、医療魔法・全、回復魔法・全、診断、解(かい)析(せき)、合気道

			　

			（これ……寝る前に、あのサイトで書いたやつやん。面白半分で書いたけど、どこでも手術ができる手術室とか、まんま反映されとるやん!?　しかも、ＨＰは表示されとるけど……。ＭＰは、いっぱいあった方がいいから、ＭＡＸでええやろと思って書いたせいで文字化けしとるし!!　アホなんちゃうんか!!）

			　マジで頭がおかしいんじゃないかとツッコミたくなったが、ここまでオンパレードなのだから仕方がない。

			　そして、もう１つ気になったのは容姿だ。

			　そう、あのサイトで作ったのは、ステータスだけではなかった。

			　アバターも一緒に作っていたのだ。

			　18歳くらいのときの自分をイメージして作ってしまったことを今思い出したのだ。

			　こっそり携帯電話の画面を鏡のように使い、顔を確認する。

			　そこには、銀髪のオールバックで、瞳が緑、目は少しつり目であったが、顔立ちもよいイケメンに仕上げられていた。

			　一瞬、思考が止まる。

			　慌てて脳を再起動させて、もう仕方がないかと思う。なるようにしかならない。考えるだけ無駄とお手上げ状態になった。

			「イルガのおっちゃん、もう１つ聞きたいことあるんやけど……」

			「ん？　まだあんのか？」

			　苦笑いしながら薫(かおる)は言う。

			「ＨＰとかって、平均どのくらいなん？」

			「ん？　初めは１００とかだろ？　熟練者で、４桁５桁とかって聞いたことあるな」

			　自身のぶっ壊れ性能に溜め息を吐く。いろいろわかった。わかったが、いろいろとアウトだと思う。もう脳を切り替える。そうしないとやっていけそうにない。

			　次は金銭面だなと思った。

			　そのとき、ぎゅーっと腹の虫が鳴いた。

			　薫(かおる)は忘れていたと言わんばかりに、恵んでくれとまた２人に拝んだ。

			　イルガはやれやれと、薫(かおる)に干した肉とパンを渡した。

			　そして薫(かおる)は恵んでもらった食べ物をむしゃむしゃと食べるのであった。

			　

			　腹も満たされ、気分もよくなった。

			　薫(かおる)はステータス画面を開き、スキルの欄の文字にタッチして説明文を見ていた。

			『異空間手術室』

			　自身が望む手術室を異空間に創りあげる。１人で手術をするための補助効果あり、医療道具一式、医療機器、輸血パックなど、すべてが使える。異空間手術室を展開しているときは、常にＭＰを消費する。

			　消費ＭＰ：１００万

			　１分消費ＭＰ：１００

			　

			『医学の心得』

			　医学補助、人体の構成補助、薬剤の構成補助。

			　医学補助は、現代医学のすべてがリスト化され、知りたいと思った瞬間、脳へと伝達される。

			　人体の構成補助は、人間、亜(あ)人(じん)などの人体の構成を知りたいと思った瞬間、脳へと伝達される。

			　薬剤の構成補助は、現代の薬の構成成分などを知りたいと思った瞬間、脳へと伝達される。

			　

			『薬剤錬成』

			　無から有を生む。薬剤の構成を知っていれば、何でも生み出すことができる。理解できないものは、錬成できない。

			　消費ＭＰ：１０００

			　

			『医学錬成』

			　無から有を生む。人の構成を知っているなら、体ならどの部位でも創りあげることができる。理解できないものは、錬成できない。

			　消費ＭＰ：１００００

			　

			『医療魔法・全』

			　医療に関わるすべてを魔法として使うことができる。特殊なものは、ステータス画面でモニタリングでき、相手に見せることが可能。

			　例）全身麻酔、エコー、レントゲンなど

			　消費ＭＰ：１００～１００００

			　

			『回復魔法・全』

			　回復魔法のすべて、下級から最上級まで扱える。

			　消費ＭＰ：１０～５００

			　

			『診断』

			　手で肌に触り、病気などの原因を探し、自身の脳に病名などの情報を流すことができる。慣れると離れていても使うことができる。

			　消費ＭＰ：５００

			　

			『解(かい)析(せき)』

			　知らないもの、先のことをすべて知ることができる。慣れると離れていても使うことができる。

			　消費ＭＰ：５００

			　

			『合気道』

			　任意でオン・オフができる完全カウンタースキル。

			　発動中は、間合いに入って攻撃してきた相手の力を利用して、倍返しのカウンターを発動する。自動で体が反応する。

			　カウンターが発動できるのは人型のみ。

			　

			　自身の持つスキルと魔法に溜め息を吐く。

			（この異空間手術室ってのは、手術に必要な物を思い描けば、全部出てくるんか……。消費ＭＰとかもう関係ないしなぁ。どんくらい、保有してるか知らんけど……。まぁ、異世界やし。それに、医療も日本みたいに規制はないやろ。金額も自分で設定できるし。なんや、荒稼ぎできそうな気がしてきたわぁ。それに、どの程度の医療技術がこの世界にあるかも知っとかんとなぁ）

			　そんなことを思いながらニヤリと口角を上げる。

			「おい、カオル。もうすぐ着くぞ」

			　悪どい表情を裏に隠し、作り笑顔でイルガの言葉に返事をする。

			　馬車から身を出し、大迷宮都市グランパレスを見る。そこには、巨大な城壁が街を囲むように建てられていた。高さ20ｍくらいで、難攻不落の要(よう)塞(さい)のようにも見えた。

			　薫(かおる)は息を呑む。自身の目で見るのは初めてだったからだ。日本には、大都市１つまるごと城壁で囲まれた街など存在しない。映画などでしか見たことがない城壁に、薫(かおる)は魅了されていた。

			「男のロマンをくすぐるなぁ。ええでこれは……」

			　薫(かおる)は肩を震わせ、子供のように心を躍らせていた。

			「あははは、初めて大迷宮都市グランパレスに来ただいたいの者は、この光景に心躍るだろうな」

			　イルガは御者台から、荷台に座っている薫(かおる)に言った。

			　圧迫感のある大きな門の前にいる兵士のような者が、剣を腰に差し馬車をジッと見る。

			　イルガがその者と何か話すと、こちらを確認してから「入っていいぞ」と言われた。

			　検問のようなものだろうなと思いながら、薫(かおる)は適当に会釈をする。

			　中に入ると、中世ヨーロッパのように石畳の道が広がっていた。不規則に並ぶ店がまた味を出している。

			　そして、周りにはいろんな種族がいた。

			　角の生えている者、耳や尻尾(しつぽ)が生えている者、数えきれないほどの人で賑(にぎ)わっている。

			　街の中に入ると、薫(かおる)は２人と別れる。２人共、笑顔で手を振っていた。

			「さぁーて、俺もいろいろ調べてこうかな。とりあえず、医療系の店にでも行こうかねぇ。情報が欲しいからな」

			　口角が上がり、「これから面白くなるでぇ」と思いながら、人混みの中へと消えていくのであった。

		

	
		
			第二話　手っ取り早く金を稼ぐためにちょっと手術をします

			　

			　大迷宮都市グランパレスの町中を歩く薫(かおる)は、きょろきょろと周りを見ながら医療系の店を探す。現代とは違い、すべてが物珍しいのだから仕方がない。

			　なかなか、お目当ての店が見つからず、表情をしかめ、溜め息を吐く。

			　街が広すぎるせいもあり、だんだん疲れが溜まっていく。昨日の酒のせいもあるだろう。

			　ちょうど目の前に門番兵らしき人がいたので聞いてみることにした。

			「すんません。ここら辺に、医療系の店ってあらへんの？」

			「医療系ですか？　それでしたら西の医療区域に行かないとないですよ。ここは東の商業区域ですから」

			　笑顔で答えてくれた門番兵に、薫(かおる)は「おおきに！」と手を挙げ、さっさと商業区域を立ち去った。

			　

			　疲れた体を引きずるようにして歩き、西の医療区域へと着いた。

			　そこは、長い道沿いに並ぶ店すべてが治療院だった。

			　人もたくさんいて、行列のできる治療院もある。ほとんどの治療院には数人が並んでいた。

			　薫(かおる)は、１人１人どのような怪我をしているかを横目で確認する。

			　擦り傷、打ち身、などなど。皆似たり寄ったりだなと思いながら歩く。

			　この異世界の医療の情報を手っ取り早く手に入れるため医療区域に来たが、人が多すぎる治療院は聞く時間が取れそうにない。なので、空いている治療院を探していく。すると、誰も並んでいない治療院を１軒だけ発見する。いや、その治療院だけがなぜか避けられているような感じに見える。

			「お、発見！　って、潰れそうやなぁ、ここ。まぁええか」

			　そう言いながら、看板にリース治療院と書いてある治療院へと入っていく。

			「どうも～、やってますか～？　って、なんや真っ暗やなぁ。潰れとったか……」

			　薫(かおる)は残念そうに言う。違和感を覚えるが、今は置いておこうと思う。

			「失礼ね！　やってるわよ」

			　少し機嫌の悪い声が返ってきた。

			　奥を見ると、そこには綺麗な金髪を腰まで伸ばした少女がいた。

			　華(きや)奢(しや)な肢体で、白のワイシャツに黒のスカートを穿(は)いて白衣を纏(まと)っていた。

			「なんや。いるんやったらはよ返事せな。患者やったら帰っとるで」

			　ちょっとおちょくる感じで話をする。それに対し少女は、値踏みするような目を薫(かおる)に向けた。

			　スラっとした長身で、１７５㎝くらい。銀髪をオールバックにして、アロハシャツに黒のフレアタイプのズボンを穿(は)いている。白衣を羽織って手をポケットに突っ込んでいた。目つきは悪いがイケメンである。

			　その格好から同業者かと思い、少女は睨(にら)みを利かせる。

			「そんな怖い顔せんといてぇ～な。別に何かするわけでもないんやから。ちょっと聞きたいことがあってな。それでここへ来てん」

			　からからと笑いながら、薫(かおる)はその少女を見る。

			「おっと、自己紹介がまだやったな。俺は芦(あし)屋(や)薫(かおる)や」

			「リース・クレイドルよ。で？　患者じゃないのよね？」

			　先ほどおちょくられたのも相まって、イライラが増していた。

			「無一文やからなぁ。ちょっと情報が欲しくてここへ来たんや」

			　薫(かおる)は頭を掻きながらリースを観察していた。

			「お金がないなら帰って、どうぞ！　出口はこちらです！」

			　リースは出口に立ち、さっさと帰ってくれと言わんばかりに睨(にら)む。

			「話くらいええやん。なんで、そんな怒っとるんや？」

			　薫(かおる)はこれ以上波風立てないようにリースに話しかけるが、リースの表情はさらに苛(いら)つきが増していく。薫(かおる)はなぜだろうと思うが、見当もつかない。

			「あんたも、うちを潰そうとしてるやつの仲間なんでしょ!!　さっさと帰ってよ!!　二度と私に関わらないで!!」

			　そう言って、目の前にある本を薫(かおる)に投げつけた。それは見事に薫(かおる)の瞼(まぶた)に当たり、綺麗に瞼(まぶた)の上がパックリと切れた。血が、ツーっと頬を伝って流れ落ちる。

			「ん？　何言ってるんや？　勘違いはようないで……。俺がここに来たんは、この街で治せない重症患者がいるのかを聞きに来ただけや。勝手な思い込みで他人に当たらんで欲しいなぁ。ハッキリ言って気分悪いわ。それに、治療しに来る場所で怪我させてどないすんねん」

			　口調は変わらないが声のトーンは少し低くなり、真剣な眼差しでリースを見る。

			「うっ……」

			　薫(かおる)のまっすぐな目線にたじろぐ。

			　リースは、薫(かおる)の話を聞かずに自分の勝手な勘違いで負わせてしまった傷を見て、言い返すこともできなかった。しゅんとした顔で薫(かおる)に謝罪をする。

			　薫(かおる)はその表情を見て、「うわぁ、可愛い顔が見れたわ」と先ほどまでの表情を崩して笑いながら言う。

			　その言葉に顔を真っ赤にしてリースは黙りこむ。

			　そしてもう一度「早とちりしてごめんなさい」と謝ってきた。

			「手当します。傷口を見せてください」

			　リースがそう言ってきたが、薫(かおる)は自身の魔法を試してみたかったのでそれを制した。

			「回復魔法って、最上級はなんていう魔法なんや？」

			　ステータス画面で見たが、合ってるかどうかの確認も兼ねてリースに尋ねる。

			「えっ？　確か『完全治癒(エクスキユア)』だったと思うけど。傷が残ることはほとんどないみたい……。だけどそれを使えるのは、聖霊都市エクリクスの大神官様くらいだし」

			「へー、そうなんや。回復魔法――『完全治癒(エクスキユア)』」

			　ぽわぁーと、傷口に淡い金色の光が集中し留まると、薫(かおる)の瞼(まぶた)の傷が消えていく。かなり深く切れていたが、傷は跡形もなく消えていた。その傷のあったところを手で触る。魔法の回復力に「おお！　凄いやん」と驚いた。

			　リースは口をぱくぱくさせながら、「何やってんのよあんた！」という具合で薫(かおる)の胸ぐらを掴んで、がくがくと揺らす。
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			「リース、すまんけど気分悪なってきた……。ちょっと揺らすんやめて……。本気であかんから。酔う、マジで酔うから……。あかん……出る。お昼に食べたの出ちゃうからぁああああ」

			「あ……。ご、ごめん」

			　リースが離してくれたときには、真っ青になり椅子にぐったりとしていた。

			「あー、気持ち悪い。もう……動けへん。頭痛いわ～。どないしよう……このおなごは、負傷しとる男にトドメ刺しにきおったぞ……。うっぷ」

			　そう言いながら、ちらちらとリースを見る。

			　うっとバツの悪そうな表情でリースは渋々言う。

			「わ、わかったわよ。休んでいけばいいでしょ！　どうせ、私が悪いんですから！」

			「ほ、ホンマにええんやな？　絶対やで。約束破ったら、針千本飲んでもらうで？　あと、飯も出してくれるとありがたいんやけど」

			　薫(かおる)は、「おかゆでもええから、食いたいわ～。お腹を優しさで満たして欲しいわぁ～」などと、具合の悪そうな声でリースに語りかける。まるで、悪魔の呪文のようにである。

			「いいわよ！　作ってやろうじゃないのよ！」

			　半ば逆ギレのように言い放つリース。

			「え？　ほんまに？　やったで宿確保や！」

			　先ほどまでの顔色の悪さはどこへやらといった感じでガッツポーズする。

			　その表情に、リースは「しまった！　してやられた！」と肩をぷるぷる震わせた。

			　扱いやすいなと言いながら、薫(かおる)はからからと笑う。

			　宿と晩飯を確保した薫(かおる)は、リースに欲しかった情報を聞いた。

			「さっきの話やけど。この街に、治せない重症患者はいるんか？」

			　リースは少し考えてから思い出したように答える。

			「えっと、たしか貴族区域にいたはずだけど……。オルビス商会の娘さんだったかしら。でも、絶対に治せないわよ。大神官様の『完全治癒(エクスキユア)』ですら治せなかったんだもん」

			「なるほどねぇ。で？　その貴族様は、どんな症状なんや？」

			　薫(かおる)は仕事モードになる。先ほどまでの軽い感じはなくなっていた。

			「たしか、心臓が弱いって言ってたわ。生まれつきみたいで……。歳は16歳だったかしら。今は歩くことも困難で、寝たきりになってるらしいの」

			　リースの発言に、薫(かおる)は病名を何個か頭に思い浮かべる。

			「そうか……。あともう１つ。回復魔法以外に、人体を治す特殊な魔法はあるんか？」

			　顎(あご)に手を当てリースに問う。

			　リースは、「何を当たり前なこと言ってるんだ？」と言わんばかりの表情で説明してくれた。

			　それを聞いた薫(かおる)は愕(がく)然(ぜん)とする。

			　リースの話をまとめると、次のようになる。

			　１つ目、回復魔法は、怪我など外傷の回復がほとんどである。毒などは、中和といった感じで治せる。簡単にいえば、自己治癒能力を最大限まで上げるということ。最上級の回復魔法は、その限界突破をするようだった。だが、病気などを治すことはできない。

			　２つ目、この異世界では、医療がほとんど進歩していない。むしろ、まったく効かない薬を服用させているのが現状ということ。あとは神への祈りや生(いけ)贄(にえ)を捧げるところもあるとか……。

			　はっきり言ってありえないの一言である。昔の時代にタイムスリップしたよりもひどい。

			　そして現在主流なのが、病気になった者は体力を回復させて乗り切るという、なんともお粗末な方法だという。

			　だから治療院の前に人だかりができているのだ。健康状態を維持しなければ、生活ができなくなる。迷宮に潜って生計を立てている者からしたら、病気はまさに死活問題と言えるだろう。

			　薫(かおる)は、なんという世界に来てしまったんだろうと思う。しかしその反面、自身の本領を発揮できる場でもあるのだから、ほんの少し楽しいとも思ってしまう。

			　いろいろな感情が溢れ出てくるが、今はすべてを飲み込む。

			　薫(かおる)は理解した上で、自身の能力を少し試すことにした。

			　何個か試しておいた方が後々楽というのもある。

			　まず、『解(かい)析(せき)』を使ってみると、物や人物の詳細が表示された。そこで治療院の中で薬らしきものを解(かい)析(せき)したあとに『薬剤錬成』を使ってみる。

			　金色に掌(てのひら)が輝き、同じものができる。

			　それを見たリースは、目をパチクリさせて驚いた。

			「ちょ、ちょっとあんたそれおかしいって!!」

			「ん？　何がおかしいんや？」

			　頭痛に悩まされているような格好でリースは薫(かおる)に言う。

			　この世界で、無から有を生むことはできない。薬に関しては調合したり、抽(ちゆう)出(しゆつ)しなければできないとされている。その定義を一瞬にして崩壊させる薫(かおる)に呆れているのである。

			　薫(かおる)は、「そんなん知らんしなぁ」といった感じで頭を掻くことしかできなかった。

			　そのままリースを放置して、『医学の心得』で人体の皮膚の構成を正確に理解したあと、ほんのり皮膚に残った自身の血で『医学錬成』を使うと、いとも簡単に皮膚ができた。解(かい)析(せき)にかけると自身の皮膚構成と変わらない。

			　現代でこれがあれば、焼け爛(ただ)れた患部に医学錬成で作った皮膚をあてることができる。他の部位から持ってこなくてもよいとすると最高の技術だと思う。たぶん臓器などにも使えるのだろうが、この場でそのようなことをしたらリースが気絶しかねないのでやめておく。

			　いろいろとぶっ飛んだスキルに苦笑いになるが、リースの方がもっと驚いており、人ではない者を見る目で薫(かおる)を見ていた。

			　その後も少し試したあと、満足いく結果が得られたので薫(かおる)は病人のいるところへ行こうと決める。

			「よし、じゃあちょっくら仕事に行ってくるわ。リース、晩御飯よろしゅう」

			　そう言うと、素早い身のこなしで立ち上がり、治療院から出ていく。

			「な、なんなのよ。あの人は……」

			　リースは大きな溜め息を吐き、薬剤の整理に戻った。

			　

			　北の貴族区域へと向かう途中で、薫(かおる)はタバコに火をつけてゆっくりと吸っていた。

			「仕事前やしな……。落ち着かんとなぁ～。あ、貴族の家の場所わからんかったわ。まぁ、そこら辺で聞けばわかるやろ」

			　かなり行き当たりばったりだなと思いながら、タバコを携帯灰皿に入れて消す。

			　街の中央をいったん抜けて歩いていると、何やら人だかりができていた。

			　そして、誰かが大きな声で叫んでいる。

			　何かあったのだろうが、今は貴族の患者の下へ行くのが先決と思い、引き返そうとする。

			　そんなとき、不意に肩をぽんぽんと叩かれる。

			　いきなりのことで驚いたが、後ろを振り返ると真っ白なフードを被った女性がいた。

			　金髪ロングヘアで、ゆるふわといった現代でもいそうな髪型。赤と青のオッドアイという珍しい瞳。綺麗な女性に一瞬息をすることすら忘れ、見入ってしまった。

			「うふふ、あの人だかりの中で貴方(あなた)の助けを待っている方がいますよ。どのような行動をとるかは貴方(あなた)次第よ」

			　そう言って、ウィンクを送ってきた。

			　薫(かおる)は、その女性の言っている意味がわからなかった。

			　いきなりそのように言われて、わかる方がおかしい。だが、その言葉は自身の心に重く響いた。なぜだかはわからない。そして、一度大きな声を上げている方を見てから後ろを振り返ると、もうその女性はいなかった。

			　不思議な感覚が薫(かおる)を襲い、何かに導かれるように人だかりへと足を進めるのであった。

			　

			「だ、誰か！　助けてくれ……。娘が……娘が……」

			「誰か治療師の方はいませんか！　助けてください！」

			　30代半ばの男性とメイドの女性が叫んでいた。

			　男性は紺色のモーニングコートを身につけ、青色の髪の毛をオールバックにしている。豪華な馬車から降りて、本気で叫んでいた。

			　周りの者は迷宮に挑む探索者たちで治療師らしき人もいるが、まったく動こうとしない。

			「おい、あれってオルビス商会だよな……。てことは、娘はエクリクスの大神官すら治せない不治の病だろ？　絶対に関わりたくないよな」

			「そうだよな。それで何かあったら、こっちが全部責任を負わされるからな。おいそれと治療するために名乗り出るやつなんていないだろ。治療師として終わってしまうからな……」

			「でもよぉ……。オルビスの娘って確か物凄く可愛いらしいぞ。ちょっと顔拝んでみたいな。ついでにちょっと遊んでやってもいいんじゃないか？　どうせ助からないんだし」

			　そのように、治療師たちが小声で話をしていた。

			　下世話な話が混ざっているのに、誰１人注意すらしない。

			　薫(かおる)はそれを聞いて腸(はらわた)が煮えくり返る。患者が苦しんでいるのに、誰も手を差し伸べようとはしないで傍(ぼう)観(かん)し、あわよくば何もできない患者を弄(もてあそ)ぼうなどと下(げ)衆(す)なことを言っている。そして責任を負いたくないと。

			　治療師なのに何のために今ここにいるんだ？　苦しんでいる患者は見世物ではないだろ！　そういった感情が薫(かおる)の心の底から湧き上がってくる。

			　そう思った瞬間、薫(かおる)の体はもう動いていた。

			「ちょっとどいてくれるか？」

			　そう言って、人だかりをかき分けて前へと進む。先ほど下(げ)衆(す)のような会話をしていた治療師たちは、薫(かおる)の表情を見てギョッとする。

			「だ、誰か……娘を助けてくれ……急に苦しみだしたんだ……」

			　30代半ばの男性は地面に崩れ落ちながら、ただひたすらそう言うだけだった。

			「患者は中か？」

			「え？」

			　ちょっと抜けた返事をすると、男性はゆっくりと顔を上げた。周りにいる野次馬は、命知らずと言わんばかりの痛いものを見る目を薫(かおる)に向ける。しかし、薫(かおる)はまったく気にすることなく言葉を続ける。

			「患者は馬車の中かって聞いてんねん。早くせんと手遅れになるかもしれん。やから早く答えてくれるやろうか？」

			　真剣な目でそう聞くと、馬車の中だと答えたので薫(かおる)は白衣を靡(なび)かせ馬車へと乗り込んだ。

			　馬車の中は広く、小さなベッドが備え付けられている。

			　その上で眠る１人の少女がいた。呼吸は荒く、額にはびっしょりと汗を掻いていた。

			　青く澄んだ髪は肩まで伸び、ちょっとクセ毛で毛先が巻かれている。

			　肌は雪のように白く、顔立ちもよい。青色の瞳は、どこか儚(はかな)げに見えた。

			　薫(かおる)はその女の子を見て、あれ？　俺ロリコンだっけ？　と思うほど美しかった。

			　一瞬固まってしまったが、すぐに仕事モードへと切り替え、優しく少女に言葉をかける。

			「苦しいやろ？　もうちょっと我慢してなぁ。俺は薫(かおる)って言うんや。一応、医者やから安心してええで」

			「わ、私は、アリシアです……。い、いしゃ？　ですか？　ち、治療師様ですか？」

			　薫(かおる)は医者という存在がないのを忘れていたので、治療師と言い換える。

			　薫(かおる)の後ろから男性とメイドも馬車に乗り込み、アリシアを心配そうに見つめている。

			　アリシアは大量の汗を掻いているため、脱水症状を引き起こしている可能性が高いと見る。経口からの摂取が一番よいが、今できるかはわからないため点滴で生理食塩水を投与するかと一瞬迷い、アリシアに問いかける。

			「自分で水を飲めるか？」

			　アリシアは首を横に振った。

			　薫(かおる)はそれを聞くとすぐに、医療魔法の『点滴・生理食塩水』を唱えてアリシアに使う。

			　アリシアの腕に金色の光が停滞し、脈打つように大きくなったり小さくなったりする。

			　それを見ながら、薫(かおる)は命令をする。

			「街中で完全な処置はできへん。場所を移動してくれへんか？」

			「あ、アリシアを、な、治せるんですか？」

			「治す治さない以前の問題や。こんなところで治療はできへん言うてんねん。治療院か、自宅かどっちでもええから移動してくれへんか」

			「わ、わかった！　カリン、馬車を出させろ！　自宅の方が近い」

			「カイン様、わかりました」

			　カリンはすぐさま御者に声をかけ走らせる。馬車は凄まじいスピードで商業区域をあとにした。

			　そんな光景をクスリと笑いながら見つめる白いフードを被った女性。

			「うふふ、面白い方がこの街に来ましたね……。どのように転がるのでしょうね……。今から楽しみだわ」

			　人混みの中へと消えていくのであった。

			　

			　カインの屋敷に着くとすぐに、薫(かおる)はアリシアを抱えて家の中に入る。

			　点滴のおかげで、荒い息遣いなどは現在落ち着いている。

			　薫(かおる)はカインの後ろを付いていきながら、屋敷の廊下を目線だけで観察する。

			　廊下の端には絵画や高そうな花瓶などが置かれている。

			　数々の高級品に溜め息を吐きながら、どんどん奥へと進んでいく。

			　馬車の中で気づいたのだが、この患者こそリース治療院で情報を貰っていた娘であった。

			　運命なのか、あのオッドアイの女性の言葉通りなのかよくわからないでいた。上手くいきすぎているからである。だが、今はそれどころではない。一通り検査をして、アリシアの抱えている病気を見つけ出さなくてはならない。

			　そんなことを考えながら歩いていると目の前に大きな扉があり、そこを開くとピンクと白を基調とした女の子らしい部屋に着いた。

			　ピンク色のうさぎのぬいぐるみがベッドの脇に何個も置かれている。

			　薫(かおる)はアリシアをそっとベッドに寝かせる。

			　ドキドキしているのか、アリシアの潤(うる)んだ目は、薫(かおる)にずっと釘付けになっていた。

			　カインとカリンは、薫(かおる)がどのような治療をしたのかまったくもってわからないでいた。

			　回復魔法なら知っているが、医療魔法というものはこの世界に今までない魔法。今のところ薫(かおる)のみが扱える魔法である。

			　面倒なことになるなと思い、薫(かおる)は適当な嘘をつくことにした。

			「俺はエクリクスから来た治療師なんや。大神官様からの命で、新たな魔法でアリシアちゃんの病気の治療ができるかもしれへんから、ここへ行ってこいって言われてん」

			　新たな魔法というところを強調して言う。

			　新たな魔法はその術者の特権であり、公開などをしなくてもよいとされている。これは、リース治療院でわかったことだ。あまりにもしつこく聞いてきたリースにかまをかけたところ、うっかり口をすべらせたのだ。これを盾に黙秘権を使った。

			「わ、わざわざ遠いところからありがとうございます。あの場で気が動転していまして自己紹介がまだでした。私は父親のカイン・オルビスです。どうか……。娘を元気にしてやってください……。治していただけるのでしたら、何だってお礼はいたします」

			　何の疑いもなく嘘が通ったことに驚いたが、あの騒ぎの中で名乗り出たのも大きいのだろう。

			　それに、何でもお礼をしてくれるというのは美味(おい)しい話だ。

			　ちょっと悪どい顔になるが、すぐにその表情を隠して診察に入る。

			「今から診察を始めるんやけど……。少しの間、出ていってもらってもええやろか？」

			「一緒にいてはいけませんか？　私は心配で……」

			「いてもええけど。今から行うことは、やらんと病名がわからんからするんやで。ギャーギャー騒がへんのんやったらいてもええよ。騒いだら、即出てってもらうけどええか？　こっちも仕事やし、集中せんとできへんからな」

			　娘に何をするのか不安に思いながらも、カインはそれを承(しよう)諾(だく)した。

			　薫(かおる)にはカインが絶対に何か言ってくるだろうという確信があった。

			　事前に説明しても、医療のことなど１つも知らない者からしたら口出ししたくなるだろうと思う。

			　薫(かおる)は横たわっているアリシアに近づく。

			「アリシアちゃん、今から診察するからちょっと服脱がすで？　恥ずかしいかもしれへん。でも、せんとどこが悪いかわからんからな。ええか？」

			　薫(かおる)は声のトーンを変え、ゆっくりとした口調で言う。

			　アリシアは一瞬その言葉にためらいの表情を浮かべたが、薫(かおる)の目を見て深く頷く。

			　薫(かおる)の目は仕事の目へと変わっていた。信じろ、必ず救ってやるからと言ってるかのようであった。

			　それはアリシアの心に重く響いた。

			　薫(かおる)は笑顔を作り、アリシアの頭を撫でる。

			　アリシアは頬を染め、じっと薫(かおる)を見つめていた。

			　しかしカインたちは、娘の服を脱がすの一言で取り乱してしまう。

			　まだ16歳の目に入れても痛くない最愛の娘だから余計にだった。その娘が今日会ったばかりの男に柔肌を見せるなどと思うと、つい言葉が出てしまったのだ。

			　その瞬間に薫(かおる)は表情を一変させる。

			「ギャーギャーやかましいのう。こっちは仕事や。それに、横からチャチャ入れるんやったら、俺は別に今すぐ帰ってもええんやぞ。治して欲しいんやったら、黙って出てってもらえるか？　たかが裸を見られるくらいで、何をそんなに騒いどんねん。これは遊びとちゃうねんぞ！」

			　薫(かおる)の放つ重苦しい威圧感にカインたちは一瞬でたじろぐ。そして、薫(かおる)が本気なのだということもわかる。生半可な覚悟で治療をするなど言えない。なぜなら、アリシアの病は不治の病ということをこの街にいる治療師は知っているからだ。どんなに頼んでも体力回復魔法以上の治療をしてくれることはほとんどない。関わって、それで死なせてしまえば治療師としての人生が終わる。責任を取らされるからである。

			　カインたちの背中からは冷や汗がだらだらと流れ、言葉を発することすらできなかった。

			　薫(かおる)は、「とりあえず出てってくれるか？」と言って、診察が終わるまでカインたちを部屋から出した。

			「すまんなぁ。アリシアちゃん、ちょっとびっくりさせてもうたかなぁ？」

			「わ、私を治そうと思って、言ってくれたことですから……。ちょっと嬉しかったです」

			　アリシアは頬を染め、布団に隠れるような仕草をしていた。

			　薫(かおる)はアリシアの寝ている布団の横に座る。

			　そして、アリシアを見つめて言う。

			「じゃあ、さっさと病気を治したろうかな。治ったら何したいんや？　あ、これはカウンセリングやから、適当に答えてくれてかまへんよ。生きたいって気持ちは、生命エネルギーを促(そく)進(しん)させるからなぁ。で？　どうなん？」

			「え、えっと治療師になって、病気の人を救ってあげたいです。自分自身がこんなんですから……。もし治ったらって思ってました。でも、どんどん体が悪くなって……。その夢もあ……」

			　そこで薫(かおる)がアリシアの言葉を遮る。

			「ええやん！　病気の苦しみを知っとるのと知らんのとでは、患者への接し方が違うからなぁ。治ったら、俺が直々に教えたってもええで？　手取り足取りとな。最高の治療師にしたる」

			　アリシアは目をパチクリさせたあと、ゆっくりと笑顔を作る。

			「お優しいのですね、カオル様は……。では、治ったら私をカオル様の弟子にしてもらえますか？」

			「かまへんよ。そのかわり厳しいで？　それでもええならな」

			　薫(かおる)も笑顔で返し、頭をクシャクシャっと撫でる。

			「じゃあ、診察をするな」

			　薫(かおる)はアリシアの上着のボタンを外していく。

			　さらっと開けた先には、雪のように透き通った肌が見え、下着が現れる。それにゆっくりと手をかけ、パチンと外す。

			　アリシアは時折ぴくんと動き、少し震えていた。

			　露わになる２つの山の中心に、薫(かおる)はそっと手を当てる。アリシアの体温と心音がよく手に響く。

			　薫(かおる)の目は真剣で、アリシアの病の根源を探す。

			「『診断』」

			「医療魔法――『ＭＲＩ・ベクトル１』」

			　薫(かおる)の脳内に、アリシアの心臓の情報と詳しい病状が入ってくる。

			　ＭＲＩで輪切りにしたかのような立体的な情報も流れこむ。

			　そこで、ゆっくりとアリシアの胸から手を離す。

			「う～ん。まぁ、やっぱそうやったかぁ」

			　顎(あご)に手を当て、自身のステータス画面に診断結果を表示させて考え込む。

			「何かわかったんですか？」

			　アリシアは開けた衣服を直しながら薫(かおる)に聞く。

			「ああ、アリシアちゃんの病気は、心臓の病気や。それも結構重度やなぁ。病名は拡張型心筋症や」

			「か、かくちょうがた、しんきんしょう？」

			　アリシアは首を傾げる。専門的な言葉を使っても伝わらないかと思う。

			「外にいる２人も呼んでからの方が説明省(はぶ)けるから呼ぶで？」

			「はい」

			　薫(かおる)がカインたちを部屋に呼ぶと、２人は慌てて入ってきた。

			「で……アリシアの病気は治るんですか？」

			「お嬢様は大丈夫なのでしょうか？」

			「２人共、落ち着き～や。今から、ちゃんと説明するからな」

			　薫(かおる)はアリシアのベッドに座り、説明を始めた。

			「今回、診断してわかったんは、心臓の病気やな。病名は、拡張型心筋症や」

			　薫(かおる)の言葉に、３人はまったく聞いたこともないという表情をする。

			　薫(かおる)は、この病気について簡潔に話し始める。

			　拡張型というのは、心臓の全体が丸く膨れ上がり、壁が薄くなることによってなる病気だ。現代であれば、初期の段階ならば薬で抑えることはできる。しかし、この異世界ではそのような薬は開発されてすらいない。

			　自覚症状としては、体の怠さや運動時の息切れなど。横になると息苦しく、痰(たん)や咳も増える。

			　アリシアは説明を聞いて、自身の病状と一致することに驚く。

			「は、はい、すべて当てはまります」

			「うん、よろしい。でや、治すんやったら、もう心臓の取っ替えしかあらへんけど大丈夫か？」

			「「「っ!?」」」

			　３人は目が点になる。

			　この人は何を言ってるんだと言わんばかりの目である。

			　それもそのはず、この異世界に心臓移植はない。

			　これから先、薫(かおる)が同じことを続ければ、何かしらの問題にはなるかな？　と思ってはいる。

			　だが、現時点でその発想がないのだから、やりたい放題できるのだ。

			　現代医療では、他人の心臓を移植するため、血液型や適応するかどうかを調べる。

			　条件を満たさなければ移植はできない。

			　もしも合わない心臓を入れると、アリシアの体が拒否反応を起こして死に至る。

			　だが、この世界では魔法がある。それも薫(かおる)が持っている医学錬成。これがあれば、心臓を錬成できる。リース治療院でも試したが、魔力を使うことによって臓器なども再現可能だ。

			　まさにドナーいらず、本人の血液と細胞で作り上げれば拒否反応を起こすことはまずない。

			　あとは、薫(かおる)の腕次第というわけだ。

			　日本では考えられない高スピードで話が進む。

			　ドナーを探すのに何年もかかり、間に合わずに亡くなる患者も多いが、この異世界は違う。薫(かおる)のスキルで本人の最適な臓器を作り出すことができるからだ。

			「で？　どないすんねん。治してあとは、神のみぞ知る人生を送るか……。このままにして、残りの短い人生を苦しみながら生きるか……。さぁ、選び」

			　薫(かおる)は不敵に笑ってみせる。

			　その表情を見て、カインはアリシアを見つめ、考えこむ。

			　アリシアも不安な表情をしていたが、薫(かおる)の言葉に自分で決めろという選択肢を与えられていると気付く。

			　周りから、ああしろ、こうしろと言われて決めてよいことではない。

			　自身でちゃんと考え、そして見定めて悔いの残らない選択をしろということを薫(かおる)は言いたかった。

			　アリシアは薫(かおる)の目を見つめてから一度大きな深呼吸をする。

			「心臓を取り替えてください。私は、カオル様を信じます」

			「うん、花丸やな。よく自分で決めたな。悔いはないな？」

			「はい、自身で切り開いてみせます」

			「まぁ、失敗はないから安心してええで？　これでも、多少は腕に自信あるから」

			　薫(かおる)はそう言いながら、目に宿る生を掴みとる無限の道を見つめる。

			「そしたら、今から速攻で移植手術を行う。アリシアちゃんの部屋借りんで？」

			「な!?　ここでするんですか？　道具も何もないではないですか！　信用できません！　それにどうやって取り替えるんです！　替える心臓もないのに……どうやって……。それに、娘に万が一のことがあったら……。私は……」

			「まぁ、焦りなさんなって。ちゃんと、準備できとるから、安心してええ言うたやん」

			　そう言いながら、からからと笑う薫(かおる)。

			「しかし……」

			　自分の知らない魔法でアリシアが死んでしまったらと思うと、カインは不安に押し潰されそうになる。

			　でも、もしそれで治るのならと藁(わら)をも掴む思いにもなるのだ。

			　カインの心はどうしてよいかわからず、めちゃくちゃになっていた。

			　薫(かおる)は真剣な眼差しでカインに問う。

			「アリシアちゃんは、俺を信用してくれとるんやけど……。カインさんは、俺を信用できんのんか？　それやと失敗したとき、何言われるかわからんしなぁ。やりとうないなぁ……。こっちも背負うもんがあるんや。人の命やぞ？　簡単に無下にできるもんちゃうんや。あんたが信用できんと思って俺に接するんやったら、それは俺にとってプレッシャーになる。もちろん失敗するつもりはあらへん。まぁ、絶対はないからなぁ。で？　どうなんや？　娘の命、俺に預けることはできるんか？　できんのんか？　どっちや！」

			「っ!?」

			　どの道アリシアは、残りの人生このままでは長くはない。だったら、薫(かおる)の治せるという言葉を信じてみようと思う。

			「わかりました。カオル様を信じます。娘を頼みます……」

			「様とかいらへんって。うん、まぁ、ええ答えや。花丸や」

			　薫(かおる)は部屋の中心に立ち、右手を前に翳(かざ)す。そして、今欲しい手術室を脳内で思い描く。大気が一瞬で気味の悪いほど揺らめく。

			「固有スキル……『異空間手術室』」

			　金色のオーラが発生し、空間がねじ曲がり稲妻がほとばしる。

			　バキバキと異質な音を立て、手術室が薫(かおる)の目の前に現れた。

			　その現象に、３人共口をパクパクとさせ薫(かおる)を見る。

			　薫(かおる)は悠(ゆう)然(ぜん)と立つ。しかし、「おお！　ちゃんと手術室になってるやん」と、内心ビックリしていた。

			「じゃあ、行こかアリシアちゃん」

			「は……はい、お願いします」

			「あ～、２時間くらいで帰ってくるんで。そんときは、よろしゅうな」

			　そう言って、薫(かおる)とアリシアは異空間に入っていった。

			　２人が異空間に入って行く姿を、カインたちは見守ることしかできなかった。

			「今は……信じて待つしかないのか……」

			「旦那様……少し休まれた方がよいかと。奥様には私が今から連絡を入れに行きますので」

			　カリンはそう言ってその場を立ち去る。

			「ああ、頼む」

			　カインは椅子に座り、両手を合わせ握りこむ。

			　そして異空間をじっと見つめるのであった。

			　

			　異空間手術室の中は、薫(かおる)が望んだ通りになっていた。

			　無影灯で照らされた手術台。その周りには、数々の道具が揃えられていた。ない物を探す方が困難だった。アリシアに近づき、頭を撫でながら「大丈夫や」と言うと、アリシアを抱えて手術台の上へと運ぶ。

			　チョコンと乗っけられたアリシアは、少し緊張気味だった。

			「これに着替えてもらってええか？　手術衣って言うんやけど。下着以外は脱いで、これを着てここで待っとってくれ。あと、この帽子もつけてな」

			「は、はい」

			「こっちも準備するからな」

			　薫(かおる)は手術室の脇にある小さな部屋に入り、手術用の服に着替える。

			　小部屋で手を洗い消毒をする。ブラシでさらに綺麗に洗う。そして手術用の手袋をつけ、手術台へと向かう。

			　そこには手術衣と帽子を装着したアリシアが、手術台の上に仰向けになっていた。目を瞑(つぶ)り必死に強張る体を制御しようとしていた。それを見て、薫(かおる)は明るい声で言う。

			「アリシアちゃん、もう少ししたら麻酔をかける。眠気が来ると思うから、そのまま寝てみ、起きたら全部終わっとるからな」

			　アリシアは麻酔に関して何も知らないだろうが、一応説明する。

			　アリシアが頷いたのを確認してから準備を進める。

			「『医療魔法――心電図・ベクトル１』」

			「『医療魔法――血圧計・ベクトル１』」

			　薫(かおる)の手の平に小さな青白いシールが現れる。アリシアの体にそれを貼ると、ステータス画面に血圧と心電図の波長が目視できる。

			　ピッ……ピッ……っと、規則正しく脈打つのを確認する。

			「医療魔法――『全身麻酔・ベクトル１』」

			　ほわっと青白い光がアリシアの体全体に纏(まと)う。ゆっくりと薬が全身に回っていく。

			　薫(かおる)はさらに医療魔法をかけていく。

			「医療魔法――『酸素マスク・ベクトル１』」

			　アリシアの口元に薄く蒼い膜が張られる。医療魔法で非脱分極性の筋(きん)弛(し)緩(かん)薬(やく)（筋を完全に麻(ま)痺(ひ)させる薬）を投与し、様子を見る。

			　薫(かおる)はアリシアに呼名反応と睫毛反射の消失を確認する。

			「医療魔法――『人工呼吸器・ベクトル１』」

			　アリシアの口が開き、気道が確保される。光のチューブのようなものがアリシアの口の中に流れこむ。光のチューブは、どんどん喉の奥へと進んでいく。

			　気管に挿管されるとそこで止まり、ステータス画面の呼吸炭酸ガスモニターで[image: p_48.png]が呼出されているかを確認する。

			　そして、光のチューブが分裂して麻酔回路を作る。医療魔法の全身麻酔とこの麻酔回路が連動する。吸入酸素濃度と吸入麻酔薬濃度を調整し、人工呼吸を開始させる。

			　適正な換気が行われているかも確認する。最大気道内圧、一回換気量、アリシアの胸郭の動き、呼気炭酸ガスモニターすべてを薫(かおる)は確認し終えた。最後に、瞳(どう)孔(こう)を観察してメパッチ（角膜保護用テープ）を貼る。

			　薫(かおる)は慣れた手つきでやってのける。医療魔法のおかげもあり、大幅な時間短縮ができた。

			「医療魔法が、現代にあったらマジ楽やろうな。調整がかなり楽やで。まぁ、ぶっつけ本番や。やりながら、感覚で覚えていけばええ……。失敗はあらへん。さぁ、始めようか……いつも通りや。気合入れていこうか！」

			　そう言いながら心臓移植手術を始める。

			　アリシアの胸部に電気メスを入れる。切開凝固するため、ほとんど血が出ることはない。胸骨正中切開をし、そのあと心膜切開をする。スルスルと迷いのない動きで薫(かおる)は瞬きひとつせずにそのまま送脱血部位を露出させる。

			　メスを入れるとき麻酔調整をする。皮膚切開の刺激は、手術刺激の中で最も強い分類に属する。アリシアに生じる変化に対応し、予測しながら絶えず調整を行う。送脱血部位にテーピングをし、体外循環に移行させる。

			　淡々と薫(かおる)１人で手術を進めていくが、普通の手術なら、執刀医、第一助手、第二助手、麻酔科医、看護師、臨床工学技士などで構成される。その足りない人員を異空間手術室の効果で補っている。薫(かおる)の脳内でその処理がすべてされているのだ。

			　目まぐるしい情報の処理をやってのけながらの手術に薫(かおる)の額から汗が流れる。

			「『医療魔法――ヘパリン・ベクトル１』」

			　体外循環のときに、血が固まらないようにする薬を投与する。凝固機能を魔法で測定し、十分な延長を確認して人工心肺の送血管と脱血管を順に挿入する。

			　そして、そのまま体外循環を開始させる。

			「思ったより、早く終わりそうやな。てか、１人で何人分の仕事してんねんやろ。まぁ、医療魔法もわかってきたしええか……」

			　今まで自分が現代でしてきた手術が、あまりにも大手間をとっていたことがよくわかってしまう。医療魔法は凄いなと思いながら、正確にそしてスピーディーに進めていく。気管とその上部の皮膚を切開し、その部分からカニューレを挿入する。続けて左心ベントを挿入し、心臓の減圧と空気除去を行う。大動脈遮(しや)断(だん)をして、心筋保護液を注入する。すると、先ほどまで脈打っていた心臓がスッと止まる。

			「心静止確認、低体温開始」

			　薫(かおる)の魔法で機械が動き始める。

			「さてと、これからが正念場やなぁ」

			　薫(かおる)はそう言いながら、アリシアの心臓を作るために血と細胞を採取する。

			「『医学錬成・心臓』」

			　パァーッと左手の上が金色に輝き、拳ほどの心臓が精製された。

			「おいおいおい！　これは反則やで……。現代で使えたら革命やな……。この医学錬成は……って、あかん、さっさとせな」

			　そのまま心臓を手順よく摘出し、新たな心臓を付け、縫い合わせていく。綺麗に正確に縫い付けられた心臓を見て、１回動かして漏れの確認をしないといけないかなと思いながら、１つ試したいスキルがあった。

			「『解(かい)析(せき)』」

			　すると、心臓がちゃんと動くこと、血液の漏れもなく起動することがわかった。先のことをすべて知ることができるというのは本当であった。

			「なんやこれ、マジでチートやな。医療ミスなんて、これで確認したら絶対起こらへんで」

			　そんなことを言いながら、体外循環離脱へと進めていく。先ほどと逆の手順でたどる。心拍動再開後、医療魔法の『エコー』で心内の気泡除去、心機能を順に確認する。『プロタミン・ベクトル１』を使い、『ヘパリン・ベクトル１』を中和していく。体外循環離脱させ、送脱血管、ベント、カニューレを外す。

			　そして、心膜縫(ほう)合(ごう)、胸骨閉鎖、閉(へい)創(そう)で手術は終わった。

			「ふぅ……やばいマジ疲れやわ～。あ、そうやった。切開した傷は綺麗に消しといたろう。女の子やし、気にしそうやからな」

			　薫(かおる)はそう言って、回復魔法をかける。

			「回復魔法――『完全治癒(エクスキユア)』」

			　大神官のみが、使うことができるという最上級回復魔法をいとも簡単に使う。

			「凄いなこれ。縫い口が、なくなってもうたわ。あとは、これももういらんやろ。閉(へい)創(そう)した際に使った糸やけど……もうくっついとるしな」

			　薫(かおる)は糸を取り外すと、眠りについているアリシアに語りかける。

			「よう頑張ったな。アリシアちゃん、これから楽しい人生送るんやで。俺はこれから金を貰ってうはうはするからな」

			　優しく頭を撫で、血の付いた胸部の肌を消毒した布で綺麗に拭き取る。

			　そして、麻酔を止めて覚(かく)醒(せい)に入る。

			　麻酔深度を調整し、メパッチを外す。覚(かく)醒(せい)時に中等度以上の疼(とう)痛(つう)が予測されるため覚(かく)醒(せい)前に鎮痛薬を投与する。人工呼吸の酸素を１００％として、補助呼吸または調整呼吸をさせる。

			　アリシアが自発呼吸をしだしたところで、薫(かおる)は呼びかける。少し時間が経つと、アリシアは意識を取り戻したが、まだ朦(もう)朧(ろう)としている。薫(かおる)が、「もう少し寝とき」と言うと、またアリシアは眠りについた。

			　アリシアを抱きかかえ、異空間手術室をあとにする。

			　手術は、わずか１時間足らずで終わった。

			　現代の医療では、数年かかる準備期間をすっ飛ばした異例の手術となった。

			　そして、手術時間も患者の負担を最小限に減らすことのできる最高の手術であった。

		

	
		
			第三話　往診に来ました

			　

			　アリシアの部屋にポッカリと空いた異空間の穴。

			　その穴の中には重たそうな扉がある。

			　扉の上に、手術中という赤いランプが点灯している。カインは深妙な面持ちで、神に祈りを捧げていた。

			　１時間くらい経っただろうか。カインにとっては、それは何時間とも思えるほど長いものだった。

			　そのときフッと、手術中のランプが消え、扉が開く。

			　異空間から出てきたのは、アリシアを抱えた薫(かおる)だった。

			「アリシアちゃんは無事やで。手術も問題なく終わったから、もう心配あらへんよ」

			「なっ!?　ほ、本当にもう大丈夫なんですか？」

			　涙でグチャグチャのカインは、気の抜けたような声で話すと安心したのか、緊張の糸が切れたかのようにその場で座り込んだ。

			　薫(かおる)はアリシアをベッドに寝かせ、ついでに薫(かおる)もベッドに座る。

			「時間も短縮できたし、体に負担はかからへんかったと思う。てか、心臓移植だけで２時間はかかると見とったんやけどな。医療魔法が即効でびびったわ。もうすぐ、麻酔が切れてくる頃合いや。アリシアちゃんが目ぇ覚ますと思うで。意識が朦(もう)朧(ろう)としとるやろうから、とりあえず安静にさせといてくれ。あと、麻酔の副作用で吐き気がしたりすると思うから、そこも気をつけてや。明日になれば、元気よく飯も食えるやろう」

			　薫(かおる)はカインに目を向け、そう告げる。

			「ありがとうございます。カオル様、なんとお礼を言っていいのやら……」

			「まぁ、その話はあとでええよ～」

			　ちゃんと経過を見てからではないと、わからないことがあるからだ。

			　ふとした瞬間悪どい顔になる薫(かおる)は、いかんいかんとその表情を隠す。

			　そんなことをしてる間に、アリシアが目を覚ました。トロンと溶けた目で薫(かおる)を見ていた。

			　そっとアリシアの頭を撫で、耳元で「よう頑張ったな」と言ってその場から立ち上がる。

			　アリシアはまだ副作用のせいで喋(しやべ)れそうになかったので、そのまま意識を手放し眠りにつく。規則正しい寝息が聞こえてきた。

			「そうそう。今、アリシアちゃんの体に付いとるシールは絶対に剥いだらあかんで。心電図のデータを俺の方に飛ばしとるからな。何か異変があれば、わかるようになっとるから。じゃあ、俺はいったん帰るからな」

			　薫(かおる)が扉の方へと歩き出すと、カインが慌てて止めようとする。

			「カ、カオル様は、どこへ泊まられているんですか？　連絡先はどうしたら……。もしよろしければ、この屋敷に泊まられてはいかがですか」

			　その言葉を聞き、一瞬これは儲けものと思う。リースに本日の宿屋兼食事処として使わせてもらえるようにしていたが、断りを入れるか迷う。患者の側にいた方が安心できるからである。

			「あ～、せやな。その言葉に甘えようかなぁ。ちょっと医療区域のリース治療院に断りを入れてくるからそれからでもええやろうか？」

			「はい、構いませんよ。お待ちしております」

			　カインはよい笑顔でそう答えた。薫(かおる)は手を振りながらオルビス邸をあとにし、リース治療院へと向かうのであった。

			　

			　日も落ちたころにやっとリース治療院に着き、扉を開ける。

			「お～い、帰ったで～って、これどないなっとんねん……」

			　薫(かおる)は険しい顔をして治療院の中を見渡す。出て行くときは綺麗だったのに、現在は誰かに荒らされたかのように物は割れ、床に散乱している。薫(かおる)は急いでリースを探す。

			　奥の部屋へ行くと、椅子に座って沈み込んでいるリースの姿があった。

			「おい、大丈夫なんか？」

			「ああ、おかえり。気にしないで……。よくあることだから……」

			　リースはそう言って、無理に笑った。これ以上詮(せん)索(さく)しないでくれというオーラがにじみ出ていた。薫(かおる)は１つ溜め息を吐き、ツッコミを入れたい気持ちを抑える。

			　リースは話を逸らすために薫(かおる)が出ていったあとのことを聞いてきた。

			「そういえば、仕事に行ってくるとか言ってたけど、もう終わったの？」

			「ん？　あ～、終わったでぇ。あとは、リハビリと３ヶ月の間薬飲んでもらえば、回復して普通に生活できるやろうなぁ。報酬もがっぽり巻き上げんとあかんからな。めっちゃ楽しみやなぁ」

			　悪どくニヤリと微(ほほ)笑(え)む。

			「で、どんな人を治療したのよ。がっぽりってことは、相当な怪我を治したんでしょ？」

			　ちょっと教えなさいよという表情で薫(かおる)を突く。

			「ほらあれや、重病患者の話したやん？　あの子や、アリシアちゃんって言うねん」

			　楽しそうに語る薫(かおる)に、リースは驚き目を丸くする。

			「へぇ？」

			　しかし、薫(かおる)の言葉を鵜(う)呑(の)みにはできなかった。なぜなら大神官ですら治せない患者を治したなんて、信じられなかったからである。

			　リースは物凄い勢いで薫(かおる)に詳細を尋ねた。

			　やはり、同じ職業なだけに気になるのだなと薫(かおる)は思うが、リースは本気で信じてはいなかった。

			　そんなこととはつゆ知らず薫(かおる)は今日のことを教えたが、リースはこいつは何言っているんだという表情で見ていた。

			「しゅ、しゅじゅつ？　いりょうまほう？　か、かくちょうがた？　何それ？　わ、私に、わかるように説明しなさいよ！」

			「十分わかるはずなんやけどなぁ。もしかして、リースって駄目な子やったんかぁ～。残念やわ」

			　この言葉に、リースは悔しそうに薫(かおる)を睨(にら)む。

			「わかった。簡略化して、頭に入るようにして説明したるから。そんな目で見んといて」

			「むぅ～、わかったわよ。でも言い方が腹立つわね……」

			　頬を膨らませるリースに薫(かおる)は言う。

			「その女の子は、心臓が悪かってん。やから新しい元気な心臓と、死にかけの悪い心臓を交換したんや、以上」

			「いや、言ってる意味はわかるのよ。でも、回復魔法でそんなことできないわよ？」

			「そりゃそうに決まっとるやん。俺が使ったんは、医学錬成と医療魔法、そして手術は俺の技術やから、回復魔法とは勝手が違うんや。まあ、言うてもわからんやろうしな。ここで、終いやな」

			　腕を上げ、疲れたという体勢でステータス画面に映るアリシアの心電図を確認する。

			　健康そのもので心拍も安定している。

			　今のところは、このまま様子見だなと思い、治療院を無言で掃除し始めた。

			　何も聞かない薫(かおる)に感謝しながら、リースは鼻をすする。

			　本当は何か吐き出したいことがあるのだろうが、今は何も聞かなかった。本人が話したくなったらそのうち言うかなと思ったからだ。

			　そのあとは、リースが作った料理を出してきた。匂いもよく、空腹の薫(かおる)はそれをかきこんだ。

			　次の瞬間、目の前が真っ暗になった。

			　

			　朝の９時ごろ、薫(かおる)は硬いソファの上で目を覚ました。

			　同時に、強烈な頭痛に襲われる。そして、周りを見渡すと綺麗に片付いていた。

			　リースはせっせと薬の瓶などを拭いていた。起きたのがわかったのか、バツの悪そうな表情のリースに薫(かおる)はからかい半分でジト目を向ける。サッと目を逸らすところを見ると、申し訳ないという気持ちはあるのだろう。

			　昨日の夕食に食べた料理が不味(まず)すぎて、意識を失うという惨事を招いていた。

			　料理で人を気絶させるなど、漫画とかでしか見たことがない。いや、経験したくないことを経験してしまった。それに、昨日は食事をしてからオルビス邸に行く予定だったが、それもできないでいた。アリシアの心電図などを確認すると、問題ないことがわかりホッとする。

			　いろいろ言いたいことはあるが、まずはアリシアの診察へ向かう。何も連絡を入れていなかったため、不安もあると思うからだ。

			　リースに一言出てくると伝えて、薫(かおる)は治療院をあとにした。

			　

			　オルビス邸までの道のりをとぼとぼとだるそうに歩く。医療区域から貴族区域は意外と遠いのである。

			　しかし、こんなにも体力がないはずがないのだがと思いつつも、リースの料理のせいかと思考を完結させる。やっとの思いでオルビス邸に到着する。

			「どうも～。来たでぇ～」

			　薫(かおる)の声が届いたのか、玄関からメイドのカリンが出てくる。

			　髪の毛は黒く肩まで伸びていて、艶(つや)のあるストレートヘア。頭の上には、ヘッドドレスが付いている。メイド服も派手ではなく、質素なのに品がある。薫(かおる)の姿を見た瞬間、満面の笑みで出迎える。可愛らしいタイプの子だなと薫(かおる)は思う。

			「お待ちしておりましたカオル様。どうぞ中にお入りください。昨日は自己紹介もできず申し訳ございません。私は、カリン・エルガルドと申します。旦那様と奥様は現在仕事に出ていらっしゃいます。夕方にはお戻りになるので、ごゆっくりおくつろぎください」

			　昨日の暗い表情が嘘のような笑顔にちょっとおかしく思う。

			　カリンに、「わかりやすいなぁ」と言いながらアリシアの部屋へと向かった。

			　部屋に入ると、笑顔で朝食を食べているアリシアがいた。

			　薫(かおる)に気付き、ちょっと頬を染めるアリシアに薫(かおる)は近づく。

			　アリシアが手に持つお皿に、チョコンと乗っているうさちゃんカットのリンゴをひょいとつまみ口に運ぶ。

			　シャリシャリといい音が鳴り、中心の蜜の濃厚な甘みが口いっぱいに広がる。

			「うん、美味(うま)いなぁ。昨日の晩飯は地獄やったからな。ちょっと生き返ったわ」

			　アリシアは何のことを言っているのだろうという表情で薫(かおる)を見る。

			　吹き出しを付けるなら「ほぇ？」というのがピッタリである。

			　薫(かおる)が面白おかしくアリシアに昨日の晩飯の話をすると、「人を気絶させる料理があるんですか!?」と驚きながら笑う。アリシアは幸せな表情でその話を聞いていた。

			「ほんじゃ。それ、食べたら診察するからな。あと、ゆっくり噛んで食べや。コレ、消化に悪いからな」

			　うさちゃんカットのリンゴを指さし言う。

			「わかりました」

			　笑顔で返事をするアリシア。

			　薫(かおる)はアリシアが小さな口で、シャリシャリと小動物のように食べる姿を見て、「うさぎやな」とボソッと言う。もちろんアリシアは、そんなことには気が付かずにもくもくと美味(おい)しそうに食べるのであった。

			　アリシアの朝食が終わり、ベッドの上でアリシアは「お願いします」と頭を下げる。

			　薫(かおる)は、「若いのに律儀やなぁ」と思いながら診察の準備を始める。

			「じゃあ、上脱いでくれるか？　今回は、移植した心臓のポンプ運動を確認せんとあかんからな。すまんけど、エコーで調べるときにエコーゼリー塗らしてもらうで？　ちょっと、冷んやりするけどええか？」

			「エ、エコーゼリー？　ですか？　スライムゼリーでしょうか？」

			　薫(かおる)はついつい日本にいたときの調子で話してしまっていた。

			　しかし、この異世界にそんな物はないので説明が必要だなと気付く。。

			「そうかわからんか～。簡単に言ったら、心臓の様子を見るときに、俺の手でアリシアちゃんの心臓の上ら辺を触るねん。そのときに、皮膚と俺の手の間に空気が入り込むと正しく心臓の動きが見れないんや。その補助剤でエコーゼリーというのをつけるんや。肌に影響はないから安心してええよ」

			　アリシアは、「大丈夫です」と答え、頬を染めながら上着を脱ぎ、下着を外す。

			　雪のように透き通った肌が露わになる。そのままベッドに横になってもらう。

			　背中に枕を詰めて、45度くらいの傾きにする。

			「そしたら塗ってくで。ちょっと冷たいけど我慢してや。『医療魔法――エコーゼリー・ベクトル１』」

			　ポンと、薫(かおる)の手の平にゼリーが出てくる。

			　それを横たわるアリシアの胸部にそっと落とす。

			「んっ……」

			　ひんやりとしたゼリーが肌に触れると、ピクンと体が跳ねて声が少し漏れる。

			「少し我慢してや」

			　薫(かおる)はゼリーをアリシアの胸の中心から左にかけて伸ばしていく。形よく膨らんだ胸をなぞる。

			　エコーゼリーを塗っている間、アリシアは顔を真っ赤にさせ、目を強く瞑(つぶ)っていた。

			　時折漏れる声でなんとも言えない空気になる。

			　薫(かおる)は、「なんか、めっちゃ変な空気になってませんかねぇ……」と思いながらも進めていく。

			　適当にしてしまうと、ちゃんとした結果が出ないのでどうしようもないのだ。

			　アリシアの胸部に満(まん)遍(べん)なく塗ったあと、その手の平で谷間の中心を軽く押す。

			「『医療魔法――エコー・ベクトル１』」

			　薫(かおる)の右手が金色に光る。

			　ゆっくりと手を動かしながら、アリシアの心臓を見ていく。

			　ステータス画面には、心臓の動きがはっきりと映し出される。

			（あー、心拍数速いなぁ。俺のせいかなこれ）

			　規則正しく脈打ち、ちゃんと血液が流れているのを確認する。

			　時折、手の平に突起物が当たるが、薫(かおる)は気にせず続ける。

			　アリシアは、たじたじといった感じであった。

			　なめらかな肌に手を這わせ、様々な角度から心臓の動きを真剣に見る。

			　アリシアはぷるぷると肩を震わせながら、何かに耐えているかのようであった。

			　調べ終わり、手についたゼリーをタオルで拭き取る。アリシアは、ぐったりとしていた。

			　胸部のゼリーもささっと拭いて、「もう着てええよ」と告げる。

			「あ、ありがとうございます。し、心臓はどうでしたか？」

			「ん？　問題あらへんよ。ちゃんと、機能しとるしな。これからは楽しい人生が待っとるで。やから大いに楽しみやアリシアちゃん」

			　薫(かおる)が頭を撫でながら言うと、アリシアはまた顔を赤く染めて「はい」と返事する。先ほどの恥ずかしいといった感じではない。

			　診察を終えた薫(かおる)は、カインたちが帰ってくるまでどうするかなと思っていた。

			　かなり時間を余らせてしまっている。とりあえず、メイドのカリンに相談でもするかなと考え、一度アリシアの部屋をあとにしようとする。少し寂しそうな表情を浮かべるアリシアにまた来るからと言うと、パァーッと彼女の表情が明るくなった。

			　アリシアの部屋から出てすぐにカリンと出会う。

			　薫(かおる)の表情を見て、カリンはちょっと心配そうに言う。

			「お疲れのようですが……。よければ、客室が空いておりますのでお使いください」

			「ああ、助かるわ。絶対昨日の食事が原因やと思う……。まぁ、少し寝れば治るやろう」

			　薫(かおる)はカリンの厚意に甘えることにする。カリンは「こちらです」と笑顔で案内してくれた。

			　客室に入ると、白衣を脱ぎ椅子にかける。12帖くらいの広い部屋。１つ１つ高価な飾り付けがされた部屋に溜め息が出る。貴族の住む屋敷はどこもこんな感じなのかなと思う。

			　窓を開け、アロハの胸ポケットからタバコを出して火をつけると、仕事モードからいつもの感じに戻っていく。

			「あ～、めっちゃ疲れた～。このあと、リハビリも教えんといかんのんか。報酬上乗せやなこれ。カインさんは夕方に帰ってくる言うとったしな。それまでは、適当に時間潰すか」

			　ゆっくりとタバコを吸う。そして、ポケット灰皿に灰を落としながら街の風景を眺める。

			　貴族区域の光景はまた圧巻で、１つ１つの家の広さが異常であった。

			　煉(れん)瓦(が)造りや、石造りの家が並ぶ。

			　その家々には広い庭があり、ガーデニングで手入れされた花々が色とりどり鮮やかに咲いていた。

			「あ～、これはほんまに綺麗やなぁ。現代にはないなぁ。高層ビルやらなんやらで、排気ガスのオンパレード。こんな青空なんて、ほんま見たことないで……。異世界なんよなぁ。あの、クソみたいな世界ではないんや。俺を知る者もおらんのんやし。もう好き勝手やってもバチは当たらんよな。でもその前に……。仮眠やな、昨日の疲れも残っとるんかな。さすがに、オペ１人で何人分の仕事しとんねんって感じやしな。まぁ、あとは適当に起こしてくれるやろ」

			　そう言いながら薫(かおる)はベッドに突っ伏し、ふかふかなベッドの感触と太陽の香りを感じながら意識を手放していった。

		

	
		
			第四話　リハビリと報酬決定

			　

			　太陽が少し傾き始めたころに薫(かおる)は目を覚ました。

			　ふかふかのベッドが二度寝を誘う。ほんのりと心地よい太陽の香りが鼻(び)孔(こう)をくすぐる。

			　何とも言えない気持ちよさが薫(かおる)を襲う。ゆっくりと目を開けるが、まだ瞼(まぶた)が重く視界と頭がぼんやりとしている。起きる気力を奪われたかのように、体に力が入らない。

			　だが、アリシアにリハビリを教えないといけない。そう思い体を動かそうとするが、動かない。少しずつだが、なんとか寝返りをうつ。すると目の前に何やらこちらを見ている物体がある。視界がまだぼんやりとしているせいでよくわからない。その物体は、ジッとこちらを観察しているようであった。薫(かおる)はだんだん視界のボヤつきがなくなる。

			　そして物体が何なのかがわかる。

			「何やってんねん、アリシアちゃん」

			　眠そうな声で薫(かおる)は言う。

			　体の気だるさがまだ抜けず、横になったままの状態でしゃべる。

			　アリシアは薫(かおる)の声にぴくりと反応し、頬を染める。白く雪のように透き通る肌は、赤くなると凄く目立っていた。

			　もじもじとしながら、何か言いたげな表情でこちらを見つめている。

			　薫(かおる)はそれに気付き、アリシアの言葉を待つ。

			　アリシアは、ゆっくりと呼吸を整えてから呟く。

			「カオル様、病気を治してくれてありがとうございます」

			　頭から湯気が出るのではないかというくらい真っ赤であった。

			　薫(かおる)は、「気にせんでええよ」と、アリシアの頭にぎこちない動きで手を乗せ、ゆっくりと撫でる。

			「これからが大変なんやで？　今まで、寝たきりやったから、少しずつ運動もせんとな。でないと、動けないままになってまうで？」

			　微(ほほ)笑(え)みながらアリシアに言う。

			　頑張りますと言わんばかりに、アリシアは両手に力を入れ胸の前に持ってくる。

			「そういえば、ここまで歩いてきたんか？」

			　薫(かおる)はちょっとした疑問をアリシアに投げかける。

			「はい、じっとしていられなくて……。でも、少し疲れました。壁を伝ってでないと歩けなかったです」

			　えへへと、恥ずかしそうにアリシアは答えた。

			「リハビリがてら、今から教えるさかい。ちょっと横になってもらおうか……。って、すまん。俺、疲れて今身動き取れへんわ」

			　自分の現状を忘れてリハビリの話をしていたことに気付き、アホやなぁと思う薫(かおる)なのであった。

			「カ、カオル様、大丈夫ですか？」

			　心配するアリシアに、ただ久しぶりに手術したからその疲れが出ただけと言った。

			　その言葉を聞き、アリシアはますます心配した表情になる。

			　自分のせいで、このようになってしまった。

			　そう思っていたときに、薫(かおる)はアリシアの頭をぽんぽんと撫でながら言う。

			「子供が、そんな気使わんでええんやで。俺が提案したんやしな。やから、そんな顔せんでええよ」

			　だが、アリシアは頬をぷくっと膨らませ不機嫌になる。

			　どうしたのだろうと薫(かおる)は首を傾げる。

			　そして、アリシアのほっぺを突いて遊ぶ。ぷふぅ～と気の抜けた息が出る。

			「むぅ～、カオル様。私は、もう16歳で大人です。子供扱いしないでください」

			　ぷんすかと怒った表情で薫(かおる)に訴えてくる。

			　しかし、薫(かおる)は16歳だったらまだ高校生だろと思った。

			「15歳で成人です。お酒も飲めるんです。の、飲んだことありませんけど……。そ、それに、け、結婚もできるんです。だから、子供扱いはやめてください！」

			　アリシアは凄い剣幕で両手をぱたぱたさせて、そう言ってきた。

			　その言葉から、この異世界の成人は15歳ということがわかった。

			　まぁ、それだけじゃないということもなんとなく薫(かおる)は察しがついた。

			　すまんすまんと、謝りながらさり気なく頬を撫でると、ポッと顔を真っ赤にし、とろんとした目になる。

			　これで薫(かおる)は確信し、苦笑いになる。

			「今度から子供扱いせんよ。それでええか？」

			　優しい声で言うと、アリシアはえへへと嬉しそうに頷いた。

			（やばい、あっちの世界じゃ犯罪や。どないしょ……って、今の俺だと違うのか！　18歳やしなぁ。でも中身おっさんやで？　どないするかな）

			　アリシアの容姿はとても可愛く、なぜか引き寄せられてしまう。

			　薫(かおる)は思考が斜め上に脱線しているのに気付き、慌てて戻す。

			　そのあと適当にアリシアと話をしていると、だんだん体が動くようになってきた。

			「よし、リハビリでも教えようかねぇ」

			　薫(かおる)は、「さくっと覚えてもらって、暇な時間にそれをすれば日常生活に戻るのも早くなるからな」と思いながら、アリシアにうつ伏せでベッドに寝てもらう。

			　淡い青色の髪がさらさらと揺れる。華(きや)奢(しや)な肢体で、上下お揃いのパジャマは、薄いピンクにうさちゃんマークが入っていた。

			　太陽の光が窓から差しているのもあり、髪の毛はキラキラと輝いて見えた。

			　薫(かおる)は一瞬見(み)惚(と)れてしまった。

			　ロリコンちゃうで！　と、なぜか心でツッコミを入れ、仕事モードへと気持ちを切り替える。

			　アリシアはうつ伏せのまま顔を捻り、薫(かおる)に疑問を投げかける。

			「先ほどからカオル様が言われている、りはびりとは、何でしょうか？」

			　頭の上にクエスチョンマークを出し、首を傾げる。

			　薫(かおる)はからからと笑い、やっぱり１から教えないといけないなと思うのであった。

			「簡単に言うたら、今まで、病気のせいで寝たきりやったやん？　アリシアちゃんの足の筋力と体力が落ちてんねん。で、今回手術して悪いもんはなくなったから、普通の生活に戻れるように運動せんとあかんのんや。手術後、早ければ早いほど効果が高いねん。それの運動のことをリハビリって言うねん」

			　薫(かおる)は、これでわかるかなぁ？　とちょっと不安げな表情を見せる。

			「はい、わかりました。でも、歩き回ったりとかはまだ難しいです。ここまで来るだけで、何度も休憩して壁に手をつかないと来れませんでしたし」

			　アリシアはしゅんとする。

			「そりゃそうやわ。いきなりは無理やし。少しずつやってけばええねん。まずは、マッサージからしていった方がええやろうな。説明よりやってみた方が早いな。今からしていくで？」

			　薫(かおる)はアリシアの横に移動して、膝立ちで「足触るからな」と言ってから、アリシアの足首をそっと掴む。

			　寝たきりだったためか少し細く肉づきが悪いが、これから改善されていくだろうと思った。

			　そのまま足をお尻につくようにゆっくり曲げていく。

			「カ、カオル様、コレ以上は、い、痛いですぅ～」

			　涙目で両手をぱたぱたさせながら訴えてくるアリシアは、なんとも必死な感じであった。

			　薫(かおる)はからから笑いながら力を緩める。

			　するとぱたぱたと動いていたアリシアが、ぺたんと動かなくなる。

			　ちょっとおもしろい。

			「いや～すまんすまん。でも、かなり固まってるなぁ。まぁ、ゆっくりでええからやってくで？」

			　返事を聞かずに執行するとアリシアは絶望の表情を浮かべる。

			　悪い顔で薫(かおる)は、アリシアの足をまたお尻の方へとゆっくり曲げていく。

			　その都度アリシアは、「ふにゃ～、やめてぇ～」などと悲鳴を上げながらぱたぱたと手を動かす。
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			　両足とも同じようにして、終わったころにはアリシアはしくしくと枕を濡らしていた。凄く悪いことをした感が半端ではない。

			「酷いです……。カオル様、嫌って言ってもやめてくれなかったです。あの顔は、鬼でした」

			　アリシアは顔を薫(かおる)の方へ向け、ジト目で訴えてくる。

			「初めてやから痛いのは仕方ないことなんやで？　でも、おもろい反応やったわぁ。まあ、次は痛くないから安心しいや」

			　からから笑う薫(かおる)に、アリシアは疑うような目を向ける。先ほどのことがあるだけに、この言葉が信用できないのであった。

			　だが、そんなのお構いなしといった感じで、薫(かおる)は脹(ふくら)脛(はぎ)を両手の手根部で包み込み、上から軽く圧力をかける。数秒そのままの状態で停止し、スッと圧を抜く。一箇所に数回行うと、ほんの少し位置をずらし、また同じようにしていく。

			　現代で言う手根圧迫法で、先ほど伸ばした筋肉をほぐしている。

			「ふぁ～。これは気持ちいいですぅ～」

			　アリシアは先ほどまでの涙目はどこへやらといった感じで、リハビリマッサージを受ける。

			　コレならずっと受けていられるとばかりに頬が緩む。絶妙な力加減にどんどんアリシアは蕩(とろ)けていく。まるで、お姫様になったかのような待遇に思えた。

			「な？　痛くないやろ？」

			　薫(かおる)が笑いかけるが、完全に蕩(とろ)けきったアリシアは夢見心地で「もう少し同じところを～」「もうちょっとだけぇ～」などと言っていた。

			　薫(かおる)はそこで水を差すように「次のは、ちょっと痛いで」と言うと、アリシアは現実に戻ってきた。

			　ぷるぷると肩を震わせながら「さっきのだけでいいです！」などと駄々をこねる。だが、薫(かおる)の「子供扱いするでぇ～」の一言で渋々了承した。

			　薫(かおる)は仰向けでできるやり方と座ってできるやり方を丁寧に教えた。教えるたびに悲鳴を上げるアリシアは、とってもからかい甲斐があった。一通り教え終わるころには夕方前くらいになり、アリシアはぐったりとベッドに突っ伏し、ピクリとも動かなくなっていた。

			　まったく動けそうにないので、薫(かおる)はアリシアをお姫様抱っこで持ち上げる。

			　するとアリシアは少しびっくりして、薫(かおる)の腕の中で縮こまる。

			「ほしたら部屋戻るで？」

			「はい……」

			　返事をするアリシアは、頬を赤らめて幸せそうに薫(かおる)の胸に顔を埋めた。

			　

			　アリシアを部屋に連れていき、ベッドに寝かせる。

			　その後、薫(かおる)はカリンに連れられてカインたちが帰ってくるのを応接間で待つ。

			　応接間は、下品になりすぎない程度に、豪華な調度品がしつらえられていた。

			　居心地のよさそうな空間で、大きく開けられた窓からは、敷地に植えられた色とりどりの花が一望できる。上質でふかふかなソファに薫(かおる)は座り、カインの帰りを待つ。

			　少しして、カリンが飲み物を持ってきた。それを手に取り、クッと一口飲む。すっと口の中に甘みが広がる。しつこくない甘みに、ほのかにグレープフルーツの香りがする。

			　異世界にもグレープフルーツジュースがあるのだなと思った。

			　そのままソファに体を預けて待っていると、目の前の扉が開く。カインと１人の女性が、満面の笑みで応接間に入ってきた。女性はたぶん奥さんだろう、アリシアとよく似ているからすぐにわかった。薫(かおる)はその女性に自己紹介をした。

			　その女性は気品のある顔立ちで、見た感じはおっとりとしていた。ハーフアップにした髪は腰まであり、髪色はアリシアと同じ淡い青色で凄く綺麗だった。身長は１６０㎝くらいで、ラフな感じの白のワンピースを着ていた。装飾はあまりなく、シンプルで可愛く着こなしていた。

			「お話は聞いております。遠いところから、わざわざお越しくださいましてありがとうございます。私は、サラ・オルビスです」

			　にっこりと微(ほほ)笑(え)み頭を下げる。

			　薫(かおる)は、「ええよそんなの」と手を横に振る。そして、昨日は連絡も入れずにこのオルビス邸に来なかったことを謝る。

			「いえ、お忙しかったのでしょう？　娘のアリシアの病気を治せるお力があるのですから仕方がありませんよ。むしろカオル様をお待たせしてしまい申し訳ないです」

			　カインはそう言うと、同じく綺麗な一礼をして薫(かおる)に頭を下げる。

			「いやいや、そんな待ってへんよ。頭も下げんでもらえるやろうか……。アリシアちゃんに今後の運動やら教えとったからな。ええ時間までかかったわ」

			　薫(かおる)は笑いながら、カインに「気にしんな」といった感じで言う。

			「そうですか。アリシアはどうでしたか？」

			　カインは、今日の診察した結果を聞いてきた。サラも気になっていたのだろう。じっと、薫(かおる)の目を見ていた。

			　薫(かおる)はステータス画面を他人に見えるようにする。24インチの画面くらいに広げて、そこに治療前後の心臓の状況を映し出す。それを２人の前に出して説明していく。

			「今回の病気やねんけど。カインさんには一度伝えたんやけど、もう一度説明するで。病名は、拡張型心筋症や。この画面を見てもらうとわかるんやけど。治療前は、心臓の筋肉の壁がペラペラになっとるのがわかるやろうか？　で、こっちが治療後の方や。コレが、本来の壁の厚みや。この病気は心臓の筋肉の壁が薄くなって拡張する。拡張した分、心臓の収縮力が落ちるんや」

			　画面の心臓の映像が、血液をポンプ運動で循環させている様子を映していた。１つは、ここに初めて来たときに『診断』を使って取った情報。もう１つは、今日『エコー』で取った情報だ。２人は、何かとんでもないものを見ているかのような表情をする。

			「心臓は、このような形でこんな動きをしているのですね……」

			「私の体の中で、今動いてるのはこんな感じなのですね……」

			　２人共、若(じやつ)干(かん)呆けたような顔になるが、薫(かおる)が説明した内容をなんとか理解しようとする。

			　しかし、現代でも一般市民には、テレビやネットである程度の知識があっても３割くらい理解できればよい方だ。

			　２人には、どうやって？　何の魔法で？　など聞きたいことはたくさんあった。薫(かおる)は、医療魔法の説明が後々面倒事を起こしそうだと思っていた。なので今回は、新しくできた魔法でこういうことができるのだとすべてを『新しい魔法』という単語に丸投げする。

			『新しい』と言われれば、２人はそれで納得するしかない。深く聞くことができないからでもある。

			「それでや、アリシアちゃんの心臓なんやけどかなり重症やった。症状としては、動(どう)悸(き)、軽い運動で息切れ、酷くなると動けなくなるし、仰向けで寝れんようになる。で、あのまま何もしないと、遅かれ早かれ死んでたやろうな」

			　２人は死ぬという単語を聞きゾッとする。あの可愛らしいアリシアが、近い未来にこの世を去る、そんなことを考えると、どうしようもない気持ちになるのだ。

			「この病気を治すために、今回やったんが心臓移植や。簡単に言ったら元気な心臓と悪くなった心臓の取っ替えやな。それで一応、取り替えたのか疑わしいんやったら映像を映せるけど見るか？　胸部からバッサリいく映像やけど」

			　薫(かおる)が異空間手術室で望んだ設備の中に撮影カメラも入っていた。医療技術の発展のためや研修医の育成のためなどに使われる映像データでもある。

			「いや……それは大丈夫です」

			「ええ、信用してます。それに、アリシアの表情を見れば一目瞭(りよう)然(ぜん)ですから。以前と比べ物にならないくらいよくなってます」

			　２人共、アリシアの体を傷つける映像だと思うと顔が引き攣(つ)ってしまう。

			「そうか、わかった。見たくなったら言ってや」

			　薫(かおる)はそう言いながら映像データを保存する。

			　トラブルがあったときの証拠としてでもある。

			「で、今後なんやけどな。アリシアちゃんは今まで寝たきりで体を動かしてなかったから、筋力が低下しとる。やから、まずはそれの改善をしてもらう。それと、この家に念のためやけど『無菌室(クリーンルーム)』を張っとる。簡単に言ったら、せっかく元気になったアリシアちゃんがまた変なバイ菌にちょっかい出されへんようにしたんや。わかるかな？」

			　２人は、この家に特殊なことをしたのだろうと思った。もちろんバイ菌などに関しての知識はまったくない。

			「はぁ……。長かった説明もこれで最後やで。これから、最低でも３ヶ月間は薬調合と定期検診をせんとあかん」

			「最低３ヶ月!?　そんなにかかるのですか？　長すぎたりなどは……しませんか？　薬だって３ヶ月分貰えば、こっちでなんとかできるのではないのですか？」

			　カインは、回復魔法を基準にして考えていた。だから、長いと思ってしまう。

			　そして、ただの飲み薬と思っているから、自分たちでアリシアに服用させられると思うのだ。

			「うーん。ちょっと勘違いしとるでカインさん。魔法で切り傷をパッと治すのんとちゃうねん。体をメスで切って中をいじったんやから、長期間かけんといかんのんや。回復魔法と一緒にしたらあかん。根本的にすべてがちゃうねん。心臓移植後の薬もその都度量を俺が決めんねん。素人が勝手に量を変えたりしたら、劇薬に変わってしまうからな。別に、まぁこれでバイバイでも俺はええよ？　このあとになんかあっても知らんけどな。最低でも３ヶ月、これをクリアすれば、もう普通の生活ができるんや。そっちが都合悪いんなら、それでもええけどな。さぁ、選んでどうぞ」

			　薫(かおる)は、「決めるんはそっち、それで後悔せん選択しろよ」と言わんばかりの表情で、カインとサラを見る。

			　カインとサラは話し合いをして決めた。

			「わかりました。３ヶ月間お願いします」

			　薫(かおる)はこの言葉を聞き、一瞬悪い顔になる。

			「よし契約成立！　じゃあここからは報酬の話やな。どないしましょうか？　今回の手術は、アリシアちゃんの心臓移植や。ハッキリ言って大神官様の最上級回復魔法よりも高いで。あとは、これから３ヶ月間の検診と薬や。いくら出せる？」

			「うむ、大神官様の最上級回復魔法のときは、金貨１００枚だったから……。だから、しんぞういしょく？　は、その倍出しましょう。検診と３ヶ月分の薬はどうするか……。基準がわからない」

			　カインは、心臓移植の金額を指定してきた。

			　この世界の通貨は、金貨が５万、ミスリル貨が１万、銀貨が５０００、銅貨が１０００、亜鉛貨が１００リラである。

			　今回の心臓移植の値段は１０００万リラ。一般の平均月収が６万～８万リラなので相当な金額だということがわかる。薫(かおる)はリースのところで、通貨と平均月収などを聞いていたので大金やんと思うのであった。

			　現代でも心臓移植の料金は経費込で、５０００万～１億４０００万円以上の金額がかかる。簡単に、ポンと出せる金額ではない。

			「薬と検診は、１日１万リラでええよ。ここの街の最高金額で」

			　薫(かおる)は、さらっと金額を提案する。

			「その金額でよいのならそれでいいですよ」

			　カインは表情１つ変えずに承(しよう)諾(だく)する。

			「じゃあ報酬はこれで決まりやな。一応やけど、前金と後金で２回に分けてもらえるか？　途中で、何かあったときの保証金代わりで」

			　薫(かおる)は現在一文無しなのでお金が欲しかった。

			「ああ、構いませんよ。じゃあ半額でいいですね？」

			「それでかまへんよ」

			　カインは小切手を出し、金額を書きこんだ。

			「これを商業ギルドに持っていけば換金してくれます。では、これから３ヶ月間アリシアを頼みます、カオル様」

			　手渡された小切手を確認すると、そこには報酬総額１０９０万リラの半額の５４５万リラという金額が書かれていた。

			「ほんなら、これから最低３ヶ月間よろしゅうな。俺はこれでリース治療院へ戻るわ。泊めてくれる言うたけど、ちょっと気になることもあるからな。少し保留にしてもええやろか？」

			「それは構いませんが……。何か……。あっ！」

			　カインはすぐに思い当たる節があったのか言葉を止めた。薫(かおる)はそれに気が付くことはなく、オルビス邸をあとにした。昨日の惨事もあるが、なんだか放っておけないからだ。どこかで情報を入手するかなと思いながら、まずはリースの安否が心配で足早に戻るのであった。

		

	
		
			第五話　報酬換金と買い物

			　

			　夜の７時くらいだろうか、薫(かおる)はやっとの思いでリース治療院に帰ってきた。

			　あたかも自宅かのように治療院に入り、リースの名前を呼びながら昨日寝たソファに座り、体を埋める。リラックスした様子でタバコに火をつけ、至福の時間を楽しむ。

			「何、我が家のようにくつろいでんのよ！」

			　リースは青筋を立てながら薫(かおる)に近づき、胸ぐらを掴み前後に揺する。薫(かおる)は悪びれた様子も見せずに「すまんすまん何となくノリで」と、からから笑っていた。

			　今日は何もなかったかと少し安心する。リースが何かしらこの街で問題を抱えているのはもうわかっているが、本人が何も言わないので今は見守るだけにする。

			　リースが落ち着いたところで、晩御飯は食べたのか聞くと、まだという答えが返ってきたので薫(かおる)は言う。

			「俺が作るから、リースは何もしないで待っててくれ。ええか？」

			　昨日の人の味覚を破壊する料理を食べたくない。これが本音でもある。

			　リースから台所の場所を聞き、治療院の奥へ行く。

			　台所を物色する薫(かおる)の後ろに、そわそわしながらリースも立つ。

			「食材はどこや？　あと調味料もどこにあるねん……」

			　台所があまりにも殺風景だったからつい聞いてしまった。

			「うっ……」

			　リースは何も聞かないでといった感じで薫(かおる)から目線を逸らした。

			　それを見て、やはり料理をほとんどしたことがないのかと溜め息を吐く。

			「まぁ、深くは聞かんわ。で？　食材は？　あと調味料はどこにあんねん」

			「今日買ってきたのはこの中。それと調味料は下の棚に入ってるので全部よ」

			　リースは鶏肉と野菜が何種類か入ったカゴを差し出してきた。

			　薫(かおる)は食材を受け取り台所に置く。そして下の棚を開いて調味料を確認し、適当に何か作ることにした。

			　鶏肉とキャベツのような野菜と玉ねぎのような野菜を一口サイズの大きさに切り、ボールの中に入れる。その中に醤油と料理酒と砂糖を加え、下味を付ける。よく混ぜて鶏肉と野菜を絡めていく。竈(かまど)に火を点け、その上にフライパンを置く。油を少し垂らして、熱が上がってきたら鶏肉と野菜を入れる。ジューっといい音がなり、鶏肉の焼けたよい匂いが台所に漂う。野菜も火が通り、しんなりとして下味のソースが染みていく。テーブルの上に置いてあったバンズを手に取り、横半分に切る。切った下のバンズに、先ほどの鶏肉と野菜を載せる。最後に残った上のバンズで挟んでチキンバーガーの完成。

			「凄い……」

			　薫(かおる)の手際のよさにリースは悔しがる。

			　だが、空腹には勝てなかった。そそくさと自分のチキンバーガーをお皿に置き、テーブルに座る。

			「即席で作ったからたいそうなもんはできんけど、腹に入れば一緒やろ？」

			　リースは一口食べて頬が緩む。

			　鶏肉の肉汁が口いっぱいに広がり、甘辛ソースが舌を刺激する。野菜もしっかりと味がつき、噛むごとに甘みが舌を喜ばす。リースはパクパクと食べてしまった。食べ足りないといった表情をしていたので、フライパンの中に余っているものでもう１つ作ってあげると嬉しそうに頬張った。そんな表情を見て、薫(かおる)はいつもどんな料理を食べていたのか容易に想像できてしまった。たぶん、あの人の味覚を破壊する料理だろうなと思った。

			　薫(かおる)も一口食べて30点と言った。

			　食事を終え、２人でソファに座る。

			「今日も行ってきたんでしょ？　貴族様の家に」

			　リースは気になるのか薫(かおる)に聞いてきた。

			「ああ、行ってきたで。報酬もバッチリや」

			　薫(かおる)はいい顔でＶサインをする。

			「いくら貰ったのよ。大神官様ですら治せなかった病を治したんだから、いいお金になったんじゃないの？」

			　リースは気になりすぎて、早く教えなさいよといった表情で薫(かおる)を見る。

			　薫(かおる)は別に見せてもいいかと思い、小切手をリースに見せた。

			「え？　私の見間違えかしら？　最近疲れてたのよねぇ……。１、10、１００、……１００万。５、５４５万リラ!?　あんた馬鹿じゃないの！　どんだけの大金貰ってんのよ！」

			　金額の桁が吹っ飛んでいることにリースは驚き、そして呆れる。

			「あー、言いにくいんやけど……それ前金やねん。もう半分同額入るで」

			　しれっと追撃をする薫(かおる)に、リースはポカーンとした表情になった。

			「私、何十年働いたらこの金額に辿り着くんだろう……。１０９０万リラかぁ。１回治療で３００リラだから、あはははは……」

			　リースは遠い目をして、空笑いをしていた。衝撃的な金額に壊れてしまったようだ。

			　ふと、その小切手の印を見て、また衝撃が走る。

			「ちょっと、あんたこれオルビス家の印じゃないのよ！　貿易で一財産築き上げた貴族よ！　この街では誰もが知ってる有名な貴族よ！　冗談だと思ってたけど、本当にオルビス商会の娘さんの治療したの!?」

			　薫(かおる)は助けた相手の仕事など興味がなかった。貴族＝お金を持っているとしか思っていなかったからである。

			「昨日言ったときは、そんなこと言わへんかったやん……。てか、冗談とかって……」

			「え？　嘘よ……。信じられない。あんた本当に治療してきたの!?　普通に考えて、貴族の治療なんてすぐにできるわけないでしょ！　それもあんたみたいなどこの治療師かもわからない人間に信用もないのよ？　できるわけないと思うでしょ!!　それに、よくあんたみたいなの家に上げたわね。不思議でしょうがないわ……」

			　疲れたと言わんばかりに、物凄く大きな溜め息を吐くリースに失礼なやつだと思う。

			　リースは昨日の薫(かおる)が治療してきたという話を冗談だと思っていたらしい。そんな嘘をついてどうなるといった感じなのだが、今回の小切手でようやく本当のことだと理解したらしい。誠に遺(い)憾(かん)である。

			「ああ、貴族区域に行く前に騒ぎがあってな。それがオルビス商会のカインさんやった。ちょうど、どこかの治療院へ行くとこやったんか知らへんけどアリシアちゃんも一緒やったんや。衰弱してて危ないところを俺が名乗り出て治療をしたってわけや」

			　薫(かおる)が事情を説明すると、リースは納得した。

			　絶対に治ることのないと言われていた患者に救いの手を伸ばす行為は、ある意味自殺行為と言わざるをえない。責任もすべてその治療師が取らなければならないからである。生半可な気持ちで首を突っ込んでよいことではない。

			　しかし、薫(かおる)はちゃんと患者を救ったのだから、完全なる信用を勝ち取ったと言える。治せなかった大神官よりも薫(かおる)の方が信頼されているというのがちょっとアレだとも思うのだが。結果的に上手く事が運んでよかったなどと薫(かおる)が口にしていたが、リースは聞かなかったことにする。突っ込んだら負けな気がしたからだ。

			　その後、薫(かおる)は商業ギルドの場所を聞き、ついでにタバコがあるのかも聞いた。この異世界にもタバコがあることがわかって、薫(かおる)は安(あん)堵(ど)する。明日は早く起きて行動しようと思い、ソファで寝るのであった。

			　

			　鳥の鳴き声が聞こえ、心地のよい太陽の光が薫(かおる)を照らす。

			　目を薄っすらと開け、朝かと思い体を起こす。

			　伸びをしてソファから立ち上がり、リースに挨拶をする。

			「おはよう。リース起きるの早いなぁ」

			　そう言いながら薫(かおる)は手の甲で瞼(まぶた)を擦る。

			「あんたねぇ。私よりも早く寝てるのにいつまで寝てるのよ！　もうお昼前よ。さっさと起きろ、この馬鹿！」

			　そう言ってリースは、分厚い本で薫(かおる)の頭を叩く。

			　薫(かおる)はその衝撃で眠気が吹っ飛んだ。

			　はい、盛大に寝過ごしました。今までではありえないことだが、あの異空間手術室を使ったことで、疲れているのだろうと思う。そのうち、このだるさも消えるだろう。

			　まぁいいかと思いながら、薫(かおる)はリース治療院をあとにする。目指すは、商業ギルドがある商業区域である。

			　

			「人が多すぎや。笑えへん」

			　薫(かおる)は商業ギルドの前に着く。五階建てのレンガ造りの建物。

			　ちょうどお昼だったため、探索者や冒険者でごった返していた。

			　苦笑いを浮かべながら、商業ギルドへと入る。

			　カウンターが何個も並び、人々はアイテムの売り買いを行っていた。その一番端っこに受付カウンターがあったので、そこで聞くことにした。

			「すんません。これ換金したいんやけど」

			　薫(かおる)は小切手を出して受付の女性に話しかける。

			「はい。こちらでできますのでお預かりいたしますね」

			　女性は笑顔で小切手を受け取り、金額を確認する。

			「１、10、１００……５……５４５万リラ!?」

			　目を見開き、口をパクパクしていた。まぁ、その反応も仕方ないかと思う。

			「あんまり大きい声出さんといて。面倒くさくなるから」

			　薫(かおる)はそう言って、これ以上騒がれるのを制した。

			　その女性は静かに頷き、「申し訳ございません」と謝る。換金の処理をし、換金額を裏から持ってきた。

			「金貨１０９枚です。お確かめになりますか？」

			　そう言って金貨が入った袋を薫(かおる)に渡す。

			「いや、ええわ」

			　薫(かおる)は笑顔で断る。ここで金貨を数えるだけで、相当人目を引くのはわかりきっていたのでやめた。それと、ちょろまかしていたら商業ギルドの信用が崩壊するので、それはまずないだろうと思ったからだ。

			　薫(かおる)が大金の入った袋を手に持ったままカウンターをあとにしようとしたとき、受付の女性から声をかけられた。

			「も、もしよろしければ、アイテムボックスを買いませんか？　お持ちではないですよね？」

			　ちょっと引き攣(つ)った顔をしている。

			「アイテムボックス？　なんやそれ？」

			　薫(かおる)は頭の上にクエスチョンマークを出して聞く。

			「購入した人しか開くことができない持ち運びできる金庫のようなものです。さすがに、その大金を手で持って歩くのは不用心です。むしろ危ないです。ですから、アイテムボックスに入れて保管した方が安全かと……」

			　受付の女性は笑顔で営業してきた。半分は心配してだろうなと思い、薫(かおる)はそれを了承する。

			「じゃあ、お願いするわぁ」

			「はい。では、こちらの指輪になります。ステータスと同じで念じればアイテムボックスが出てきます。収納容量は、１００㎏までです」

			「じゃあ、１個貰おうか。いくらや？」

			「５万リラです」

			　薫(かおる)は袋から金貨１枚を出して支払い、指輪をはめる。

			　少し緩かったが、すぐに指のサイズぴったりに縮んだ。

			「おお！　なんやこれ？」

			　そう言って、薫(かおる)は少し驚いた。金属でできたたものが伸縮するはずがないという固定概念があるからであった。受付の女性は、何を驚いているのだろうという顔をしていた。

			　詳しく聞いたところ、防具なども着ると伸縮するそうだ。それが、この異世界では常識らしい。

			　確かにパーティーを組み、新しい防具が手に入って今まで着ていた防具をパーティー内で受け渡ししても、大きさが違うと装備できないということが出てくる。伸縮するのであれば、誰に渡しても装備できるというわけだ。薫(かおる)は、「何それ便利！」と内心驚いていた。

			　一通り話を聞いてアイテムボックスを開き、金貨の入った袋を入れる。

			　薫(かおる)は挨拶をして商業ギルドを出ると、そのまま商業区域を歩き回る。

			　異世界に来て３日目。さすがに服を替えたかったので、衣服の売っている場所を目指す。

			　少し歩くと、様々な衣服が置いてある区角に辿り着いた。露店であったり、高級そうな店であったり、いたるところに店がある。その中にアロハシャツに似たものはないか探索する。すると、ちょうど目の前の高級そうなお店にそれはあった。

			　薫(かおる)はその店に入り、何着か自分好みのものを選んでいく。もちろん値段は見ない。７着ほど選び、フレアタイプのズボンもあったので、それも７着ほど選びカウンターに持っていく。

			「これお願いするわ」

			「シャツが１点、５０００リラ。７点で３万５０００リラです。ズボンが１点、４５００リラ。７点で３万１５００リラです。合計で６万６５００リラです」

			　店員は満面の笑みで金額を口にした。

			　薫(かおる)はアイテムボックスから袋を取り出して、金貨２枚を店員に渡し、お釣りを受け取る。

			　服をアイテムボックスに入れてお店を出る。

			「いやー、よかったわぁ。ちょっとアロハシャツとは違うんやけどオッケーやな。ええ買い物したわぁ」

			　からから笑いながら商業区域を練り歩く。途中、下着と白衣を買い足し、もう１つの探しものを探す。

			　タバコである。薫(かおる)にとっては、生活必需品なので隈なく探す。

			　そして、やっとのことで見つけだした。

			　店の名前は、ダリアン商店。店の中には、葉巻からタバコ、吸うためのキセルやパイプタバコまであった。

			「ここまでの品揃えがあるとは……完璧やな」

			「おう！　お客さんわかるか？　ここは、いろんな種類の葉っぱも置いてるんだぜ」

			　薫(かおる)が笑顔で商品を見ていると、50代の頭のハゲたおっさんが店の奥から出てきた。

			　愛煙家同士話が盛り上がり、しばし会話を楽しんだ。そのあと、オススメのタバコを買い、薫(かおる)はほくほく顔で歩いた。

			　商業区域を出る前に適当なお店に入り、更衣室で今まで着ていた服を一新し、オルビス邸へと診察に行くのであった。

		

	
		
			第六話　薬をお届けそして……

			　

			　貴族区域へと移動中、広場で探索者が多く集まり情報交換をしていた。

			　その話し声が薫(かおる)の耳にも入る。

			「今年も第１号が出たみたいだぞ」

			「もうそんな時期かよ……。熱で魘(うな)されてるのはもう勘弁して欲しいぞ」

			「そういや、もう７月に入ってるからな。出てもおかしくないだろ」

			「また体力回復薬と治療所に通い詰める日々が始まるのですか……。憂(ゆう)鬱(うつ)ですね」

			「罹(かか)らなければ、どうということはないだろ？」

			「酷くなって死ぬのだけはゴメンだよ。僕は金がかかっても治すよ。迷宮を攻略しないで死んだら悔いしか残らないからね！」

			「お前が攻略できるわけねーだろ」

			「何だと！　このやろー!!」

			　薫(かおる)は気になり、探索者たちのところへと向かう。

			「すんません。病気の話をしとったみたいやけど詳しく聞けるか？」

			　笑顔で探索者たちの輪に入る。

			「ん？　お前治療師だろ？　なんで知らないんだよ」

			　少し困った顔をする探索者たち。

			「ああ、ここの町の者やないからな。前にいた所は、そんな病気なかったんよ」

			　苦笑いで薫(かおる)は言う。

			「どんな所に住んでたんだよ。まぁいいが、７月から９月にかけて街で流行(はや)る病気だ。暑くなると、なぜか原因不明の高熱で倒れる者が出るんだ。初めに罹(かか)るやつは必ず迷宮から帰ってきた探索者なんだ。だから俺らは、迷宮熱って呼んでるよ。症状は人それぞれなんだが、吐いたりとか下(げ)痢(り)だ。酷いやつは、２週間も高熱に魘(うな)されて逝っちまうらしいが。現状治す手段は、体力回復薬と治療院で体力回復と体力増強を施してもらうしかないんだよ」

			　罹(かか)りたくねーなといった感じで話してくれた。

			「探索者からしたら迷惑な病気やなぁ。病気に罹(かか)ったら迷宮に入れへんもんな」

			　薫(かおる)はいいことを思いついたのか、悪い顔をしていた。

			「ああ、早くエクリクスの方で対処法を出して欲しいぜ。じゃないと俺らが金欠になっちまうよ」

			「ええ情報ありがとな。こっちも新しい対処法でも模(も)索(さく)しとくわ」

			　薫(かおる)はからから笑いながら言った。

			「おう！　頼むぜ。俺は罹(かか)るかわかんねーけどな。罹(かか)ったときは頼むぜ」

			　探索者たちの言葉に、「まかしとき」と手を振り、薫(かおる)は広場から立ち去った。

			　

			　オルビス邸に着いた薫(かおる)は、カリンに連れられアリシアの部屋へと向かう。

			「カオル様のおかげですよ。アリシアお嬢様が元気に挨拶してくれるなんて夢のようでございます。あの笑顔が見れるだけで、もう幸せでございますよ」

			　カリンは溢れんばかりの笑顔とハイテンションで薫(かおる)に言う。

			「そう言われると助けた甲斐があったわ。喜んでもらえるってのもやっぱええな」

			　カリンの言葉に、薫(かおる)は少し照れる。

			「運動する時間をもっと増やせば、日常生活に早く戻れるんですから、もっともっと頑張ってもらわないと！」

			　カリンは鼻息を荒くして薫(かおる)に詰め寄る。

			「焦らしたらあかんで。心臓に負担がかからないように、ゆっくりでええんやから。余計なプレッシャーはようないで」

			　舞い上がっているカリンに釘を刺す。

			　しゅんとした表情で頭を掻くカリンは、「すみません」と頭を下げ、アリシアの部屋の前まで送ってくれた。

			「何かありましたらお呼びくださいね。私は仕事がありますのでこれで」

			　そう言ったあと、やはり嬉しさのあまりスキップをしてしまうのであった。

			　若(じやつ)干(かん)心配になる薫(かおる)は、もう一本釘を刺しておこうかと思いながらノックをし、アリシアの部屋に入る。

			「アリシアちゃん、診察と薬持ってきたで」

			「っ!?」

			　薫(かおる)の登場にアリシアは慌てた。現在の格好が、仰向けで足を上げてリハビリ中だったからだ。

			　そして衣服は動きまわっていたせいか開けており、白く透き通った綺麗なお腹が露わになっていた。顔を真っ赤にし、急いでぱたぱたと体勢を戻して開けた部分を隠す。

			「酷いです！　カオル様、いきなり入ってくるなんて……」

			　ぷくっと頬を膨らませながら怒るアリシア。その表情を可愛いなと思いながら薫(かおる)は言う。

			「いや、すまん。入る前にノックは一応したんやけど」

			　頭を掻きながら、ちょっと困った表情を作る。

			「え？　あ、すいません。熱中していて気が付きませんでした」

			　ぺこぺこと平謝りをするアリシア。

			「リハビリ頑張ってるみたいやな。でも、あんまり無理したらあかんで？」

			「はい。気分が悪くなったりとかしない程度で、ちょっと頑張ってみました……」

			　頬を赤らめながら俯いて薫(かおる)に言う。

			「ならええよ。今日は薬持ってきてん。中に赤と白の薬包紙が入っとる。晩御飯を食べたら飲むんやで」

			　ポケットから小さな紙袋を出して、アリシアに渡す。

			「カオル様、ありがとうございます」

			　アリシアは中身にちゃんと赤と白の薬包紙があるかを確認したあと、ベッドの横にある机の上に置いた。

			　アリシアはニコニコと笑顔で、前に薫(かおる)がしてくれたリハビリマッサージを求めてきた。かなりお気に召したようだ。薫(かおる)はそれを承(しよう)諾(だく)し、アリシアに横になってもらう。

			　うつ伏せになったアリシアに、薫(かおる)は肩にタオルをひいて、肩からマッサージしていく。

			　棘(きよく)突(とつ)起(き)から肩峰の方向に向けて、母指の指腹で圧迫を加えていくと、アリシアは「はぁわぁ～気持ちいいですぅ」と言いながら手をぱたぱたさせ、喜びを表現していた。

			　薫(かおる)はくすくす笑いながらマッサージを続ける。背中に移りタオルをかけ直す。

			　背中の中央にある棘突起を親指で軽く押して圧をかけるが、かけすぎないように気を付ける。

			　アリシアの心臓に負荷がかかってはいけないので軽めで済ませると、物足りないのか先ほどのような手の動きをしなかった。

			　薫(かおる)は無言で腰へ移動した。

			　腰を包み込むように持ち、両方の親指で同時に腰の中心にある脊(せき)柱(ちゆう)起立筋を押し、圧をかけるとアリシアは、「カ、カオル様！　これは、い、いけません。笑いが、脇腹を指でくすぐらにゃいでくだしゃいぃ……」と笑いながらよい反応をする。

			「え？　アリシアちゃん、さっき物足りなさそうやったから。ちょっと刺激を与えとんねん」

			　薫(かおる)はにやりと笑う。

			「こ、これは、ち、違うと思います。にゃぁ、にゃぁあああ………」

			　くすぐられたアリシアは、ピクピクと動きながら枕を涙で濡らした。

			　薫(かおる)は、ちょっとやりすぎたかなと思う。

			　ぐったりとするアリシアの頭を撫でながら「すまんすまん。可愛い反応するからいけないんやで」と言うと、アリシアは怒っていいのやら、可愛いと言われ嬉しいのやらと複雑な表情になる。

			　その後、薫(かおる)はちゃんとしたマッサージを再開した。

			　しばらくすると、アリシアは疲れていたのかそのまま眠ってしまった。

			　薫(かおる)は起こさないようにそっと布団をかけ、優しく頭を撫でる。

			（さてと、そろそろカインさんが帰ってくるころやろう。いろいろ聞きたいことあるから聞いてみるかな）

			　そう思いながら、アリシアの部屋をあとにした。

			　

			　廊下を歩いていると、ちょうどカインが帰ってきた。

			「カインさん、おじゃましてます」

			「おお！　カオル様、薬を届けに来てくださったのですか？」

			「ああ、薬はアリシアちゃんに渡しとるから、食事後に飲むと思うで」

			「そうですか。本当にありがとうございます。朝から笑顔でりはびり？　というものをして、早く元気になって治療師になるってはしゃいでるんですよ。あんな元気なアリシアを見るのは何年ぶりでしょうか。感謝してもしきれませんよ、カオル様には」

			　本当に嬉しそうに言うカインは、今までで最高の笑顔になる。

			「大(おお)袈(げ)裟(さ)やなぁ。まだまだ回復には時間がかかるんやから、気長に治していくって考えでおってもらわんと。無理させると体調崩すで？」

			　薫(かおる)はカインにも、カリンと同じように釘を刺しておこうかと思う。何も言わなければ、確実に無理をさせそうな気がしたからだった。おまけに親馬鹿だ。

			「カオル様、前にも言いましたが……。この家に泊まってもらえませんか？　往診に来る手間も省(はぶ)けますし。それに……アリシアからも頼まれましてね」

			　笑顔とちょっと困った感じが入り混じった表情を見せるカイン。

			「そうやな……。その方がええんやけど……。ちょっと、気になることがあんねん」

			「何でしょうか？」

			　カインは、何となくわかっているかのような表情で聞く。

			「医療区域に１軒だけ患者が１人も入らない治療院があるんやけど……知っとるか？」

			「はい……、知ってますよ。リース治療院ですよね。現在、カオル様が泊まってるとおっしゃってた所ですよね？」

			「そうや。初めて会ったとき、治療院を潰そうとしてるやつらの仲間って言われたんや。何があったんや？」

			　カインは申し訳なさそうな表情で話し始めた。

			「言いにくいのですが……。貴族が運営する治療院と揉めてしまいましてね。その貴族がちょっと厄(やつ)介(かい)なんです。位が伯爵なんですよ。名前は、アルガス・ダービーと言います。今まで、この街で１番の回復魔法が使えるのをいいことに、幅を利かせていたのですが……。そんなとき、リースさんがそれを上回る回復魔法を使えるようになりました。料金も安くて、患者もそちらに必然的に流れていきました。アルガス伯爵はそれに激怒して、リース治療院に嫌がらせをし始めたんです。金で雇った探索者を治療に行かせて、いちゃもんを付けさせたりしたそうです。そして現在、街の迷宮に入る探索者たちに手駒にした者を使ってあらぬ噂を流して、治療院に行かないようにしていると聞いてます」

			　薫(かおる)は１つ溜め息を吐いた。

			「また、面倒くさいやつに絡まれたな。でも誰がやってるかわかってるんやから、どうにかできんのんか？」

			「それが……、捕まえた探索者を問い詰めても証拠はないのでなんとも」

			「証拠ねぇ……。証拠があれば何とかできるんか？」

			「そうですね。証拠があれば、たぶん位の降格は免れないと思います。信用もなくなりますし、周りが相手をしなくなると思います」

			　カインの言葉を薫(かおる)は噛み締め、考えこむ。どうすれば、この状況を打破できるかを。

			　そして、ちょっと危険だが１つの作戦を思いつく。

			「なぁ、カインさん。ちょっと力貸してもらえんやろうか？」

			　薫(かおる)は真剣な顔でカインを見る。

			「ん？　できる範囲でなら力を貸せますけど……。私も子爵ですから下手に動けないですが、それでもよろしいですか？」

			「え？　カインさんって子爵やったんか？　それやったら今度から、カイン子爵って呼んだ方がええかな？」

			「いやいや、今まで通りでお願いしますよ。それに、あまり好きではないんです。そう言った位というものはね」

			　そう言ってカインは頭を掻く。

			「じゃあ、今まで通りカインさんって呼ばせてもらうわ。あと無理なことはさせへんから安心してくれ」

			「わかりました。で、どのようにするんですか？」

			　カインは少し不安な顔で聞く。

			　薫(かおる)はとっても悪い表情で作戦をカインに話すのであった。

		

	
		
			第七話　作戦発表！

			　

			「なるほど……、だけどそのようなことができるのですか？　もしできたら、違う意味で大問題じゃないですか！」

			　カインは物凄い形相で薫(かおる)に問いかける。

			「ええ意味で、大問題やろ？」

			　からからと笑う薫(かおる)は、何とも思ってないようだった。

			　それを見たカインは溜め息を吐き、頭痛がしたのか頭を抱えている。

			「どうやって迷宮熱の特効薬を作るのですか!?　エクリクスですらまだ何も手付かずな状況のはずですよ？」

			　呆れるカインに薫(かおる)はそういえばそうだったかと思うが、別に問題ないかなと話を続ける。

			「まあ、そこら辺は置いといてやなぁ。『新しい魔法』で何とかできると思うねん。病気の原因もだいたいやけど見当はついとるからな」

			　薫(かおる)はニヤリと不敵に笑う。

			「はぁ。カオル様には、いろいろと驚かされっぱなしです。私たちは、大神官様からの命で来られているのだからわかるのですが……。リースさんに、それほどのことをしてあげられるのが凄いと思います。出会って、まだほとんど日も経ってないのに……」

			「まぁ、何かの縁やろうしな。いろいろと教えてもらってこっちはめっちゃ感謝しとるんよ。やから、助けられるんやったら助けたろうって感じかな。それに、困ってる女子を放っておけんのんや」

			　涼しい顔で言い放つ薫(かおる)に、カインは尊敬の眼差しから呆れ顔へと表情を一変させる。

			「カオル様は……、変わっていますね」

			「ん？　当たり前やん。普通の人なんてほとんどおらへんやろ。普通と思ってるやつほど変わり者やん。自身の定義で測る普通は、他人には変に見えるもんやからな」

			「た、たしかに……」

			　カインは薫(かおる)の言葉になぜか納得してしまう。思い当たる節があったのだろう。

			「作戦の話に戻るで。とりあえず、俺は特効薬を作る。それで何人か治すから、そのあと噂を流して欲しいんや。リース治療院が迷宮熱の特効薬を作ったってな。今まで、裏でこそこそ動いとったアルガスもたぶん大胆に動くと思うで？　特効薬の精製方法は、喉から手が出るほど欲しいと思うからな。それにアルガスは、独占して地位を上げたいやろうからな。あとは、リースが誘(ゆう)拐(かい)されるやろうから、特効薬と一緒にそれを押さえんねん」

			「それでは……、リースさんが危なくないですか？　もしも殺されでもしたら……」

			　カインは不安な顔をする。死人が出ると考えれば尻ごみするのも仕方がないだろう。

			「アホやな……。特効薬の情報を聞き出すまで、殺すわけないやろ。殺すんやったら、情報をすべて手に入れてからが定石や。あと、今までのアルガスの行動からして、たぶん上手く手の平の上で踊ってくれると思うで。やからアルガスの手元に、特効薬とリースがある状態のときに取り押さえて欲しいんや。カインさんに頼むんはここや。証人として、それから作戦決行後のリースに護衛を何人か付けて欲しいんや。手っ取り早く落とすんやったら、これが最善策かなって思っとる。一応保険もかけるつもりやから。カインさん、これで捕まえることはできるやろうか？」

			　真剣な顔をした薫(かおる)の説明を受け、カインは即座に考えをまとめる。

			「確かに……、誘(ゆう)拐(かい)と特効薬の精製方法の紙があれば、確実な証拠として捕まえることができそうです。薬草とはわけが違いますからね。確実なのは、オルビス商会との契約としてその精製方法を登録していただければ、類似する書類は出せないと思います」

			「よし。ならオッケイやな」

			　薫(かおる)は笑顔を見せ、よかったよかったといった感じで頷く。

			「だが、リースさんがこの作戦に乗ってくれなかったら……どうするつもりなんですか？」

			「あの性格なら乗るやろ。むしろ、今の状況を打破したがっとるやろうしな」

			「わかりました。それについては、協力をしますよ。それで……、カオル様は泊まっていただけるんですか？」

			　カインはちゃんと返答をもらっていなかったことを思い出し、ちょっと不安げに聞く。

			「ああ、ちょっとやらんといけんこともあるから、泊まらせてもらうわ。リースには、明日言いに行くからな」

			　笑顔で答えると、カインはホッとした様子でカリンを呼ぶ。そして薫(かおる)の泊まる部屋に案内するよう命じた。

			　

			　カリンに連れていかれたのは先日仮眠を取った客室だった。

			「こちらをご自由にお使いください。お風呂もあります。タオルなどは、そちらの引き出しの中ですから」

			「風呂まで付いとったんか！　前来たとき見てへんかったから知らんかったわ。こっちに来て、シャワーしかないと思っとった」

			　リースの治療院には、シャワーしか付いていなかった。

			　浴室の上の方にタンクが付いており、火の魔法石でタンク内の水を温め、下に付いてるレバーを捻ると上からお湯が流れてくるという仕組みだった。

			　薫(かおる)は汗だけでも流せればええかと思っていたが、風呂があるならそっちの方がいいに決まっている。薫(かおる)は風呂好きだった。

			「一般のご家庭にはなかなかありませんよ。魔法石は高いですからね」

			　カリンは胸を張って、どうだ！　凄いだろと言わんばかりであった。

			「おお、マジでこれはありがたすぎやな。あとでゆっくりと使わせてもらうわ」

			　風呂なんていつぶりやろ、と薫(かおる)は目を輝かせ喜ぶ。

			「お食事は６時ごろを予定しておりますので、できましたらお呼びしますね」

			「おう、それまでアリシアちゃんの薬でも作っとくわ」

			「それとよかったらなんですが……。泊まることをアリシアお嬢様にカオル様からお伝えしていただけたら嬉しいのですが」

			　カリンはニマニマとした表情で薫(かおる)を見ている。薫(かおる)は察しがつき、「あとでな」と軽くそれを流す。

			「では、ごゆっくりとしてくださいね♪」

			　カリンはご機嫌な様子で客室をあとにした。

			「はぁ……、カリンは気付いとるみたいやなぁ。まぁ、アリシアちゃんがわかりやすいだけか。鈍感になりたいわ、マジで」

			　そう言いながら、薫(かおる)は薬の錬成をするのであった。

			　

			　一通り薬を錬成し終わってから、アリシアの部屋へ向かう。

			　２つ隣なので近い。これも仕組まれたのだろうか。

			　薫(かおる)はノックをしてから部屋へと入った。

			　部屋に入ってきた薫(かおる)の姿を見て、アリシアは驚く。

			「カ、カオル様！　も、もう帰られたのでは？」

			　完全に焦っているアリシアは、手に持っていた本がストンと手からこぼれ落ちるぐらい動揺していた。

			「いや、客室におってんけど」

			　なんでそんなにびっくりしているのだろうと思う。

			「えっと、カリンがもうカオル様は帰られたって言ってましたので……」

			　アリシアはもじもじしながら俯き、頬を染める。

			（あのクソメイドやりおったな。サプライズですか？　アリシアちゃん喜ばすサプライズに俺は使われたんかい！）

			　あとで、どんなお仕置きをしてやろうかと薫(かおる)は考える。

			「カインさんから客室を使ってええ言われてな。往診に来る手間も省(はぶ)けるし。やから、しばらくお世話になることにしたんよ」

			　その言葉を聞き、アリシアの目がパァーッと輝く。

			「カ、カオル様は、今日からずっといてくれるんですね。わ、私の……せ、専属治療師さんなんですね♪」

			　アリシアは嬉しさを顔に出さないように平然を装うが、言葉にも顔にも駄々漏れになっていた。

			　薫(かおる)は、アリシアにしっぽと耳が付いとったら、ぶんぶんと千切れんばかりに振ってるんだろうなと思った。そして、なぜか弄(いじ)りたくなってしまうのであった。

			「まぁ、３ヶ月間よろしゅうな。近くにおれば、何かあったときに対応もしやすいからな。安心しときや」

			　そう言って、アリシアの頭を撫で軽くぽんぽんと叩くと、手を離した。

			　アリシアは薫(かおる)の手が離れていくのが恋しいのか、ジッと見つめてしまう。

			「なんや？　もっと撫でて欲しいんか？」

			　意地悪そうに言う薫(かおる)に、アリシアはもじもじする。顔を真っ赤にしながらもまっすぐ見る。

			「は、はい。も、もっと撫でて……欲しいです。カオル様の撫で方は、す、凄く気持ちいいんです！」

			「お……おう」

			　わたわたと慌てたアリシアの表情を想定していただけに、まさかこう切り返されるとは思わなかった薫(かおる)は言葉に詰まる。

			　カリンの入れ知恵かなと当てをつけ、薫(かおる)はアリシアの頭を撫でる。

			　そのまま撫でつつアリシアと話をしていると、なぜか恋愛の話に傾いていく。

			　薫(かおる)は話題を変えようとあれやこれや振るが、アリシアに戻されてしまう。

			「カオル様は、ど、どんな人がタイプなんですか？」

			　かなり緊張した様子で問うアリシア。

			　ちゃんと答えないとこの話題から解放されそうにないと思い、薫(かおる)は答えた。

			「そうやなぁ。俺が好きになった人がタイプやなぁ」

			「カオル様が好きになった人……ですか？」

			「ああ、見てくれがどうであろうと、地位がどうであろうと好きになったらそいつがタイプやなぁ」

			「うー、難しいです……」

			　薫(かおる)に聞こえないような小さな声で呟く。

			「なんか今日は妙に積極的やないですか？　アリシアちゃん」

			「そ、そんなことは、な、ないですよ！　誰かからの入れ知恵で聞いたとか、そ、そんなことないです！　絶対にないのです！」

			　慌てふためくアリシアは、完全に墓穴を掘っていることなど気が付いてすらいない。

			　そして、完全にカリンが黒幕かと薫(かおる)は確信する。

			　そのとき、ちょうど晩御飯の支度ができたのだろう。カリンが部屋へ入ってきて、ダイニングに案内すると言ってきた。

			「アリシアはどうすんねん？　ここで食べるんか？」

			「カオル様、ご冗談を。みんなで一緒に食べますのでダイニングへ移動します。申し訳ないのですが、アリシアお嬢様を運んでいただけると助かるのですが」

			　カリンは策士を思わせる表情で、自然を装って頼みごとをしてきた。

			　薫(かおる)は徹底してるなと思いながら、溜め息を吐き了承する。

			「ほしたら行くで。アリシアちゃん、ちょっと抱えるからな」

			　そう言うと薫(かおる)は、アリシアをヒョイッとお姫様抱っこし、カリンに案内を頼む。
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			「いやー、お似合いですねぇ。お二方はぁ」

			　薫(かおる)がアリシアを抱えている姿を見て、「いやー若いっていいなぁ」と囃(はや)し立てる。カリンも若いだろというツッコミを入れたいが、楽しそうにボケを上乗せしてきそうなのでやめておく。それに、言葉遣いが崩れてきていることからこれがカリンの素なのだろう。腹立たしい。

			「からかうのもええけど、ダイニングに案内してくれるとありがたいんやが……」

			「おおっと、失礼しました。では、参りましょうか♪」

			　そう言って、３人はダイニングへと向かった。

			　ダイニングに着くと大きなテーブルの上にいろいろな料理が並んでいた。

			「またまぁ、ぎょうさん作ったなぁ」

			　薫(かおる)はアリシアをゆっくりと椅子に座らせながら言った。

			「カオル様はエクリクスから来られたのですから、こちらの料理はあまり食してないはずなので頑張っちゃいました♪」

			　カリンはドヤッといった感じで胸を張る。

			「それでは、旦那様と奥様を呼んできますので、少々お待ちくださいね」

			　そう言って、カリンは部屋を出ていった。

			「カオル様、カリンの料理はとっても美味(おい)しいんですよ」

			　アリシアは、えへへと笑いながら言う。

			「どれも美味(うま)そうに見えるな。唐揚げもあるんやな。てか、この屋敷にはメイドってカリンしかおらへんのんか？　まったく見当たらなかったんやけど」

			　アリシアにそう問うと、このオルビス邸にはカリンしかいないと返ってきた。これは信用のある者しかカインが雇わないためだった。だから、カリンがこの大きな屋敷のすべてを管理している。何やらスキルも持ち合わせているとかなんとか。

			　薫(かおる)とアリシアがいろいろ話していると、カリンに連れられカインとサラもダイニングにやってきた。

			「カオル様、お待たせしました」

			　カインとサラが軽く会釈をして席につく。

			「食べましょうか。冷めては美味(おい)しさが半減してしまいます」

			　サラの一言で皆食べ始める。

			　薫(かおる)は初めに唐揚げに箸をのばした。

			　一口食べると、身はとても柔らかく簡単に噛み切れてしまう。軽く口の中で噛むと肉汁が流れ出てくる。

			「この唐揚げは美味(うま)いなぁ。甘辛で下味がよく肉まで染みとるわ。ええ肉使っとるやろ」

			　薫(かおる)が感想を口に出すと、カリンが得意気に説明する。

			「さすがですね。カオル様、これは、コロコロ鶏の唐揚げです。コロコロ鶏の肉を使っています。ササラ大草原に生息しているんですが、なかなかお目にかかれないモンスターなんですよ。お肉もなかなかドロップしないので、結構希少なお肉だったりもします。今日は、それを揚げてみましたぁ～♪」

			「絶品やな。酒が欲しくなるなぁ」

			「そういうと思ってました！　はい、どうぞ」

			　カリンはいつの間にかスパークリングワインを持ってきていた。

			「さすがメイドさんやな。気が利いてるわ」

			「褒められると伸びる子なんですよ～♪　えへへ」

			　そう言いながら、薫(かおる)のグラスにスパークリングワインを注いでいく。

			　薫(かおる)はそれをクッと一口飲むと、シュワ～っと炭酸が舌を刺激し、ほのかな甘みがあとからスッと抜ける。しつこくなくさっぱりとした味だった。

			「うまいなぁ。これは気に入ったで。どこで売っとるんや？」

			「これは、ラディアルという街で作られています。グランパレスから北の方へ行ったところにあります。時々、オルビス商会に数量限定で卸してもらってるんですよ。なかなか手に入らないんですよねぇ」

			「なるほど……今度行ってみるかな」

			　いつでもこれが飲めるようにストックしようと思うほど気に入った。

			　次に薫(かおる)はスープに手をのばす。

			「このスープは……カボチャか？」

			　濃い黄色のポタージュのようなスープがあった。

			「こちらは、お化けカボチャのポタージュです。これも、ササラ大草原に生息してるカボチャです。大きくて甘みが強いんです。特に中心の甘みが強いので、今日はそこだけを使い作ってみました」

			　少し粘り気があり、とろんとしていた。

			　説明を聞きながら口に運ぶ。

			　舌に乗せると甘みが広がった。日本のカボチャも甘いが、これはまたその上を行く。デザートと言われてもおかしくないくらいの甘みだった。だけど、しつこくなくさっぱりとした味わいなのだ。

			「パンに付けてもうまいやろうな。それに栄養価も高そうや」

			　薫(かおる)がそう言うとカリンは鋭いですねといった表情を見せた。

			「はい、その通りです。パンに付けて食べてもオッケーです。アリシアお嬢様の大好物の１つですよ♪」

			「カリン、そ、そのようなこと言わなくてもいいですよぉ……」

			　いきなり話題に入れられ焦るアリシア。頬を染めながら、コクコクとポタージュを飲んでいた。その表情を見て、薫(かおる)は笑っている。

			「カオル様、こちらも食べてください。ダリア芋のポテトサラダです。こちらもおいしいですよ。食べたらたぶんびっくりします」

			　ちょっとわくわくしながらポテトサラダを食べる。

			　口に入れると弾力がある。餅のような食感に一瞬驚く。そして、噛んでいくと甘みがどんどん出てくる。不思議な感覚だった。

			「おもろいなこれ。食感が餅に似とるわ」

			「もち？　ですか？　私は知りませんね。似てるものがあるのですね。興味深いです」

			　カリンは熱心にメモを取る。

			「いろいろ食べたことないもんを食べさせてもろうて、ありがとな。でも、かなり栄養価の高いものをチョイスしてるところを見ると、アリシアちゃんのことを思ってなんやろ？　愛されとるなぁ。アリシアちゃんは」

			　ふと、アリシアの方を見ると、満面の笑みでもぐもぐと食べていた。

			「あら？　やはりわかりますか？」

			「行動でもハッキリ出とるしな。わからん方がおかしいやろ」

			「カオル様は鈍感じゃなくて助かりますよぉ。もしそうだったら、絶対に締めてましたし」

			「ほう、怖いこと言うなぁ」

			　薫(かおる)とカリンは、周りに聞こえないような小さな声で話をしていた。

			「カオル様、満足していただけたかな？」

			　カインは顔が赤くなっていて、酔っているのか最高の笑顔だった。

			「ああ、酒もうまいし料理も最高や」

			「ならよかったです。もう毎日が幸せすぎて、笑いが止まりませんよ」

			「カインさん、飲みすぎとちゃうか？」

			「いや、まだまだこれからですよ♪」

			　そう言いながら、スパークリングワインをグッと飲み干した。

			　薫(かおる)は、「これは、面倒くさいパターンや」と思う。そんな薫(かおる)をよそに、カインはどんどん出来上がっていくのであった。

			　食事もだいたい終わり、出来上がったカインは薫(かおる)に感謝の言葉を延々と言いながら、絡みまくっていた。そして、さらに５杯ほどワインを飲んでテーブルに突っ伏した。

			「ごめんなさいね、カオル様。カインったら飲みすぎて絡むなんてもう……」

			「お父様がすいません。カオル様」

			　サラとアリシアが薫(かおる)に謝る。

			「いや、ええよ。悪い気はせんからな」

			「ちょっと恥ずかしいです。お父様は、いつもはこんなふうではないんです！」

			「わかっとるって。やから安心し。ええお父さんやん。こんなにアリシアちゃんのことを考えとる人なんて、おらへんのんやから大切にしいや」

			　薫(かおる)の言葉を聞き、アリシアは満面の笑みで「はい」と答えた。

			　そのあと、薫(かおる)はカインを寝室に運ぶのを手伝う。酔っぱらいの介抱ほどしんどいものはない。

			　やっとの思いでダイニングに戻ると、今度はカリンにアリシアを部屋までお願いしますと頼まれる。頭を掻きながら「あいよー」と返事をし、お姫様抱っこをして部屋へと運ぶ。お姫様抱っこ中のアリシアは、終始ご満悦な表情をしていた。薫(かおる)は、まぁええかと思いながら運ぶのであった。

			　アリシアを運んだあと、やっと自室に戻れた。

			　途中カリンがアリシアに「今夜がチャンスです！　頑張ってください」などと言っていたが、薫(かおる)は突っ込んだら負けと思いスルーした。

			　風呂場へ行き、レバーを捻るとお湯が出てくる。

			　浴槽にお湯を溜めていく。浴槽は広く薫(かおる)が足を伸ばしても余裕があるくらいだった。

			　溜まる光景をぼーっと見つめながら、明日からのことを考えていた。

			　ふと気付くと、いい感じにお湯が溜まっていた。温度は42度くらいだろうか。ちょうどいい湯加減だ。

			　服をさっさと脱ぎ風呂に入る。体の疲れが、スッと抜けていく感じが心地よかった。

			「明日からまた頑張らんとなぁ」

			　薫(かおる)は気持ちを引き締める。

			　湯船につかりながら、今日はカインの絡み酒でサラとはあまり喋(しやべ)れなかったから、今度ゆっくりと時間があるときにでも話をしてみるかなと思うのである。終始笑顔を絶やさずに、周りを観察するかのようにしていたのが、引っかかるが。

			　そんなことを考えながら、さっさと頭と体を洗い風呂を出た。

			　洗面所の横に引き出しがあり、そこにタオルと寝間着が入っていた。それに着替えて、薫(かおる)はベッドに入る。

			　明日に備え、眠りにつくのであった。

		

	
		
			第八話　貴族墜落作戦！　１

			　

			　まだ朝日が昇らない薄暗い部屋の中で、２つの影が動いていた。

			「む、無理ですよ～。カリン、そのようなことはできませんよぉ」

			「アリシアお嬢様、ただカオル様を起こしに行くだけですよ？　何をそんなに怯(おび)えてるのですか？」

			　アリシアは、うるうると涙目になりながら訴える。

			　だが、カリンには効かないようだ。

			「私が、カ、カオル様を好きなのを知っていて、からかうようなことを言うからですよ！」

			「アリシアお嬢様が、幸せになれると思っての行動です。でなければ、このようなこと言いませんよ。それに、男の人は恋愛感情があろうがなかろうが、意識さえしてしまえば気になるのですよ！」

			　カリンはアリシアの幸せのために心を鬼にして言っている。だがしかし、半分はアリシアの反応が面白いからでもあった。非常に残念な性格なのである。

			　弄(いじ)るとすぐに顔に出てしまうアリシアの表情が、愛おしくてならないのである。ある意味栄養源とも言えるのではないだろうか。

			「では、アリシアお嬢様はもう少ししたらカオル様を起こしに行ってくださいね♪」

			「はい……わかりました……」

			「そのまま寝こみを襲ってもいいのですよ？　寝ている隙に、唇を奪っちゃってもオッケーです！　いえ、行きましょう！　そこまで行けば、ゴールは目の前です!!」

			　親指を立てながらアリシアに向かってグッと出す。大変よろしい笑顔で高いハードルを持ってくるカリンは、アリシアのコロコロ変わる表情にご満悦なのである。

			　アリシアは顔を真っ赤にさせながら俯いてしまった。

			　そして、何やらぼそぼそと言っていたが、カリンには聞こえなかった。

			「お、起こしに行くだけです！」

			「はい、頑張ってくださいね」

			　アリシアが立ち上がろうとしたとき、ドアが開いた。

			「あらあら、楽しそうなことしてますねぇ」

			「げ、サラ様……。な、何のことでしょうか？」

			　カリンは冷や汗を掻きながら目を泳がせる。

			　真っ赤になって何も言えないアリシアは、もじもじとパジャマの裾をギュッと掴んで再び俯いてしまう。

			「カリン、あまりアリシアをからかっちゃ駄目ですよ」

			「からかってなどおりません！　大真面目でございます」

			　アリシアのためなら、なんだってしてやると言わんばかりの目でサラを見る。

			　その表情を見てサラは笑顔に変わる。

			「ならいいのよ。うふふ」

			「え？　あの……サラ様は、止めないのですか？」

			「あら？　なぜ止めなければいけないのかしら？」

			　サラはきょとんとした表情で、カリンに尋ねた。

			　カリンは、貴族と一介の治療師などの恋愛は駄目だと言われると思っていた。だから、カインとサラにバレないように、こっそりアリシアと薫(かおる)をくっ付けてやろうとしていたのだ。

			　もちろん、薫(かおる)の気持ちは配慮されてはいない。

			「だって、私とカインにも壁があったのよ。だから、別にアリシアもそうしたいのならそうすればいいのよ。あっ！　でも止める人がいないから、私のときよりは凄く楽ね」

			「え？　お母様もそのようなことがあったのですか？」

			「あら？　そういえば、アリシアとカリンには言ってなかったかしらね。私は元々貴族だけど、カインはただの貿易商人だったのよ。もう周りは猛反対よ。うふふ」

			　この言葉に、アリシアとカリンはビックリした。

			　じゃあ、どうやってカインとサラは結婚できたのかが気になった。

			「お母様は、どうやってお父様との結婚が許されたのですか？」

			「そんなの簡単よ。みんな黙らせたんだから」

			「ふぇっ？　な、何をしたんですか？　お母様」

			「カインは、これから大きなことをなすから見てなさい！　って啖(たん)呵(か)を切って黙らせたの」

			「そんな簡単に黙るのでしょうか？」

			　ちょっと不安げな顔をするアリシアに、サラは答えた。

			「まぁ、できなくても結婚する気だったからね。それに、周りからとやかく言われようが関係ないわよ。アリシアは、周りから駄目って言われて引き下がれるの？」

			「で、できないと思います」

			　真っ赤な顔のままサラをまっすぐ見て言うと、サラは笑いながらアリシアの頭を優しく撫でた。

			「好きになったら仕方がないわよね。カオル様は、どうかわからないけど気持ちを伝えるのはよいことよ。言わないとわからないんだから当たって砕けろよ」

			「そうです。サラ様も応援してくださってますし、気持ちを伝えるのはタダなのですからいきましょう！」

			「が、頑張ります。少しでも多くカオル様と過ごす時間を手に入れてみせます！」

			　意気込んでアリシアは部屋をトコトコとあとにする。

			　その後姿を２人は生暖かい目で見つめながら笑い合う。

			「上手くいけばいいのですが……」

			「それは、アリシア次第よね。どんなふうになるのかしら。うふふ、昔を思い出すわぁ。でも、いい感じになればアリシアは、もっと毎日が楽しくなるでしょうね。今まで、ずっと寝たきりで恋愛なんてしてなかったのですから、ふわふわしてドキドキして大変でしょうね。見てて本当に楽しいわよ」

			「そういえば奥様は、いつごろから気付いていたのですか？」

			「食事のときにコソコソ話をしてたでしょ？　うふふ」

			「え、えっと……。ニコニコしてるだけかと思ってました……」

			「あら？　よく観察してるって言って欲しいわねぇ」

			　サラは満面の笑みをカリンに向ける。

			　そして２人はわくわくしながら、アリシアの報告を楽しみに時間を潰すのであった。

			　

			　薫(かおる)の部屋の前に到着したアリシアは、呼吸を整えドアノブに手をかける。

			　とくんとくんと心音が耳に響く。心地よくもあり、心がちくちくとして不安にもなる。片手を胸に置き、ドアを開けて中へと入る。

			「お、お邪魔します。カ、カオル様、あ、朝ですよぉ～」

			　アリシアはか細い声で言うが、そのような声量で起きるわけがない。薫(かおる)は眠ったまま動かない。ゆっくりと音を立てずに、薫(かおる)のベッドに近づいていく。

			　カーテンの隙間から差し込む朝日が、薄っすらと薫(かおる)の顔を照らす。

			「カオル様、髪の毛下ろしてるのもカッコイイです……。って、私は何を言ってるんですか！」

			　自分自身にツッコミを入れてしまう。ジッと、薫(かおる)を見つめていても飽きない。

			　好きになるということは、こういうことなのかと思っていた。

			　ぽーっと見つめて、薫(かおる)の顔を手で触れてみる。

			「ド、ドキドキしちゃいます……。何か悪いことをしてるような気分です……」

			　当初の目的を忘れかけているアリシアは、いけないと思い薫(かおる)を起こしにかかる。

			「とりあえず、揺すってみますか。カオル様、朝ですよ。起きてください」

			「すぅ……すぅ……」

			　小さな手で薫(かおる)を「うんしょ！」と揺すって声をかける。

			　だが、起きる気配がない。若(じやつ)干(かん)不安になるアリシアは、もう少し力を入れて揺すってみようと、ベッドの上に乗り、膝を突いて薫(かおる)の肩を両手で掴み揺する。

			「朝ですよ！　カオル様、起きてください～～～」

			「すぅ……すぅ……」

			　何度も揺すってみるが、一向に薫(かおる)は起きる気配がない。

			　しょぼんっとした表情になり、若(じやつ)干(かん)涙目になりながらオロオロとする。

			「お、起きないと……す、凄いことしちゃうんですから……ね」

			　アリシアは薫(かおる)の耳元でそう呟くが、言った本人が顔を真っ赤にさせてあわあわと恥ずかしがっていた。端から見ると、かなり面白い動きであった。

			　その瞬間、薫(かおる)が寝返りを打つ。それにアリシアは巻き込まれて、薫(かおる)の抱き枕状態になってしまった。

			「あｗん＠ｄｓだｋｈｇ！」

			　声にならない悲鳴が出た。ぴくりとも動けず、薫(かおる)の抱き枕と化したアリシアはいろんな意味で死にかけていた。

			　パクパクと口を開きながら、状況判断ができずに頭が沸(ふつ)騰(とう)していく。

			　大好きな薫(かおる)の顔が目の前にある。心臓の鼓動が、先ほどとは比べ物にならないほどに喜びの悲鳴を上げる。抱きしめられて、幸せ死する勢いでアリシアの脳は蕩(とろ)けていった。

			　そんな中、アリシアは薫(かおる)の異変に気付く。

			「あ、あれ？　カ、カオル様は、過剰に魔力を使ったのでしょうか……？」

			　薫(かおる)の放つ魔力と顔色が、昔自分がなったことのある魔力不足の症状と似ているとアリシアは思い、少し不安になる。

			　これは魔力を大量に消費するとなる症状で、強制的に魔力を回復するよう体に防衛反応が働くことで起こる。治し方は人によって様々だが、基本的には睡眠などで体を十分に休ませ、ＭＰの回復に努めるといったのがほとんどだ。

			「カ、カオル様が起きたら報告してみましょう。今は……無理ですよね。も、もう少しだけ、このままで……もう少しだけ……」

			　アリシアはそう言いながら、薫(かおる)の胸に顔を埋めて頬を擦り付ける。

			　そのとき、薫(かおる)の部屋の扉を叩く音がする。

			　アリシアはその音にビクッと反応し、またしてもパニック状態になってしまった。この状態は非常に不味(まず)いと思うからである。

			　そして、無情にもゆっくりと扉が開き、カリンの声が聞こえてくる。

			「アリシアお嬢様、カオル様を起こせまし……おっと、ごめんなさいね……。ごゆっくり♪」

			　薫(かおる)に抱き枕にされているアリシアの姿を見るや否や、「おじゃまでしたね♪」といった感じでスッと扉を閉めていく。

			　そんなカリンの行動に、アリシアは「ご、誤解なんですぅ」と言うが、「もう、アリシアお嬢様って、だ・い・た・ん♪」という声が返ってくるだけだった。

			　真っ赤な顔で頑張って抜けだそうとするが、薫(かおる)に抱きしめられているため何もできずに、じっとしていることしかできなかった。

			　このあと、薫(かおる)が起きるまで解放されず、嬉しいのやら恥ずかしいのやらといった感情がぐるぐるとアリシアの脳内を回るのであった。

			　

			　日差しが気持よくほのかに暖かい。

			　そして、腕の中にちょうど抱きやすい枕がある。その枕は柔らかく、少し力を入れると自分に擦り寄ってくる。香りも甘く、ずっと抱きしめていたくなるような感覚がした。時折、艶(なまめ)かしい小さな声が聞こえる。

			　そして、少しずつ薫(かおる)の脳が覚(かく)醒(せい)していく。

			「え？」

			　目の前の光景が、何やら大変よろしくない状況ということはすぐに理解できた。

			　そう、自身が抱き枕のように抱きしめているのが、アリシアだということが問題なのだ。

			「何しとんねん……夜這いか？」

			「は、はぅ……」

			　アリシアは、薫(かおる)の声にビクッと反応して、穴があったら入りたいという感じで小さくなる。

			　そんなアリシアに、少しオチャラケた感じで囁(ささや)いた。

			　アリシアは耳まで真っ赤にしながら、薫(かおる)の胸に顔を埋めて動こうとも返事もしない。

			「言わんとわからへんぞ？」

			「お、おはようごじゃいます……」

			「うん、おはよ。で？」

			　笑顔で、なぜアリシアが自分のベッドの中で抱き枕と化しているのかを聞く。

			　アリシアは、「私は、悪くないです」と言葉を続けた。

			「カ、カオル様を起こしに来たんです。そのときに、揺すって起こしてたら寝返りに巻き込まれて……今の状態に……」

			「……!?　あれ？　それやったら俺のせいやん」

			「身動きも取れなくて、一生懸命声をかけても起きてくれませんでした」

			　アリシアの「本当ですよ！」と言わんばかりの必死さが伝わり、薫(かおる)は苦笑いを浮かべながら頭を掻くことしかできなかった。

			「いや、なんかすまんかったな。まさか、こんなふうになってるとかわからんやったわ……」

			「いえ……大丈夫です……はふぅ……」

			「そういえば、今何時や？」

			「今は10時ですよ」

			「やっぱおかしいよな……。今までこんなんなかったし」

			　ここ数日の間、薫(かおる)は疲労が抜けない状態がずっと続いていた。ただ疲れてるからと思っていたが、毎日12時間も寝るということは今までなかった。元の世界だと睡眠時間30分で、一日中動きまわっているときもあったのだ。こっちに来てから、精神的に疲れているのかと思っていたが、そういうわけでもなさそうだった。何かしらの原因があるはずだ。

			「はぅ……。あの……カオル様、寝てるときに気付いたのですが……。カオル様は、昨日大量にＭＰを消費しましたか？」

			「ん？　いや、昨日は、そんなんした覚えはないな。どうしたんや？　急にそんなこと聞いて」

			「カオル様の寝てるときの症状が、私が昔になったＭＰを大量に消費したときの症状に似てましたので……」

			「そんなもんあるんか？　ＭＰを大量にねぇ。使ったとしたら……。ああ！　あったわ!!」

			　薫(かおる)は大量に消費した原因が、異空間手術室であることがすぐにわかった。

			　１回に１００万ものＭＰを消費し、維持のためにも１分間に１００消費する。ハイコスト固有スキルだ。ＭＰは無限にあるから、デメリットがないと思っていた。これは、いつまでこの脱力感と強制睡眠が続くかも確認しなければ、今後使い勝手が悪くなる。それに、病気ではないため、非常に面倒くさい。完全なる落とし穴だ。

			　これから簡単には使えそうにないと思う薫(かおる)なのである。

			「あ、あの、そ、そろそろ離してもらえると……嬉しいのですが。さすがに恥ずかしいです」

			　今まで話している最中、ずっとアリシアを抱き枕にしていた。ついでにずっと頭を撫でていた。抱き心地がよくて、薫(かおる)はすっかり忘れていた。

			「あ、すまんすまん。あまりにもフィット感がちょうどよかったから忘れとったわ」

			　薫(かおる)はアリシアの頭を優しくもう一度撫でてやり、体を起こした。

			「じゃあ、もう少しこのままでも……あっ……」

			　幸せな時間が終わってしまったと、アリシアからついつい名残惜しそうな声が出る。ひょいっと横にアリシアを持ち上げ、座らせる。

			「今日は、いろいろせなアカンからな」

			「お、お仕事ですか？」

			「まぁ、そんなところや」

			「頑張ってください。帰りをお待ちしておりますね」

			　自然な流れでアリシアは優しく微(ほほ)笑(え)む。その表情に、一瞬で薫(かおる)は心を奪われてしまった。なぜ、ここまで心を揺さぶられるのかがわからないと、悪態をつきたくなる。

			「たまに見せるそういうのは、かなり反則やな」

			「ふぇ？」

			「いや、なんでもないわ」

			　薫(かおる)は小さな声で返して、少し顔を赤らめる。

			　仕事モードになると脳が患者として見ているので、恋愛などそういうものはなんとも思わない。だが、仕事モードではないときは、いろいろと回らないことも回ってしまう。

			　アリシアの気持ちもわかっているだけに、薫(かおる)も意識してしまうのである。

			　どこかのアホみたいな鈍感主人公でありたいと思うが、気付いてしまっている以上、向き合わなければ相手に失礼だとも思ってしまう。

			「アリシアちゃんは部屋に戻っとき。朝食食べとらんのやろ？」

			「は、はい」

			「送ろうか？」

			「だ、大丈夫です……」

			「じゃあ、またあとでな」

			　アリシアと別れ、薫(かおる)は着替えてリースの下へと行く準備をして部屋を出るのであった。

			　

			　リース治療院に着き、挨拶をしながら入る。

			「リース、おらへんのんか？」

			「あんたねぇ……。いきなりいなくなったり出てきたり、何なのよ！」

			　リースは溜め息を吐きながら薫(かおる)を睨(にら)む。

			　薫(かおる)は治療院を見渡し、昨日は何事もなかったことを確認する。

			　満面の笑みで、「すまんすまん」と言いながら２人共ソファに座る。

			「ちょっと耳寄りな話があるんやけど」

			「何よ。こっちは、いろいろ大変なのよ」

			「ああ、それに関係あることやから、聞いてみるだけ聞いてみたらええんやないか？」

			「ん？　どういうことよ」

			「嫌がらせにあっとるんやろ？」

			「っ!?　どこで聞いたのよ……。あんたには関係ないって言ったじゃない」

			　リースは顔色を変え、薫(かおる)を睨(にら)んでいた。

			　どうどうといった感じで、リースを落ち着かせる。

			「ちょっとな。それでなんやけど、その嫌がらせしとるやつに一泡吹かせるとしたらやってみたいか？」

			「で、できるのならしたいけど……無理よ」

			　表情は暗く、俯きながら答える。

			　相手は貴族で、今の自分では何もできないことは理解していた。

			　そんなリースに、薫(かおる)はちょっと悪い顔をしながら言う。

			「一泡吹かせるっていうよりは、貴族から墜落するって言った方がええかな」

			「はい？」

			　リースはきょとんとした表情で薫(かおる)を見る。

			　貴族を処(しよ)罰(ばつ)するということは、相応の悪事を働かなければならない。しかも、それを証明できなければ何もなかったかのように処(しよ)罰(ばつ)されない。金と権力で、すべて握りつぶされてしまうからだ。

			　それに、自分のためになぜそこまでしてくれるのかも気になった。

			「な、なんでそこまでしてくれるのよ」

			「ん？　簡単や。女の子が困っとったら助けとうなるやん？　ただそれだけや」

			「そ、そんな理由なの？」

			「リースからしたら、そんな理由かもしれへん。でも、俺はそれで十分な理由やと思うんやけどなぁ。それに、いろいろと教えてもらったりもしたからな。そのお返しも兼ねとる」

			　薫(かおる)の言葉に、俯いてブツブツ言いながらも、リースは現状を打開できるということが嬉しかった。

			「そ、それでどうやって貴族に一泡吹かせるのよ」

			「それはやなぁ……」

			　ニヤニヤと悪魔のような笑顔でリースに作戦を話す。

			　話の途中で、リースの「バッカじゃないの！」という大きな声が、治療院にこだまする。

			「簡単に迷宮熱の特効薬が作れるわけないでしょ！　話を聞いた私が馬鹿だったわよ！」

			「まぁ、皆そう言うわなぁ。病気の原因もだいたい見当は付いとるし、薬も確実にできる」

			「どっから来るのよ。その自信は……」

			「どこからって言われてもなぁ。そっち側のスペシャリストやし。俺は」

			　リースは呆れているが、薫(かおる)は大真面目だった。

			　薫(かおる)の目は嘘をついてないようにも見える。溜め息を吐きながら、リースは薫(かおる)の話を一応最後まで聞くことにした。

			　詳しく聞いてくと、今まで疑問に思っていたことまでスラスラと当たり前のように答える薫(かおる)に、嫉(しつ)妬(と)心というものが出てくる。今までのリースの常識を、薫(かおる)は「そこ間違ってるで」と指摘し、ちゃんとした理由まで答えるのだから仕方がない。圧倒的な薫(かおる)の知識が、リースの今まで積み上げてきたものを破壊していく。それはまさに大革命と言ってもよかった。

			　もっと知りたいとも思うが、今は作戦の話を詰めなければいけない。非常に残念ではあるが、リースにはかなりためになった。だが、それを表面上に出すのはちょっと恥ずかしいため、悪態をつきながら言う。

			「と、とりあえず、あんたが薬を作らないと話にならないってことじゃない。まずは、それからよね……。こっちも一応準備しとくから、あんたもやることやってきなさいよ」

			「ああ、それじゃあ作戦は決行してもええんやな？」

			　薫(かおる)が笑顔でそう聞くと、先ほどまでちょっと上からだったリースの態度が次第に小さくなっていく。

			「うぅ……。うん。お願いするわ」

			「ああ、任せとけって。これから忙しくなるで」

			　薫(かおる)はそう言って、治療院を出ていった。

			　向かう先は、迷宮熱の患者のいる場所。

			　第１号が発症していることは情報で確認している。その患者に薬を投与させてもらい、効き目を確認するつもりだ。治療師という立場を最大限利用すればいけるかなと思うのだ。

			　それに、ちゃんと確認してから薬の量産をする予定だからである。

			　薫(かおる)は思考を走らせながら、仕事モードへと切り替えるのであった。

		

	
		
			第九話　貴族墜落作戦！　２

			　

			　お昼時の街の広場。

			　薫(かおる)は大迷宮都市グランパレスの中心に来ていた。ここには、迷宮の入り口がある。

			　その入り口の周りは、情報交換の場としてたくさんの人でごった返していた。迷宮の攻略の話、どの階層にどのようなモンスターがいるかなどである。

			　そんな話をしている中で、迷宮熱の話題を出している人たちに薫(かおる)は近づいていく。

			「どうも、今話しとった迷宮熱なんやけど、罹(かか)った人どこにいるかわかるか？」

			「ん？　あー、治療師の人か」

			「ああ、そうや」

			「たしか宿泊区域の３番街の至福亭ブリングルって宿屋にいるって聞いたな。この迷宮に挑めると思っていろいろ準備をしてたらしいけど、すぐに迷宮熱に罹(かか)っちまうとわな」

			「なんか可哀想な探索者やな。情報サンキュー、助かったわ」

			「いやいや、しかし治療師もこれから大変だな。迷宮熱がどんどん増えていくから、あんたらは、宿屋を走り回らないといけないんだよなぁ。俺らも罹(かか)らないようにしないとな」

			「罹(かか)ってくれてもええよ。治療費は、がっぽり頂くけどな」

			「冗談は、よしてくれよ。搾(しぼ)り取られちまう……」

			　最後の方は冗談交じりで話をしていた。

			　探索者たちから情報を得た薫(かおる)は、宿泊区域のある南へと向かう。

			　大迷宮都市グランパレスは迷宮を中心として、大まかに北が貴族区域、東が商業区域、西が医療区域、南が宿泊区域と分かれている。

			　区域にも番号がふってあり、１から５番街まである。１番街に近いほど迷宮に近いので料金も高くなる。逆に５番街は、遠いので安くなっていた。

			　ただし一部例外もある。

			　北の貴族区域の一番奥は、この都市を治める王が住んでいる城がある。

			　この都市の発展は、この王がかなり絡んでいるとのことで、やり手の人間と言われているらしい。

			「まだ体が本調子じゃないなぁ。歩くのもキツイわ」

			　愚(ぐ)痴(ち)をこぼしながらも宿泊区域に到着した薫(かおる)は、その３番街にある至福亭ブリングルを目指す。

			　１、２番街の宿泊施設は明らかに豪華で、外壁にもいろいろと装飾がなされ、高そうな雰囲気を醸(かも)し出している。周りの施設を見ながら「へー、ほー」などと感嘆まじりの溜め息をつく。10分くらい歩いただろうか。やっと３番街へと入った。

			　この街の中で中間クラスの宿泊施設だ。

			　看板の名前を確認しながら歩くと、ようやく目的地の宿屋へと着いた。

			　見た目は石造りで５階建てのビジネスホテルを思わせる。

			　中へと入った薫(かおる)は、そのまま受付へと足を運ぶ。

			「いらっしゃいませ。ご宿泊ですか？」

			「いや宿泊ではないんや。ちょっと聞きたいことがあるんやけど」

			「はい？　あ～、もしかして迷宮熱の人の治療ですか？」

			「あはは、話が早くて助かるわ。そうや、何階にいるか教えてもらえんやろうか？」

			「そりゃあわかりますよ。白衣着てるんですから。あ～、ちょっと待ってくださいね。ご本人と話してみないと。許可なしで、こちらが勝手に動いてしまうと後々面倒なので」

			「構わへんよ」

			「では、少々お待ちください」

			　そう言って、受付の女性は出ていってしまった。

			　待っている間ＭＰ回復に努めるため、薫(かおる)はロビーの椅子に座り、目を瞑(つぶ)って待つ。

			　しばらくして、受付の女性が帰ってきた。薫(かおる)はまた受付まで移動してどうだったかを聞く。

			「すいません。断られてしまいました」

			「あらら、これは予想外やな。ってのは冗談やけど」

			「体力には自信があるから、治療師なんぞの世話になるか～～！　って言ってましたからね」

			「頑固やな……」

			「でも、男性はまだ元気そうなんですが……女性の方がちょっと」

			「ん？　２人も罹(かか)っとるんか」

			「はい、たぶん伝染(うつ)ってしまったんだと思います。看病してらっしゃいましたから」

			「あー、マスクとかそんなもんこの世界にはなさそうやしな」

			「ん？　ますく？」

			「いや、こっちの話やから気にせんといて」

			「は、はぁ……」

			　ここに来て、少し状況が悪くなったなと薫(かおる)は感じていた。

			　今までがよすぎたのもあるから、その反動かなと思いながら他にいい方法がないか思考を巡らせる。勝手に入っていくのも後々面倒になるし、他に罹(かか)っている人を今から探すとなるとまた時間がかかる。ふと目線を下に向けると、カウンターの上の宿泊者名簿に目が行く。

			「ん？　イルガ・オルクス？　あのおっちゃんもここに宿泊しとったんか」

			「あ、え？　お、お知り合いですか？」

			「ああ、助けてもらったからなぁ。で？　そういう答えが返ってくるってことは……、まさかとは思うけど……」

			「こ、個人情報です。私の口から、い、言えません」

			　受付の女性は口をペケにして、何も喋(しやべ)れませんといった感じで薫(かおる)に訴えかける。苦笑いしながら、薫(かおる)はもう一度迷宮熱に罹(かか)った人に「芦(あし)屋(や)薫(かおる)が来た」と言いに行ってもらえるか頼む。

			　それを聞いて、受付の女性も苦笑いしながら軽く頷き、「少々お待ちください」とカウンターをあとにした。少ししてから、パタパタと走ってこちらへと戻ってくる。

			「入ってもいいと許可を頂きました」

			「おお、すまんかったな。何回も往復させてもうて」

			「いえいえ、大丈夫ですよ。部屋の番号は２０６号室です。そこの階段を上がって突き当たりの部屋です」

			「おおきに」

			　そう言って、薫(かおる)は２階へと上がる。廊下を歩きながら病気のことを考える。受付の女性が伝染(うつ)ると言っていたので、何かしらの予防策も考えないといけない。

			　部屋の前に着き、ドアをノックして返事を待つ。返事があったのでドアを開け中に入ると、イルガがベッドで魘(うな)されていた。

			「まさか、イルガのおっちゃんが迷宮熱の患者だったとは思わんかったわ」

			「そ、そんな目で見るな。俺だって罹(かか)りたくて罹(かか)ったわけではないのだからな」

			「それはわかっとるつもりや。で、その看病でリリカも伝染(うつ)ったわけやな」

			「……」

			　返す言葉もないようで、イルガはベッドの上でおとなしくなる。

			　風邪に似た症状の病気というのが、薫(かおる)の第一印象だった。少し離れたベッドで、リリカも寝ている。リリカに近づき同じように観察する。

			　リリカの方が少し呼吸が乱れているように感じた。

			「２人共がこれやとさすがにキツイな」

			「私が迷宮熱に罹(かか)ったばかりに……。頼む……リリカを先に、体力回復をしてやってくれないか？　俺はあとでいいから」

			「まぁ、焦らんでもええよ。ちゃんと見るんやからな」

			　そう言って、リリカの容体を見ながら、イルガとは違った症状が出ていることを確認する。

			　唇が青くなり、寒がっているように見えた。
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			　その症状を見た薫(かおる)は、迷宮熱で体力を失ったところで別の病気も発症したのかと当たりをつける。

			『診断』を使ってどういった症状なのかを調べてもよかったのだが、あまりにもこの『診断』に頼りすぎると、薫(かおる)の普段の観察眼と勘が鈍ると思い、ある程度の病気を絞り込み答え合わせという感じで使うことにした。

			　まずは、病名もわかっているイルガからだ。

			「まずは、イルガのおっちゃんからやるわ。リリカは、ちょっと違った病気にも罹(かか)っとると思うからな」

			「ち、違う病気!!」

			「明らかに症状が違うから、おそらくは合併症やろうな」

			「だったらリリカからすれば……」

			「えい！　やかましい。病人なんやから医者の言うこと聞かんかい。あ、こっちだと治療師か」

			「あ、はい」

			「リリカが大事なんはわかったから、とりあえず言うこと聞いてくれ」

			「……ああ」

			　ここまでのイルガの言葉を聞く限り、２人の間柄はただの探索者同士という感じではないのだろう。昔、同じような患者がいたなと思いながら、ちょっと苦笑いしてイルガに手を翳(かざ)す。

			「『診断』」

			　額に手を当てた状態で執行すると、イルガの体を金色の光が包み込む。薫(かおる)の脳に血液中に病原体がないかなど、いろいろな情報が入ってくる。正常な体にあってはならないものを隅々まで探していく。そして、『診断』の効果で勝手に検査結果が出てくる。

			　薫(かおる)が考えていた感染症の結果が『診断』の結果と一致する。

			「間違いないなぁ。病名は迷宮熱で、感染経路は蚊が媒(ばい)体(たい)やな。そしてそこから飛沫感染で広がっていくパターンか」

			「はぁ？」

			　素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を上げるイルガに不敵に笑う。薫(かおる)が想い描いていた通りで、拍子抜けでもあった。

			　迷宮熱は、夏の暑くなってから発生する蚊が、そもそもの根源である。しかもこの蚊は、迷宮に生息する迷宮蚊という生き物だ。そこに潜る探索者たちが真っ先に罹(かか)るのは、必然であった。そして、街に帰還した者が発症する。さらに、咳をすることにより、周りを巻き込みながら、感染を街全域に拡大していくといった具合だった。

			「ほんじゃ、迷宮熱のこともいろいろ調べようか」

			「いや、カオル。体力回復魔法をしてくれるんじゃないのか？」

			「ん？　ああ、それもするけど根本的な病気自体を治しに来たんやで？」

			「カオル？　迷宮熱は、治せないというのが一般的な常識なんだが……。体力回復で、どうにか治まるまで持ちこたえるっていうのが普通だぞ？　頭大丈夫か？」

			「変人を見るような目で見んといてくれるか？　まぁ、黙って見とけばええんよ。どうせわからんのんやから、専門職に任せとき」

			「……」

			　薫(かおる)の言葉にイルガは、これ以上何か言っても仕方ないと思い黙る。

			　調べ終われば、体力回復魔法をかけてもらえるのだから薫(かおる)のやり方に従う。

			「よし、それじゃあどんどん調べていくかねぇ」

			　薫(かおる)は、『診断』によって得た情報をステータス画面に出す。

			・病名：迷宮熱

			・感染源：迷宮蚊

			・病原体：カルミナクリーン

			・潜伏期間：２～３日

			・主な症状：40℃を超える高熱、吐き気、悪寒、咳、喉の痛み、頭痛など。症状が重くなると体力低下と脱水症状で死に至る。

			・治療方法：リファンミナドの摂取、体力回復に努め栄養価の高いものを摂取する。水分補給など。

			（まぁ、見たこともない情報がこれかいな。さすがに病原体までは、詳しくないからなぁ知らんもんも出てくるわなぁ。で、このリファンミナドってのが、たぶん抗生物質やろうな）

			　薫(かおる)はステータス画面を見ながら、リファンミナドに『解(かい)析(せき)』をかける。

			・薬名：リファンミナド

			・成分：オレガノダイン

			・効果：迷宮熱の病原体であるカルミナクリーンを殺すことができる。摂取して、約１日くらいで完全消滅する。

			・副作用：眠気など

			（はぁ？　成分１個？　嘘やろ？　ま、まぁ成分がわからんと薬作れんからな……って、今まで１個の成分で抗生物質ってあんまり聞いたことないな。やっぱ異世界やからやろうか？）

			　情報を見て、薫(かおる)は今まで見たことのない薬に若(じやつ)干(かん)戸惑う。

			　心の中でいろいろとツッコミを入れながら、もくもくと『薬剤錬成』に必要な情報を得ていく。薫(かおる)は「外科の仕事ではないなぁー。てか久々やな。臨時で他の科に行ったとき以来やなぁ」と思いながらも調べていく。

			　薫(かおる)は研修医の時代、どの科に進むか定まっていなかったので、あらゆる科の知識と技術を習得していった。寝る間も惜しんでＶ(バーチヤル)Ｒ(リアリテイ)シミュレーションなどを使用し、ありとあらゆる手術や病気の診断などを来る日も来る日も反復していた。

			　研修医を終える前に、あるきっかけで外科に入った。決まっていなかったころは、いろんな科からお誘いもあった。薫(かおる)が研修医時代に、どの科に行っても即戦力でいけるレベルまで持っていったからだ。何も知らない人からしたら天才と言われるほどだろうが、同期からは天才で片付けられない部分もあった。類まれなるセンスもあるだけに、なんとも言えなかった。

			「成分がわかったことやし、作ってみるか。おっとその前にイルガのおっちゃん」

			「ん？　調べ物は……終わったか？」

			　イルガは咳をしながら薫(かおる)の方を向く。やっと体力回復魔法をかけてもらえると思い、安(あん)堵(ど)した表情だった。

			「薬剤錬成――『リファンミナド』」

			「薬剤錬成――『ロキソニン』」

			　薫(かおる)は、『薬剤錬成』で作ったものにも『解(かい)析(せき)』をかけて、ちゃんとできているかを確認する。

			　成分構成も問題ない。『解(かい)析(せき)』で先まで見えているのでちゃんと効力もあることがわかり、薫(かおる)は少し安(あん)堵(ど)する。そのまま同じものをイルガ、リリカ、そして薫(かおる)自身の分も錬成する。

			　薫(かおる)の分は、この部屋に入ってる時点で感染はしている可能性が高いので、病原菌を殺す意味での服用分だ。

			「イルガのおっちゃん、これ飲んでくれ」

			「なんだ？　体力回復のアイテムか？」

			「あ～、えっとなぁ」

			　イルガに説明して怪しまれても面倒だと思う。それに今までの言動も含め、治ってから話をすることにした。その方が、リリカの治療のときもスムーズに進められるのもある。説明して「なるほど、それを使おう」などと言う人間には見えなかったからだ。

			「ああ、体力回復アイテムや。かなり効くやつやから安心して飲んでくれ」

			「すまんな。借りができちまったな」

			「何言ってんねん。俺は前に助けてもらってるんやから、これくらいどうってことないで」

			　ササラ大草原のことを言うと、そういえばそうだったなと力ない笑顔で答えた。

			　薫(かおる)は水を手に取り、コップに注ぐ。

			　それをイルガに渡して、先ほど作った２つの薬を飲ませた。

			「苦いな……。だが、効きそうな気がしてきたぞ」

			「気持ちの持ちようやな。そのままゆっくり休んどきいや」

			「ああ、すまない」

			　イルガは眠りにつくように目を瞑(つぶ)ったまま薫(かおる)に問いかける。

			「リリカを頼む……。あの子は、俺の大切な人から預かった子なんだ」

			「ああ、任せとき。絶対助けたるから安心して寝とき」

			　そう言うと、イルガは眠りにつく。相当、体力がなくなっていたのだろう。すぐに寝息が聞こえてくる。

			　それを見て、薫(かおる)は行動する。

			「回復魔法――『体力全回復(アポロンの光)』」

			「回復魔法――『体力定期回復(アポロンの加護)』」

			　２つの回復魔法をイルガにかける。

			　どちらも最上級回復魔法である。現大神官ですら扱えない回復魔法。

			　１つ前の大神官が扱えた最上級の体力回復魔法なのだが、薫(かおる)はそんなもの知る由もない。失った体力の全回復。自己治癒の向上と、病気によってどんどん減っていく体力を定期的に回復させる魔法だ。イルガの意識がはっきりしていたときにこの魔法を使ったら、どれほど問い詰められたかわからないレベルである。

			「まずは一段落やな。さて、リリカの方もなんとかせんとな」

			　リリカのベッドに近づき、話しかける。

			　意識は朦(もう)朧(ろう)としており、返ってくる声が弱々しい。

			「俺の声聞こえとるか？」

			「……んっ」

			「だいぶん弱っとるな。いったん体力回復してからか……」

			　薫(かおる)はイルガと同じようにリリカに体力回復を２つかける。

			　そうすると少し楽になったのか、表情が少し和らぐ。

			「今から病気を調べるけどええか？」

			「……う、ん」

			　ゆっくりとだが、先ほどよりかはマシな答えが返ってくるようになった。

			　初めに見たとき、唇が青くチアノーゼ症状が出ていたこと。そして呼吸の仕方などから、細菌性肺炎の可能性があると踏んでいた。

			　リリカの額に手を当て、『診断』を使う。

			　脳に結果が流れ込み、当たりを絞り込んでいたものと一致する。

			（やっぱりかぁ。迷宮熱で、弱ったところに細菌が入ったって感じやろうな。比較的早めに処置できそうやから、意識障害まではないやろうな）

			　内心もっと悪い病状だとしたら、手術でまたごっそりとＭＰを持っていかれて、自分自身が大変なことになると思っていたところだった。

			　手術は簡単にしていいものでもない。人の体を切り開くということは、多大なダメージがかかるからだ。薬で治せるのなら、それで治した方がよい。

			　手術は最終手段と薫(かおる)は思っている。

			「細菌性肺炎かぁ……。マクロライド系、テトラサイクリン系の薬でええかな。この細菌だったら。あとは、迷宮熱の薬やな。これでいったん様子見やな、リリカは」

			「薬剤錬成――『アジスロマイシン』」

			　薬を作り出してリリカに水を差し出す。それに気付いて、ゆっくりと顔だけをこちらに向けてくる。弱々しくて、初めに会ったときのツンツン具合がまったくない。

			　赤毛のショートヘアは、額の汗でペタンと引っ付いてしまっていた。それを薫(かおる)はタオルで拭き取り、ゆっくりと体を支えて起き上がらせる。

			「飲めるか？」

			「……ぅ、ん」

			　そう言うとリリカは口に薬を含み、水と一緒に飲み込む。ちゃんと飲んだことを確認して、薫(かおる)はゆっくりとまたリリカをベッドに寝かせる。薬を飲んでリリカもまたイルガと同じように目を瞑(つぶ)り眠りにつく。薫(かおる)は２人の３日分の薬と余分に何個か錬成する。

			　２人分の薬を袋に詰めて、イルガのベッドの横に１つと、リリカのベッドの横に１つ薬の入った袋を置き、その下に走り書きの処(しよ)方(ほう)箋(せん)を置いた。

			「これでええかな。あとは、俺も飲んでっと、帰ってみんなに伝染(うつ)りましたとか洒落(しやれ)にならんからな」

			　薫(かおる)も薬を服用して、イルガたちの部屋をあとにした。

			　階段を降りてカウンターに着くと、受付の女性が笑顔で立っていた。

			「すまんな。面倒かけて、もう治療終わったから」

			「そうですか。お疲れ様です。これから大変ですけど頑張ってくださいね」

			「ああ、これからやもんなぁ。あ、そうや。ほい、これ飲んどき」

			　ポンっと、受付の女性に薬を渡す。

			　きょとんとした表情で薫(かおる)を見てくる。

			「迷惑かけたお礼や。体力回復薬やから飲んどき」

			「ええ！　いいんですか？」

			「飲まないんやったら返してもらうで？」

			　ちょっと意地悪そうな顔で言うと、受付の女性はポンと口に放り込んで「お返しするものがありません」と飲み込んだ。

			　その行動に薫(かおる)は笑顔を見せる。

			「仕事頑張ってな。明日もちょっと様子見にくるから、そんときもよろしくな」

			「はい、わかりました。お待ちしてますね」

			　笑顔で手を振って見送りをしてくれる受付の女性に、薫(かおる)も軽く手を振って別れた。宿屋を出たあとに、薫(かおる)は今回『解(かい)析(せき)』で入手した情報を元に調べねばならないことが増えた。薬の精製方法で必要な素材の入手だ。

			　そのためにも一度オルビス邸に帰り、再度『解(かい)析(せき)』を使用して作戦を詰める必要がある。そんなことを考えながら、薫(かおる)はオルビス邸に向けて歩くのであった。

		

	
		
			第十話　貴族墜落作戦！　３

			　

			　貴族区域を歩く薫(かおる)。

			　イルガたちの治療を終えて、オルビス邸に帰る途中なのだが顔色がよくない。

			　まだ、『異空間手術室』を使った弊害が抜けていないからだろう。薫(かおる)が『異空間手術室』を使って４日目だが、いまだにＭＰが回復しきっていなかった。

			　心の中でひとりごちながら、ふと薫(かおる)は今日の治療の内容を思い出す。迷宮熱の特効薬を錬成したときに、薫(かおる)がまったく知らない薬名が出てきた。元いた世界とまったく違う成分で、単体で構成されていた。これに違和感を覚えてしまう。

			（帰ってから少し調べてみるかねぇ。もっと効果のある薬ができるかもしれへんしな）

			　そう思いながらオルビス邸に向かった。

			　

			　オルビス邸に着くと、満面の笑みのカリンが出迎えてきた。

			　何かよからぬことを考えていることが、容易にわかってしまう。

			　薫(かおる)は若(じやつ)干(かん)冷や汗を掻きながら挨拶した。

			「か、帰ったで……」

			「はい♪」

			「なんや！　その語尾に音符でも付きそうなええ返事は……。めっちゃ不安になるんやけど……」

			　溜め息を吐く薫(かおる)に、うふふと言いながらカリンが近寄ってきた。

			　その行動に薫(かおる)はたじろいだ。

			「アリシア様の運動を、手伝ってもらおうかと思いまして♪」

			「なんか裏あるんやろ？　その不敵な笑みが物語ってんで」

			「そりゃもちろんありますよ！」

			「あのなぁ……。少しは、隠そうや。ほんの少しでもええから！　めっちゃ行きたくなくなるんやけど！　なんやアホの子なんか？　もうちょっと頑張ろうや！」

			「隠してもバレバレになっちゃうんですよ～。顔に出やすいんです。わ・た・し」

			「はぁ……。わかったからあとで行くわ。俺は少しやることが残っとるから。あ、それとこれ飲んどけ」

			　ポンとカリンの掌(てのひら)に迷宮熱の特効薬を載せる。カリンはきょとんとした表情で薫(かおる)を見つめる。錠剤を手に取り、親指と人差し指で持ちコロコロする。

			「何のアイテムですか？　むしろこれは……ゴミ？」

			「一応、迷宮熱の特効薬……や。予防にも効果あるから、飲んどき。それともう２つ渡しとくわ。カインさんとサラさんにも飲ませといてくれ。外に出ているから、菌を貰ってアリシアちゃんに感染したら大変なことになるからな」

			「!?」

			「なんや、そのアホな子みたいな表情は」

			「いやいや、アホな子みたいな表情とかどうでもいいですから。カ、カオル様、こ、これがほんとに迷宮熱の特効薬……なんですか!?」

			「ゴミかもしれへんわ。とりあえずカリンの分だけ返してもらおうかぁ？」

			「なんでちょっと怒っちゃっているんですか!?　怒らないでくださいよ～。知らないのですからぁ。間違っちゃうことだってありますよぉ～。私だけ罹(かか)るの嫌ですよ～。仲間はずれ反対！　断固反対です！」

			　涙目で、わたわた慌てふためくカリンに薫(かおる)は「冗談や」とからからと笑いながら、さっさとカリンに服用するように言う。

			　ホッとした様子で、カリンは台所へと向かった。

			　帰ってそうそう騒がしいやつだなぁと思いながら、薫(かおる)はいったん客間へと向かう。帰りに覚えた違和感を解消するための作業がしたかった。一段落したらアリシアの下へ行って、それからリハビリを手伝うことにしようと思う。

			　

			　自室である客間に戻り、自身のステータス画面を開く。

			　ベッドに座り、顎(あご)に手を当てて考えこむ。現代の薬とはまったくの別物が今回の病気の薬として出てきた。それに病気もそうだ。迷宮熱は、元いた世界にはない。似たような感染症はあるが、まったく同じものはないのだ。病気が何かを知ることができる『診断』と知らないものを知ることができる『解(かい)析(せき)』があったからこそ『薬剤錬成』で特効薬が作ることができた。

			　このことから薫(かおる)は、アリシアの病気もそうだが、こっちの世界ではこっちの薬が存在するのではないかという仮説を立てた。それを確かめるために今回は『解(かい)析(せき)』を使用して、異世界の病気の薬を新たに見つけなければならない。そうしないと薫(かおる)がいなければ、病気に対して何も抵抗できないということになってしまう。

			　薫(かおる)の体は、１つしかないのだ。病気のたびに引っ張りだこになるのも困る。

			「ほんじゃ、早速調べますかねぇ」

			　ステータス画面に表示した迷宮熱の欄に表示されている抗生物質のリファンミナドを開く。

			・薬名：リファンミナド

			・成分：オレガノダイン

			・効果：迷宮熱の病原体であるカルミナクリーンを殺すことができる。摂取して、約１日くらいで完全消滅する。

			・副作用：眠気など

			（このオレガノダインは、何からできとんのやろうか？　化学式とかは、もうわかっとるから錬成できたけど……）

			　薫(かおる)は『解(かい)析(せき)』の知らないものを知ることのできるスキルで、この薬の根本を探る。

			　情報量が多く、口頭で誰かに教えるのは、さすがに骨が折れそうなので重要な部分を抜き出して書いていく。

			・成分名：オレガノダイン

			・生息地：オレンの実に生息する細菌。

			・抽(ちゆう)出(しゆつ)方法：オレンの実の猛毒を解毒して、中の果肉を取り出す。その皮を乾燥させ磨り潰す。それに精製水（微小）を少し入れ、団子状にコロコロ丸め、乾燥させて完成。ね？　簡単でしょ？　あと注意は、精製水の入れ方やオレンの実の皮の状態で薬の出来が違ってくるよ♪

			（オレンの実……。あ～、あれか。この異世界に来たときに、空腹で食べそうになったみかんのようなやつやな。てか、あれが特効薬の元なんやなぁ。あとは、この精製水（微小）やな。これは、どこで手に入るんやろうか？）

			　そう思いながら精製水（微小）に『解(かい)析(せき)』をかける。

			・アイテム名：精製水（微小）

			・精製水の最低ランクのもの。主にゴブリンなど雑魚モンスターが落とす。売ってもほとんど価値がない。大半は、その場でポイっとするのが主流。

			（おい！　説明がひどないか？　いかん、その前のもツッコんだらあかん。なんか負けた気がしてくるわ。でも、価値がないとか……わかりやすいんやけど……なんかやりきれんわ）

			　いちいち角が見える『解(かい)析(せき)』の説明文に悪意を感じる。そこまで書かなくてもいいようなことも書いてあるが、わかりやすいからまた困るのだ。

			　そんなことを考えながら迷宮熱の特効薬の作り方を紙に書き終える。

			　次に細菌性肺炎も調べる。

			　リリカには現代の薬を処方したが、それがこちらの異世界に存在しないのであれば、また別の薬があると思い『解(かい)析(せき)』をかける。

			・病名：細菌性肺炎

			・病原体：主なものは、クレイブ菌、シエイラ菌、緑(りよく)膿(のう)菌(きん)、肺炎球菌など

			・発症原因：通常は細菌が体に入り込んでも発症しない。体が弱っているときに発症する。

			・症状：発熱、咳、それに加えて胸痛がある。

			　その他に、呼吸数や脈拍の増加、呼吸困難、チアノーゼ、意識障害などがある。

			・治療方法：クレブライト、シエラライトなどの抗生物質の摂取、そして、体力回復に努める。

			　これを見た薫(かおる)は、ゾッとした。

			　肺炎は、元の世界でも死亡率が高いからだ。それも、早めの治療とその原因の菌に合った薬を摂取しなければならない。急いで薫(かおる)は、処方した薬も調べる。調べてみると、処方した薬でもちゃんと効果があるようだった。それを見て、ほんの少し安(あん)堵(ど)する。

			　ここは異世界で、元いた世界とはまったくといっていいほど病原体も異なる。元の世界の感覚のままで薬を処方し続けると、いつか異世界の病気の壁にぶち当たってしまうことがわかった。それは、同じような病名でも病原体が違い、元いた世界の薬が効かないからだった。

			　今回の肺炎もそうだが、元いた世界では一般の細菌による感染症なのか、マイコプラズマやクラミジア、ウイルスなどの一般細菌以外の肺炎に分かれる。それによって、系統にあった薬を処方する。

			　元の世界の先入観のみでの処方は、これからできないなと思うのであった。

			（早めにわかってよかったわ。調子に乗って、元いた世界と同じと思ったらあかんいうことやな。これから俺も勉強せなな。なんか久しぶりに新鮮な感覚やな。明日にでも確実に効果のある薬を処方せんとなぁ）

			　そんなことを思いながら、薫(かおる)はふと１つの考えが脳裏によぎる。

			　アリシアの病気も、もしかしたら薬で何とかなったのではないかと。早まった行為をしてしまったのではないかと少しずつ不安になっていく。

			（こればっかりは、ちゃんと調べんとな）

			　少し緊張した様子で作業を開始する。

			　拡張型心筋症をステータス画面に開き、それを『解(かい)析(せき)』する。

			・病名：拡張型心筋症

			　心筋細胞の性質が変わって、特に心室の壁が薄く伸び、心臓内部の空間が大きくなる病気。その結果、左心室の壁が伸びて血液を上手く送り出せなくなり、うっ血性心不全などを起こす。左心室の血液を送り出す力は、心臓の壁が薄く伸びるほど弱くなるので、心筋の伸びの程度で重要度が決まってくる。

			・原因：不明

			・症状：初期症状は疲れやすくなったり、運動時などに動(どう)悸(き)息切れを感じたりといった症状が現れ、酷くなると夜間発作性呼吸困難も出てくる。夜間発作性呼吸困難は、夜間眠りについて数時間経ったころに突然起こる強い呼吸困難のことである。コレに罹(かか)ると、長くは生きられない。突然死などの発生もある。

			・治療方法：早期のみあり。フェニックティアーズを飲ませることで心室の伸びを戻すことができる。だが確実に治るかは、五分五分の運任せである。重度の場合は、死を待つのみで助からない。

			（薬も万能じゃないんやな。初期の発見とか異世界ではまずわからんやろ。そういった施設もないからなぁ。てことは、手術ができれば助かるってことやな。そもそも『解(かい)析(せき)』で調べて手術のことがまったく出てこないってことはないってことやろうな。薬も手術と同じような効果があるものもないんか……。だとすると俺しか治せんいうことやな。難儀やな……誰かに教えるんにしても手術室もないしなぁ。これは、おいおい考えるかな。今回の『解(かい)析(せき)』でわかったことは、これだけかな。よかったわぁ手術して、他にも方法ありましたとか洒落(しやれ)にならんからな。医療ミス以上やし。でもこれは、完全に俺のミスやな。次は、こんなミスせんようにしないとなぁ。今回だけは、結果オーライって思わんとこの先やれそうにないしな。ええ勉強になったわ。マジで取り返しのつかないことになっとったらって……。あ～、考えるのはもうよそうか……）

			　溜め息を吐きながら、薫(かおる)はベッドに突っ伏す。

			　そして最後に、アリシアに処方している薬も異世界のものがないか『解(かい)析(せき)』する。

			・薬名：エルキシリア（緑）

			・成分：緑龍霊水

			・作用：体の内部の害悪な菌を排除する。免疫向上効果大、細胞機能の抑制、細胞組織再生、一定の体力回復（中）

			・副作用：なし

			・注意事項：子供、大人、亜人で量が違う。

			（なんやろうな……。龍とか、かなりレアなものにしか見えへんのんやけど。それも副作用なしとか、相当ええものやろ？　う～ん、ええわ。これも作っとくか）

			　そう思いながら、アリシアの薬を新たにエルキシリア（緑）に変更する。

			　これを１週間分作る。

			　そして、もう１つリリカの肺炎の薬も作る。

			　リリカの分は明日届けるため、別に紙袋に詰めてアイテムボックスにしまう。

			　やっと一段落したところで、薫(かおる)はベッドの上に散らばっている紙を集める。特効薬の化学式と精製方法が書いてある紙だ。これも、アイテムボックスにすべて収める。

			「あ、やばいな……。アリシアちゃんのところ行くの少し遅くなってもうたなぁ。まぁ、ええか」

			　ベッドから降りて、薫(かおる)はアリシアの下へと向かった。

			　

			　アリシアの部屋に着き、ノックをしてから中に入る。

			　するとベッドの端に、体育座りをした垂れ耳ピンクうさちゃんが、しょんぼりと耳をへにょらせ枕を抱きかかえていた。何やらしょぼくれているようだ。背景に何か付けるならズーンといった感じの効果が付きそうだ。

			　それに気付いた薫(かおる)は、アリシアに近づき声をかける。

			「すまん。少し遅くなってしもうたわ」

			　頭を掻きながらアリシアに謝る。

			　その言葉に、アリシアは横目でチラチラとこちらを見ながら頬を膨らませる。朝のパジャマ姿とは少し違った服装だった。元いた世界で言うとパーカーのフード部分にうさみみが可愛く生えている。そして、しっぽまできっちりと付いている。

		

	
		
			[image: p_165.jpg]
		

	
		
			「ピンクのうさちゃんは、ご機嫌斜めか？」

			「ご機嫌斜めじゃないですよぉ～。カオル様は、お仕事してるの知ってますから、う、うさちゃんは、辛抱強く待ちぼうけしてただけですよぉ～。チラチラ」

			「あははは、ほんまにすまんかった。これは、ちゃんと埋め合わせするから、許してもらえんやろうか？」

			「う、埋め合わせですか!?」

			「そうや、埋め合わせや。何でもええで」

			「な、何でも!?　ごくり、そ、そんなこと言ってご機嫌取りとか、ず、ずるいですよ、カオル様！　何してもらおう……えへへ」

			「言葉の端に何か聞こえたけど……。まぁええわ」

			　アリシアは、薫(かおる)の言葉で少し機嫌がよくなる。

			　それを見た薫(かおる)はくすりと笑う。

			　そして、薫(かおる)は朝と違う格好が少し気になっていたのでアリシアに聞く。

			「ところで、そのうさちゃんフードは何や？」

			「こ、これですか？　これは、カリンが作ってくれました。私の好きなピンクラビィちゃんです」

			　満面の笑みで答えるアリシアに、なるほどと思う薫(かおる)であった。アリシアの寝間着は、いつも必ずうさぎのマークが付いていた。ワンポイントだったり、パジャマの色がピンクだったり、そのピンクラビィの色に合わせて作られていたのだろう。

			「うん、よく似合っとるで。かわええやん」

			「そ、そうですかねぇ。えへへ」

			「まぁ、適当に俺にして欲しいこと考えとき。決まったら教えてくれ」

			「わ、わかりました。う～んどうしよう」

			　かなり悩んでいる雰囲気だったので、できる範囲でということを二度言い念を押した。そのあとは、今日何をしていたかなど他愛もない話をして時間を潰す。

			　アリシアは屈託のない笑顔で、今日は教えてもらったリハビリをここまでやったとかを話してくれた。

			　夜６時ごろになって、晩御飯の準備ができたとカリンが呼びに来た。

			　２人はいったん話を切り、ダイニングへと向かう準備をする。

			「そうや、今日からこの薬を飲んでくれるか。副作用もないし、前の薬よりも遥かに効果が高いからな」

			「はい、わかりました。これを飲んで、早くよくなっちゃいますよ」

			「右から左に治るもんちゃうから、焦らずゆっくり治すようにしいや。前も言ったけど、またぶり返したり変な病気に罹(かか)ったりするからな。ええな？」

			「わ、わかりました。けど……もしそうなったときは、またカオル様が助けてくれますよね？」

			「どないしょうかなぁ。言うこと聞かんかったんやから、自業自得で放置するかもしれへんでぇ」

			「は、はぅ……!?」

			　ちょっと意地悪そうな顔で薫(かおる)が言うと、アリシアの顔が青ざめていく。

			　涙目になりながら「見捨てないでください」と薫(かおる)の腰にしがみつきプルプル震えていた。

			　少しからかいすぎたかなと思い、しがみついているアリシアの頭をポンポンと軽く叩き、「冗談や」と優しく笑う。

			　アリシアはその表情を見て安(あん)堵(ど)する。

			「じょ、冗談でもやめてください、カオル様。心臓に悪いですよぉ」

			「いやぁ～、そこまでダメージ食らうとは思わんかったしなぁ」

			「むぅ～」

			「ほら。むくれてないでダイニングへ行くで？　ご飯が冷めたら美味(おい)しゅうないやろ」

			「……はふぅ」

			　アリシアが返事をする前に優しく頭を撫でてやると、嬉しそうに喉を鳴らす。

			　そのせいで、アリシアは少し返事が遅れるのであった。

			　２人は、そのままゆっくりとダイニングへと向かう。

			　薫(かおる)は今日の報告をカインにして、明日からどのように動くかを決めなければならない。

			　それと、今日のアリシアの行動は全部あのアホメイドのカリンの仕業だろう。

			　今回は完全に一本取られた形でやられた。先ほど呼びに来たときのドヤ顔は、無性に腹立たしかった。今は負けを認めよう。だが、二度目は通じない。

			　薫(かおる)は、お返しで一番効果があるのは何だろうかと真剣に考える。

			　カリンのドヤ顔をぶち壊す気満々なのであった。

		

	
		
			第十一話　貴族墜落作戦！　４

			　

			　アリシアは、う～んとあれからずっと考え込んでいた。先ほどの埋め合わせの件についてのようだ。薫(かおる)は苦笑いしながらその姿を眺めていた。

			「どんだけ悩んでんねん」

			「ふええ!?　な、悩んでないですよ。本当ですよ!!」

			「そんでもって、めっちゃええ表情やねんけど」

			「……き、気のせいですよぉ～」

			　薫(かおる)に指摘されると、アリシアは顔に両手を当て、緩んだ頬を頑張って引き締める。だが、すぐにそれは緩んでしまう。時折、「えへへ」などの声が聞こえる。もうツッコミを入れても駄目そうだ。薫(かおる)は諦めることにした。

			　ダイニングに着いた２人は、全員揃っての食事を始める。

			　食事中は、終始カリンの料理の説明を聞きながら薫(かおる)は舌(した)鼓(つづみ)をうっていた。カインにすすめられて軽くお酒も飲む。

			　このあとはカインに今日の報告をし、明日の予定を組む手筈になっている。食事を済ませた薫(かおる)とカインはリビングへと向かい、ソファに腰かける。

			　カリンが食後のお茶を持ってきてテーブルの上に置くと、そのまま一礼してリビングをあとにした。

			「じゃあ、今日の報告をしてもらえますか？　カオル様」

			「一応、迷宮熱の特効薬は、この通りできたで」

			　薫(かおる)はアイテムボックスから迷宮熱の薬の入った袋を取り出す。

			　袋の中から錠剤を取り出し、カインに見せる。

			「おお、本当にできたのですね。効果は……問題ないのですか？」

			「効果は大丈夫や」

			「う～む。カオル様を疑うわけではないのですが……」

			「言わんとしてることは、わかるからええよ」

			　カインには、薫(かおる)の作った迷宮熱の特効薬が本当に効くかどうかわからない。だから疑ってしまう。今まで、そのような薬など見たこともないのだから仕方ない。それを薫(かおる)はわかっていたので、ある提案をした。

			「カインさんの職場に迷宮熱に罹(かか)った人っておるか？」

			「ええ、今日からそれで休んだ者が２人います」

			「じゃあ、その２人に薬を渡すから確かめたらええよ」

			「よろしいのですか!?」

			「信用してもらわんと話にならんからな。これは、その２人の３日分の薬や」

			　笑顔で、カインに迷宮熱の薬の入った袋を渡す。飲むときの注意事項もちゃんと説明する。

			「２、３日で結果が出るからな」

			「すみません。疑ってしまって……」

			「かまへんって。疑うのが普通や。カインさんは商会を経営してるんやからな。その考えは当たり前やと思っとるよ。まったく効かない薬を流通なんてさせたら大問題やからな」

			　カインの商会のことを考えての言葉だった。口先だけを信じるなど言語道断だ。経営者としては一番あってはならないことだと思う。アリシアのことで信用を得ていてもそれとこれとは話が別なのだ。カインはちゃんとした経営者なのだな、と薫(かおる)は思うのであった。

			「そうそう、１個問題があんねん」

			「なんですか？」

			「薬の量産やねんけどな。さすがに、俺だけでこの街の感染者の人数分作るのはしんどいんや。まぁ、普通にやれって言われたら逃げ出すレベルやろ？」

			「まぁ、そうでしょうね」

			　カインも量産については、苦笑いするしかない。

			　この大迷宮都市グランパレスの人口は、約10万人はいる。

			　３割の人が迷宮熱に罹(かか)っただけでも３万人だ。薬も１人につき１日３個いる。それが３日分だ。つまり、約27万個の薬が必要となる。薫(かおる)のＭＰなら問題ないが、現在と同じ状態になるのは明白である。

			「というわけで、大量生産のために特効薬の精製方法を教える」

			「本当に仕事が速いですね……カオル様は」

			「まぁ、本職やからな。ただ、教える前に１回こっちで作ってみて、サンプルを取りたいねん。俺の作った練成の薬と、採取したアイテムで作った薬の効果が違う場合があるからな」

			「それは、カオル様にお任せします。こっちも薬の効果を試す時間もありますから」

			「それじゃあ結果が出次第やな。そういえばカリンから薬貰ったか？」

			「薬ですか？　まだ貰ってませんね」

			　薫(かおる)は、まだ渡してなかったんかと思いながら溜め息を吐く。

			　カインは呼び鈴を鳴らし、カリンを呼ぶ。

			　少しするとカリンがやってきた。

			「カイン様、お呼びでしょうか？」

			「ああ、今日カオル様から薬を渡されたと聞いたのだが」

			「ああ！　申し訳ありません。忘れてました」

			　てへっと舌を出し、失敗失敗といった感じで戯けていた。

			　呆れたカインの表情を見て、カリンは慌てて薬を取りに行き戻ってくる。そして、その薬をカインに渡す。

			「すみませんでしたぁ!!」

			「怒ってないからいいよ。呆れただけだから」

			「ふわぁあああ？」

			「冗談だよ。そんな顔しないでくれ。毎度のことだし、もう慣れてるから」

			「そ、そんなに失敗してませんよ!!　カイン様、意地悪ですよ」

			「アリシアに関連すること以外は、たまに抜けてるところがある気がするのだが？」

			「何も言えないですぅ～」

			　２人の掛け合いに苦笑いする。

			　薫(かおる)の表情を見て、カリンは「いつもは、こんなんじゃないんです。本当なんです！」と言うが、カインの表情からすると、こういった失敗は結構あるみたいだ。完璧にこの家のことをやっていると思っていた薫(かおる)だったが、アリシア関連の仕事しか見ていなかったのでこの考えが一気に崩壊していく。

			「な、何ですか！　カオル様！　その目は」

			「いやぁ～。別に何も思っとらんでぇ」

			「完璧に何でもできる人間なんているわけないじゃないですか！」

			「まぁ、それは当たり前やけどな。でも、それが仕事のカリンは、もうちょっと頑張らんとなぁ」

			「うぐぐぅ……」

			　ちょっとした仕返しで、このようなことを言っているのがわかるのか、ジト～っとした目で薫(かおる)を見る。薫(かおる)はその視線を回避し、カインに話しかける。

			「じゃあ、それを飲んでおいてや。アリシアちゃんにその菌が入ると大変なことになるからな」

			「わかりました。しかし、私は迷宮熱に罹(かか)ってませんよ？」

			「ああ、やっぱそういう考えになるんやなぁ。ちょっと間違いがあんねん。病気は感染してから潜伏期間が存在すんねん」

			「潜伏期間？　感染したらすぐに症状が出るわけではないのですか？」

			「だいたいの病気っていうのは、潜伏期間が存在する。まず、菌が咳なんかで空気中に撒き散らされるんや。それを呼吸で、肺に取り込んでしまうと感染する。でや、そのままだと発症はせんこともあるんや。まぁ、例外もあるけどな。発症するのも条件がある。簡単に言うと体力の低下で、免疫力が下がったりすると発症するとかやな」

			「なるほど……見た目では、わからないということですね。もしかしたら私も感染はしてるけど、発症はしてないということもあるのですね？」

			「飲み込み早くて助かるわ。そういうことや」

			　笑顔で、カインの理解力にうんうんと頷く。

			　今の説明でわからなければ、もっと噛み砕いて教える予定だったのだが、その手間が省(はぶ)けた。

			「しかし、それを調べることはできませんよね？」

			「現状、それを診断できるんは俺だけやなぁ」

			「そうですか……。何か方法があればいいのですが」

			　カインは、調べることができるのは薫(かおる)だけとの言葉に溜め息を吐く。

			「そこら辺もこっちで調べとくから安心してええで」

			「今後の課題ですね。カオル様がずっとこの街にいるとは限りませんし」

			「そうなんよなぁ。こっちにもめんどい事情があるからなぁ」

			「ん？　事情ですか？」

			「ああ、こっちの話や。気にせんといて」

			　薫(かおる)の最後の言葉に少し引っかかるカインだが、今は迷宮熱のことに集中する。

			「１個聞きたいんやけど、精製水（微小）って迷宮のどの階層で採れるんや？」

			「ん？　精製水（微小）ですか？　それなら１階層にゴブリンがいますからそこで取れますが」

			「１階層か、入ってすぐやん。めっちゃ近いな。それ以外は、どこかあるか？」

			「今のところ確認があるのは、そこだけですね」

			「そうか、ありがとな。ちなみにカインさんとこの商会は扱ってないよな？」

			「ないですね。価値のないものですから……。ん？　ま、まさかとは思いますが……」

			「いやー、そのまさかやねん。それが、迷宮熱の薬に必要な素材の１つや」

			　その言葉にカインは頭を抱える。

			　今まで需要がない分、買取すらしなかった素材アイテムだ。しかも買い取りする価値すらないので、今からそれに価値をつけるにも困る。買取の最低料金は１００リラだ。まとまった数で納めるにしても、相当な数を集めないと１００リラにはならない。

			　それをしてくれる探索者がいるかといえばいないだろう。それをするくらいなら、階層を上げてそれより価値のあるものを取ってきた方が何十倍も効率がいいからだ。

			「一度カオル様に作ってもらってからですよね。１回の精製で、どれほどの量ができるかにもよりますから」

			「そうやなぁ。そこにあまり期待せんといてなぁ」

			　２人は溜め息を吐きながら苦笑いする。

			　今日の報告はこれで終わりなので、カインに薬を飲んでもらう。

			「じゃあ、これで今日は解散やな」

			「はい、明日また報告お願いしますね」

			「了解や。薬ちゃんと飲んでや。あとサラさんにもよろしくな」

			「わかってますよ。では、今日はこれで」

			　そう言ってリビングをあとにし、薫(かおる)は自室である客室に戻る。

			　風呂に入り服を着替えて、そのままベッドに倒れこむ。

			（明日で、『異空間手術室』を使って５日目か……。そろそろ抜けてくれへんかなぁ）

			　そんなことを思いながら、薫(かおる)は意識を手放し眠りについた。

			　

			　朝日が気持ちよく差し込む。

			　意識はとろ～んとしていた。

			　目を開けて、視界が少しずつ定まってくる。

			　ベッドの端に目線をやると、ぴょんぴょんと動くうさぎ耳が見えた。

			「お、おはようございます」

			「おはよう。今何時や？　アリシアちゃん」

			「えっと今は、10時ですよ」

			「そうか……ありがとな」

			　そう言って、ベッドの端に隠れるように座っているアリシアの頭に手を置き撫でてやる。

			　昨日とは違い少し距離を取った状態で、アリシアは薫(かおる)の部屋にいた。

			　ご満悦な様子で、薫(かおる)に撫でられる。

			　５日目もまだ気だるさは抜けないようだ。だるそうな表情をした薫(かおる)の様子を見て、アリシアは決心したように言う。

			「わ、私調べてきたんです！」

			「ん？」

			「魔力を過剰に使うことによって引き起こされる症状をです」

			　えっへんっといった感じで胸を張るアリシア。

			　その様子に「おお、凄いやん」と、薫(かおる)は驚く。仕草がなんとも可愛らしい。

			　そして、アリシアは詳しく説明してくれた。

			「ま、まずですねぇ。こ、これの正式名称は、魔力欠乏症って言うみたいです。基本的には、ＭＰ回復薬を大量に使った分だけ使うとよくなるそうです。お金のない人は睡眠をとって、回復に努めるそうです。睡眠中に回復するＭＰは、１秒で４と言われてます。な、なので、カオル様、これを飲んでください！」

			　そう言って薫(かおる)にＭＰ回復薬を渡してくる。薫(かおる)は、そのＭＰ回復薬を笑顔で受け取る。

			「なんか心配させてもうて悪いなぁ。これは、ありがたく受け取るわ」

			「はい！」

			　役に立った？　役に立った？　っといった感じで見てくるアリシアの頭を、薫(かおる)はもう一撫でする。

			「よう調べたなぁ。ちょっと感心したわ」

			「わ、私だって、ただ寝てるだけではありませんよ、カオル様」

			「知っとるよ。治療の本読んどるのも見とるしな」

			「ふぇっ!?　な、なぜそれを知ってるのですか!!」

			「いや……、普通にベッドの横に積んでた本のタイトルが治療の本やったからやけどな」

			「う～、せっかく驚かそうと思ってたのに……失敗です。さらなる撫で撫でもありません、ショックです……」

			　最後の言葉は、ゴニョゴニョっと言った感じで薫(かおる)には聞こえなかった。

			　しかし、薫(かおる)にはいい情報だった。寝ている間のＭＰ回復量がわかったからだ。さすがに、消費した分だけＭＰ回復薬を使うなど考えたくもなかった。ＭＰ回復アイテムで、１００万もどうにかしようと思うアホはいないだろう。報酬の金額では、利益が少なくなってしまう。コストパフォーマンスが悪すぎるからだ。それに、寝ているだけで回復するのであればこちらの方がよいに決まっている。

			　薫(かおる)は簡単に計算すると、ここ５日間は12時間の強制睡眠が発動している。これから、だいたい１週間で元に戻る計算になる。なので、自然回復を待つことにした。

			「ありがとな、アリシアちゃんのおかげで、どのくらいで治るかわかったわ」

			「えへへ、よかったです」

			　その後、アリシアは部屋を出ていった。

			　薫(かおる)は服を着替えてから、朝食を食べにダイニングへと向かう。

			　歩きながら、迷宮の探索でいるものを揃えないとなと思う。食事をし終え、薫(かおる)は商業区域へと向かった。

			　

			　お昼前でもかなりの人がいる。

			　これから迷宮に挑む人たちや情報交換をする者などで溢れていた。そんな中で、薫(かおる)は法衣などを売っているお店を発見すると、迷いもなくその店に入る。

			「どうも、武器と防具が欲しいんやけど」

			「これはこれは、治療師さんですね？　よい装備がありますぞ」

			　両手を揉みながら、腰の低いおじさんが出てきた。スキンヘッドで見た目はちょっと怖い。

			「どんなんあるんや？」

			「う～ん……、軽くて扱いやすいのはこちらのシルバーダガーですぞ。５階層まででしたら主力で使うことができますぞ。もっと下の階を探索されるのでしたら、他にもありますぞ」

			「いや、そんな下には行かへんからそれでよさそうや。あとは、防具やな」

			「法衣ですかな？　それならこちらがいいですぞ。エアリスの法衣ですぞ。これは、魔法攻撃も軽減してくれるシロモノですぞ。セットでブーツも付いてお得ですぞ」

			「へ～、そんな効果も付いとるんか。じゃあ、それで。いくらや？」

			「１万リラになりますですぞ」

			「はいはい、了解」

			　薫(かおる)はアイテムボックスから金貨の入った袋を出す。

			「あ、あのお客様？　そんな簡単に決めてよろしいのかですぞ？　普通は、値切ったり他のもの見たりとかするものですぞ？」

			「金に困っとらへんしな。別にええよ」

			「そ、そうですか。では、精算しますぞ」

			「頼むわ」

			　お金を払い、品物を受け取る。

			　薫(かおる)は買ったものを装備し、迷宮の入り口を目指す。まずは、ゴブリンからのドロップアイテムの精製水（微小）だ。それを手に入れないと、今回は進まないので気合を入れる。薫(かおる)は対人戦なら得意だが、モンスターとは戦ったことがない。一応、スキルで合気道を持っているが。

			　ステータス画面で詳細を確認する。

			『合気道』

			・完全カウンター攻撃スキル。

			・相手の攻撃力を倍にして返す効果。

			・相手の力を受け流す効果。

			・効果範囲：自分の間合いのみ。人型のみに有効。

			（人型以外に効果ないやん……。これはひどいなぁ）

			　そんなことを考えて歩いていたら、迷宮に着いた。溜め息を吐きながら入り口に近づく。入り口には、ガイドの人が何人も立っていた。探索者たちが何やらその人と話をしているのを薫(かおる)は聞くことにした。

			「フロア移動の方は私に言ってください。迷宮の階層を指定してくだされば、その階にお連れしますよ」

			「15階だ。よろしく頼む」

			「わかりました。では、パーティーを組んでください。指定のフロアまでワープしますので」

			「これでいいか？」

			「では、１ワープ５００リラです」

			「ほら、さっさとしてくれ。日が暮れちまう」

			「では、『指定階層移動魔法――ワープロード』」

			　ガイドが魔法を執行すると魔法陣が現れ、ガイドと探索者数人が一瞬で消えた。それを見て、薫(かおる)は「おお、なんや移動魔法もあるんか！」と驚いた。少し気になって、薫(かおる)は何人もいるガイドの１人に話しかける。

			「ちょっとええか？」

			「フロア移動ですか？」

			「いや、それじゃないんやけど。移動魔法って町から町へってできるんか？」

			「ん？　え～っとこれは、迷宮のみですよ？　町から町へとかできたらよいのですけどねぇ。そんな便利な魔法は、今のところないんですよ。知らないんですか？」

			「ど田舎から出てきたんで、そこら辺知らんのんや。変なこと聞いて、わるかったわぁ」

			「いえいえ。では、このグランパレスを堪能してくださいね」

			「ああ、そうさせてもらうわ」

			　ガイドとの話を切り上げ、薫(かおる)は迷宮の中へと入っていった。

			　

			　迷宮の中は薄暗く、通路の壁に松明(たいまつ)が等間隔に置かれている。湿気もあり、溝に水が流れている。薫(かおる)はこれが迷宮蚊の発生源かなと思いながら歩く。中を歩いていくといくつもの通路に分かれている。元来た道がわかるように目印を見つけつつ、薫(かおる)はゴブリンを探す。

			　少し先に進むと開けたフロアに出た。

			　そこには松明(たいまつ)がたくさん置かれていて、通路よりも明るかった。奥に緑色の動く物体が見える。肌は緑で、ボロい布切れを着ている。手には棍棒らしきものが握られていた。

			（あれか……、子供のころにやったゲームに出てきたゴブリンによう似とるなぁ。気持ち悪いなぁ。あれを倒さなアカンのんか）

			　見た目に若(じやつ)干(かん)嫌悪感を抱きながら、薫(かおる)は腰に装備したシルバーダガーを抜く。

			　正眼に構えて、ゴブリンとの間合いを詰めていく。

			　薫(かおる)の気配を感じ取ったのか、ゴブリンはこちらの方を向く。目があった瞬間、ゴブリンはこちらに向かって奇声を上げながら走ってきた。

			　奇声に薫(かおる)は怯(ひる)むが、すぐに気持ちを切り替える。生きるか死ぬかの戦いだ。一瞬の躊(ちゆう)躇(ちよ)が命取りになる。

			　ゴブリンは棍棒を振り上げ、薫(かおる)めがけて真上から振り下ろす。その瞬間に正眼に構えていた薫(かおる)の体がその攻撃に反応する。体を横に向け、半歩横にずれる。最小限での回避で棍棒を躱(かわ)す。ゴブリンは、そのままの勢いで通りすぎていく。

			　その前に進む力を利用し、薫(かおる)はゴブリンに足をかける。そして、後頭部にダガーを叩きつける。

			　ゴブリンは後頭部から青い血を吹き出しながら、地面に頭から突っ込んでいった。

			「グギャアアアアアッ！」

			「うわぁ、普通の人間にしたらアカンなぁこれ。一応、合気道のカウンターが乗ってるから、ダメージもええカンジで入っとるやろう」

			　ゴブリンの目は赤く光り、怒りを表しているのか奇声も先ほどとは違って低く腹に響く。プルプルと足を震わせながら、こちらにまた走ってくる。それにまたカウンターを入れ、今度は通りすぎる力に合わせダガーの刃を首に叩きこむ。１撃目よりも躊(ちゆう)躇(ちよ)がなくなる。

			「グギ……ァァァァっ」

			　通りすぎたゴブリンはそのまま力なく倒れていく。先ほどの攻撃で絶命したようだ。

			　するとゴブリンは、光の粒子になり消えた。ゴブリンが倒れていた場所に小さな試験管が落ちていた。

			　それを薫(かおる)は手に取り『解(かい)析(せき)』で調べると、精製水（微小）だった。

			「よっしゃ。１つ目ゲットやな。この調子でいけば、10個くらいは集められそうやな」

			　初戦闘に薫(かおる)は何らかの手応えを感じ、自信もついた。上手く立ち回れるか、内心では不安もあったからだ。今までに、このようなことをしたことのない人間にはあまりにもきつい。生き死にが常に纏(まと)わり付くこの異世界。自らの手で人を殺すことは、元いた世界では普通しない。というよりも、そういったことをすれば犯罪だからだ。しかし、この異世界では普通のことだ。

			　薫(かおる)は、少しずつ慣れていこうと思うのであった。

			　このあと、薫(かおる)は奥へと進みゴブリンを10体ほど倒して、精製水（微小）を10個ほど手に入れた。

			　数も集まり、引き上げようと思い元来た道を戻っていくと、一番初めに倒した場所にまた１体ゴブリンが湧いていた。

			（最後やし試してみるかなぁ。こんな使い方したらアカンのんやけど……物は試しって言うしな）

			　心の中でそう呟きながら、薫(かおる)はゴブリンに気付かれるようにわざと大きな音を立てる。その音にゴブリンは反応し、こちらに奇声を上げながら走ってくる。

			　それに合わせて薫(かおる)は攻撃を躱(かわ)し、カウンターでゴブリンの心臓部分に手を当てる。

			「医療魔法――『直流除細動器・ベクトル２』」

		

	
		
			[image: p_188.jpg]
		

	
		
			　手を当てていた心臓部分に凄まじい勢いで電流が流れる。

			　ドン！　っという音とともにゴブリンは声も上げずにドサリと倒れた。

			　そのまま光の粒子へと変換され消えた。

			（うわぁ～！　アカンやろこれ……。さすがにこの使い方は、動いてる心臓に相当負担がかかるみたいやなぁ。てか、ベクトル２でこれやと……。最高レベルの５は……。いや、考えるのは止めとこうか。それに、よい子はまねしちゃ駄目だぞ！　公共施設に置いてあるけどね！　って誰に言ってんねん！　普通に考えて、生きとるやつに使うアホなんておらへんやろ）

			　薫(かおる)は心の中でツッコミを入れる。

			　直流除細動器は、本来なら心停止した患者に使うものだ。

			　そして薫(かおる)の医療魔法で使えるこの魔法は、流す電気量をいくらでも上げることができる。必要に応じて、段階を上げることもできるのだが、これほどの威力はいらないというくらいの出力が出るのだ。救急で使った瞬間、即死だろう。笑えない。

			　他の医療魔法も同じくベクトルによって操作できる。基本１で十分なのだが、今回はモンスターなので試しに１つ上の２に上げてみたのだ。

			　結果は、ご覧の有様である。

			　合気道のカウンターでゴブリンの懐に入り、心臓部分に手を当て電流を流しこんだ。ゴブリンは、その電流で心停止し絶命した。こういうことは自重しようと思うのであった。

			　実験も済んで迷宮の出口へと歩く。出口までの間、モンスターの遭(そう)遇(ぐう)などはなかった。

			　外へ出ると、ちょうどお昼ごろだった。

			　薫(かおる)は商業区域に戻り、アイテムを売っている１軒の露店に立ち寄る。

			　そのお店は、人のよさそうなおばちゃんが経営しているお店だった。

			「すんません。オレンの実ってあるか？」

			「ん？　あーあるよ。なんだい？　毒矢でも作るのかい？」

			「あははは、そんなところや」

			「何個欲しいんだい？」

			「そうやな、10個ほど貰おうか」

			「はいよ。１００リラだよ」

			　そう言うと、露店のおばちゃんは手づかみでオレンの実を10個袋に詰めてくれた。それを受け取り、薫(かおる)は料金を支払った。そして、アイテムボックスにオレンの実を入れる。

			「あんた、治療師だろ？」

			「ん？　そうやで」

			「大変よねぇ。ほら迷宮熱？　あれ、今年も出てるみたいだからねぇ。おばさん怖くてね」

			「あー、そうやろうなぁ。気をつけんと逝っちまうこともあるらしいからなぁ」

			「怖いわよねぇ。でねぇ、面白い話を耳にしたのよ！」

			「ほう、なんやなんや？」

			　どこの世界も、おばちゃんは世間話が好きなようだ。しかし、この情報が意外と馬鹿にならないから困るのだ。そんなことを思いながらおばちゃんの話を聞く。

			「ほら、医療区域のアルガス伯爵の経営してる治療院があるじゃない？　今回の迷宮熱で、また値上げするって噂があるのよ！」

			「ほう、なるほどねぇ。荒稼ぎする気やなぁ」

			「でもね。ただ荒稼ぎするだけじゃないみたいなのよ！」

			「ん？　どういうことや？」

			「アルガス伯爵、ここ数ヶ月で見た目が凄く変わってしまったらしいのよ。でね、周りからは、何か病気に罹(かか)ってるんじゃないかって噂なのよ。今回の値上げで、たぶんエクリクスで、治療してもらうための資金を集めてるんじゃないかって言われてるの」

			「ほほう、何やらええ情報やったみたいやなぁ」

			「まぁ、噂なんだけどねぇ。あらやだ！　お客さんと話してちゃ商売できないわねぇ。うふふ」

			「ありがとな。じゃあ、俺はこの辺で」

			「またおいでよ。年寄りと会話なんて退屈かもしれないけどねぇ」

			「ああ、また来るわ。面白い情報も手に入ったしな。今度も噂いろいろと期待しとるで」

			　そう言って、薫(かおる)は手を振りながら露店から離れた。薫(かおる)の姿が消えるまで、露店のおばちゃんも手を振っていた。

			（アルガスが病気ねぇ……。なんか使えそうなカードになりそうやなぁ）

			　そう思いながら、薫(かおる)は悪どい顔を作る。

			　次はイルガとリリカがどうなっているかを見に行く。昨日、リリカに処方した薬が最善の薬ではなかったからそれの交換もあったのだ。

			　

			　昼過ぎだろうか、薫(かおる)は魔力欠乏症のせいで完全にグロッキー状態になっていた。やっとの思いで、至福亭ブリングルに到着する。

			「異世界なんやから、ワープ系の能力でパパっと移動できればええのになぁ。ないものねだりはアカンか。カインさんから、『馬車出そうか？』って言われたけど、そんなもんこんな人の多いところで、走らせたらめんどいしな。逆に遅くなりそうやし、気を使うから断ってもうたしなぁ」

			　ついついひとりごちる薫(かおる)だが、なんだかんだ言ってこの景色と雰囲気が好きなのもあり、たまにはゆっくりと歩き回るのも悪くないとは思っているのだ。

			　しかし今の体の状況から、ついつい愚(ぐ)痴(ち)がこぼれてしまう。

			「いらっしゃいま……あ！」

			「よう！　また来たで」

			「昨日は、ありがとうございます。体力回復薬まで貰ってしまって」

			「ええよ、気分はどうや？」

			「いつも通り絶好調ですよ。うふふ」

			　受付の女性は胸を張り、ドヤァっといった感じで薫(かおる)に言う。

			　それを見て笑いながら、「よかったなぁ。無理すんなよ」とだけ言って、イルガの部屋に取り次いでもらう。すぐに許可も下り、薫(かおる)はイルガのいる２階の部屋へ向かう。

			　部屋の前に着き、ノックをしてから入る。

			「おお、カオル！　来たか。凄いぞ！　昨日のしんどさが嘘のようになくなったぞ!!」

			　イルガは物凄くいい笑顔を薫(かおる)に向けてくる。

			　正直暑苦しいことこの上ないが、感謝してくれているのだから無下にできない薫(かおる)。

			「そりゃよかったな。で、リリカの方はどうや？」

			「まだ、苦しそうなのだが、昨日よりかは、随分いいと本人も言っていたよ。今は寝ているからなぁ。薫(かおる)がくれたあの回復アイテムの錠剤が効いたのだろう」

			「そうかよかったわ。もう１回診察してから処方する回復アイテムを選ぶことにするわ。一番効き目のあるやつを選ばんとな」

			「そんなこともできるのか！　薫(かおる)は凄いな。俺が知ってる治療師に、そんなことができるやつなんて見たことないぞ」

			「あはは……」

			　イルガの言葉に、それはそうだろうと若(じやつ)干(かん)苦笑いになる。そんな薫(かおる)にはイルガは気付かないのであった。それとイルガには、前回の特効薬のことを回復アイテムと言っているので、このまま押し通すことにする。説明が面倒で投げたと言った方が正しい。

			「じゃあ、リリカの診察をしようかねぇ」

			「ああ、頼む」

			　薫(かおる)はリリカのベッドに近づき、診察を始める。

			　リリカの額に手を当て、『診断』を発動させる。

			　その結果、クレイブ菌とわかったので、薫(かおる)は『薬剤錬成』で、昨日作っていたクレブライトをアイテムボックスから取り出し、昨日処方した薬と交換する。

			「これで、ええかな」

			「次からその回復アイテムを飲ませればいいのか？」

			「ああ、朝昼晩の３回に分けて飲ませればええから。あとは必ず何かしらお腹の中に食べ物を入れてから飲むことやな。ええか？」

			「ああ、わかった。いろいろすまないな」

			「昨日も言ったやろ？　ええって、気にする必要なんてあらへんよ。それとイルガのおっちゃんもちゃんと飲めよ。じゃないと病み上がりで、また同じようにぶり返すことになんで」

			「わ、わかっている。子供じゃないのだからな！」

			　そう言って胸を張るイルガの姿に、薫(かおる)は溜め息をつく。

			「いや、めっちゃ不安になるやん」

			「どこをどう見たら不安に思うのだ！　言ってみろ」

			「じゃあ、言わせてもらうわ……。なんで、全身フル装備でおるんや？」

			「ん？　えーっと、あー、いや、そのこれはだな……」

			　ジト目で薫(かおる)はイルガを見る。その視線にイルガは汗を掻きながら言い訳をする。

			「ちょっと買い出しにだな」

			「買い出しに行くだけなのに、フル装備で行かんといけんのんか？」

			「よ、用心のためだ」

			「だんだん苦しくなってきてんでぇ」

			「す、すみませんでした」

			　溜め息を吐きながら、薫(かおる)はイルガの装備を外すように言う。

			　渋々イルガは装備を外し、ベッドに横になる。本当に渋々だった。もしもここに来なかったら絶対に出ていってるレベルだ。

			「マジで治す気あるんやったら、寝とくもんやけどなぁ」

			「も、もう平気だと思ったからであってだなぁ」

			「あ～、もう言い訳聞きとうないわ。リリカの看病もせんといけんのんやなかったんか？」

			「リリカが大丈夫だから行ってきてって言うからであってだなぁ」

			「心配させんようにそう言ったんやろ……。気の回らん鈍感なおっさんやなぁ」

			「……」

			　薫(かおる)の言葉に、やっとリリカの気持ちが伝わり自分自身を責める。攻略初日から、迷宮熱で倒れたこともあり、早く迷宮に潜りたかった。それをリリカはわかっていたので、あえて邪魔にならないようにイルガにそう言ったのだ。

			「ちゃんと言葉の意味を汲み取ったらんと可哀想やで」

			「ごもっともだな……」

			「ちゃんと治ってから２人で攻略したらええやん。迷宮は逃げたりせんのんやから」

			「そうだな。まずは、リリカの体調を治してからだな。カオル、すまなかった。手間を取らせてしまった」

			「わかってくれたらええんよ。それじゃあ俺は、これで帰るわ」

			「ああ、また何かあったら寄ってくれ。歓迎するからな」

			「そんときは頼むわ」

			　出て行く際に、リリカのベッドの方を見るとリリカと目があった。顔を真っ赤にさせて、パクパクと口を動かしている。薫(かおる)は笑顔で手を振ってやると、ジト目で返されてしまった。

			　余計なことをしてしまったかなと思ったが、すぐに気持ちを切り替えて部屋をあとにした。

			　宿屋を出て今日の予定を確認する。あとは帰ってから薬を素材で作ってみるだけだ。何も問題なく作れればいいなと思いながら、オルビス邸へと帰るのだった。

		

	
		
			第十二話　貴族墜落作戦！　５

			　

			　オルビス邸に戻った薫(かおる)は、早速薬の精製を始める。

			　まずは、オレンの実の毒を抜く作業からだ。そのとき、薫(かおる)の部屋をノックする音が聞こえた。それに気付いた薫(かおる)は、どうぞと返事をする。するとドアが開き、アリシアがひょっこりと顔を出して何か言いたそうな表情をしていた。

			　薫(かおる)はそれを汲み取り、アリシアの言葉を待つ。

			「カ、カオル様、私も薬を作るところを見てもいいでしょうか？」

			　消え入りそうな声でアリシアは薫(かおる)に言う。それを見て、薫(かおる)は笑顔で手招きだけしてアリシアを呼び寄せた。

			　その行動に、アリシアは太陽のような輝きを放ちながらこちらにテトテトと近づき、床に座る。そのまま一礼し、薫(かおる)の手に持つオレンの実を見る。

			「勉強熱心やなぁ。急にどうしたんや？」

			「そ、そのカ、カオル様のお仕事を見てみたくて」

			「ほう、で？　本音は？」

			「す、少しでもカオル様と一緒にいたいなって……！　な、何言わせるんですかぁ〜!?」

			「あはは、素直やなぁ。めっちゃわかりやすいわ」

			「うぅ〜、酷いです、カオル様」

			　アリシアの思わぬ失言に薫(かおる)は大笑いし、アリシアは頬を膨らませ顔を真っ赤にさせるのであった。

			「さてと……。まずは解毒やな。回復魔法の『解毒(ポイズンヒール)』でええかな」

			「それはオレンの実ですよね？　解毒してどうするんですか？　あ！　えっと、す、すいません、邪魔ですよね……」

			「いや、かまへんよ。むしろ、わからんかったら聞いてくれ。知識欲の強いのはええことや」

			「ほ、本当にいいんですか？」

			「そういうのやったら大歓迎やで」

			　そう言いながらオレンの実を１つ手に取り、両手で覆い被せるようにして魔法を執行する。

			「回復魔法――『解毒(ポイズンヒール)』」

			　ほんのり手の中が金色に光る。その光は、すぐに消えてしまう。

			　アリシアは不思議そうにその光景を魅入るように見つめる。

			　薫(かおる)は、そのままオレンの実に『解(かい)析(せき)』をかけて、毒がなくなっているかを確認する。

			・アイテム名：オレンの実（解）

			・毒のないオレンの実。

			・食用としては向かないが、腹の足しにはなる。

			・食べすぎると下(げ)痢(り)などを起こすこともある。

			・オレガノダインが含まれている。

			「よし、解毒は成功やな」

			「早いですね。あっという間に解毒できたんですか？」

			「ああ、調べた限り問題なく毒は無効化されとるで」

			「カオル様は、特別なのでしょうか？」

			「ん？　どういうことや？」

			　ちょっと抜けたような返事をした薫(かおる)を見てくすくすと笑うアリシアに、薫(かおる)はどういうことか聞く。

			「普通は、『解毒(ポイズンヒール)』で解毒するのに10秒ほどかかると言われています。魔力が高い人ほど速いらしいですけど」

			「なるほどなぁ。アリシアちゃんがいてくれて助かるわ。俺の知らんこと教えてくれるからな」

			「そ、そんなことないでしゅ……あぅ」

			「ふ、あははは」

			「わ、笑わないでくださいよぉ〜」

			　少し早口で喋(しやべ)っていたせいもあり、噛んでしまったアリシアの表情に、薫(かおる)は耐えられなかった。

			　アリシアはポカポカと薫(かおる)を叩く。だが、とても可愛いだけで薫(かおる)にはダメージはなかった。

			「カオル様、私をオモチャにしてませんか？」

			「ソンナコトシテルワケナイヤロ～」

			「なんですか!?　なんで棒読みなんですか？　否定してくださいよ。私、オモチャじゃないですよ！　あ〜！　今、目逸らしました！　逸らしましたよね！　むぅ〜！　わ、私だって怒るときは怒っちゃうんですからね」

			「いや〜、スマンスマン。ちょっとやりすぎたわ」

			「なんかさっきから弄(もてあそ)ばれてるような気がします」

			　今度は半泣き状態で頬を膨らませ、少し薫(かおる)から距離を取る。距離を取るといっても薫(かおる)が手を伸ばして、ちょうど届かない絶妙な距離だ。

			　それ以上は絶対に離れもしないし、近づきもしないのである。

			「すまんかったって。ほらこっちおいで」

			「……」

			　アリシアは横目でチラチラ様子を窺う。若(じやつ)干(かん)警戒しながらも、お尻を引きずりながらほんの少しこちらにやってくる。表情は、ツーンとした感じだ。

			　薫(かおる)は頭を掻きながら、自業自得かと思うのであった。

			「ご機嫌直してくれんやろうか？」

			「ふぅ～んだ」

			「じゃあ、どうやったら機嫌直してくれるんや？」

			「う～ん……」

			　薫(かおる)の問いかけに、アリシアは少し考えてから答える。

			「カオル様の昔の話が聞きたいです。教えてくれるならご機嫌が直ります」

			「なんや？　そんなんでええんか？」

			「それがいいんですぅ」

			　アリシアは頬を膨らませる。薫(かおる)は、アリシアの意図がわかっていたが、今の彼女の状態を見て、何も突っ込まずに承(しよう)諾(だく)した。

			「じゃあ、薬の方が一段落したらな」

			「はい。お願いします。……わ～い♪」

			　先ほどまでのご機嫌斜めな雰囲気は、どこへやらといった感じで上機嫌になるアリシアに、単純だが微(ほほ)笑(え)ましいなと薫(かおる)は思った。

			「え～っと、まずは、皮を剥いて果肉と皮に分ける。実にはオレガノダインが、ほとんど含まれてないって書いてあったからなぁ。あとで何かに使うかねぇ」

			「おれがのだいん？　聞いたことないです」

			「俺も初めて、素材を使った精製方法を試すからなぁ。失敗もあるかもしれへん」

			「カオル様が失敗とか……見てみたいかもです。わくわく」

			「違う意味でわくわくするんは、やめてもらえへんかなぁ。心の声がだだ漏れやぞ」

			「な、何のことでしょうか？　私わかりません」

			「はぁ、ええわ」

			　アリシアは、薫(かおる)から目線を逸らしていた。薫(かおる)は溜め息を１つ吐き、次の工程へと移る。

			　次の工程は乾燥だ。

			「乾燥させなあかんのんやけど、乾燥装置とかないやんなぁ？」

			「乾燥ですか？　カオル様は、薬剤師のスキルをお持ちじゃないんですか？」

			「ないな。あるんは、回復系と薬そのものを練成……」

			　薫(かおる)はアリシアの表情を見て、言葉を止める。気が緩んでいたため口が少し滑ってしまった。

			　パクパクと口を動かしながら、アリシアは問いただしてくる。

			「く、薬そのものを作れるのですか!?」

			「なわけないやん。冗談や」

			　しれっと返したが、アリシアは疑いの眼差しを向ける。それから逃げるように話題を薬剤師のスキルへと持っていく。アリシアならこれで回避できるだろうと予測してのことである。

			「まぁ、それは置いといて。薬剤師のスキルに乾燥させるようなものがあるんか？」

			「あ、はい。ＨＰ回復ポーションなどの材料は、すべて乾燥させてから成分を抽(ちゆう)出(しゆつ)して使うとされているんですよ。なので、薬剤師のスキルに乾燥させるスキルがあるはずです」

			「なるほどなぁ。普通にやったら、１週間はかかりそうやしなぁ。俺はできんから、どないするかなぁ」

			「どうしましょうか……」

			「これは、さすがに専門家に任せるんがええやろ。カインさんに頼んで、薬剤師を１人借りることができるか頼んでみるか」

			「お抱えの薬剤師さんが何人もいると言ってたので、たぶん大丈夫だと思いますよ」

			　アリシアの最後の一言で問題ないと思い安心する。自身でできる作業は今のところここまでのようだ。

			「今日は、ここまでやな」

			「終わりですか？」

			「ああ、そうやな。現状お手上げやからな」

			　アリシアの表情にキラキラと光るものを感じる。薫(かおる)はどこから話をするかで少し悩む。

			「で、では、カオル様の昔の話を聞かせてください」

			「昔ねぇ、そんなおもろい話とかはないんやけどなぁ」

			「面白くなくても大丈夫です。カオル様のこともっと知りたいんです」

			「それじゃあ、どんな話が聞きたいんや？」

			「治療師になろうと思ったきっかけを聞きたいです！」

			「治療師ねぇ……」

			　薫(かおる)は治療師のことをよく知らないので、医者になるきっかけを当たり障りのないように少し改変して話す。

			「簡単に言ったらそうやなぁ。親友を助けれんかったってのがきっかけやな」

			「お友達を亡くされたのですか……」

			「まぁ、あんまり気にせんでええよ。そこら辺は、もう割り切ったからな」

			「でも……」

			「今の俺やったら難なく治せるからな。あのころは、８歳の餓(が)鬼(き)やったし。何もできん無力の塊(かたまり)やった。もう二度と大切なものをなくさないための力やしな」

			「ど、どんな病気だったんですか？」

			　アリシアは少し申し訳なさそうに薫(かおる)に聞く。その表情を見て、笑いながら頭を撫でる。

			　そうするとアリシアの表情は少し和らいだ。

			「心臓の病気やった」

			「私と同じ心臓の病気だったんですか？」

			「ちょっと違うかな」

			　薫(かおる)の言葉に、アリシアは心臓の病気が他にもあることを知る。

			「たぶんやけど、アリシアちゃんが現在読んでる治療の本には載っとらん分類の病気やで。それも知ることもできへん分類や」

			「はい、たぶんそうだと思います。だいたいは目を通してみましたけど、カオル様が言ったような詳しいことは、何１つ載ってませんでした」

			「まぁ、そうやろうな。調べる手段がないから仕方ないやろうな」

			「どうしてカオル様は、その病気がわかるんですか？」

			「う～ん。何て言ったらええんやろうな。企業秘密じゃ駄目か？」

			「絶対的な自信を持って言い切っていたので、何らかの魔法かスキルで調べられると私は見てるんですけど、どうなんでしょうか？」

			「意外とよう見とるなぁ」

			　わくわくといった感じの眼差しを向けるアリシアは、本当に楽しそうであった。そんなアリシアに、薫(かおる)は苦笑いするしかなかった。

			　薫(かおる)の『診断』のスキルは、薫(かおる)しか使える者がいないのだろうと思っていた。なぜなら使える者がいれば、何らかの情報が残っているはずだからだ。それすらないのならば、この世界に『診断』を使える者がいないということになる。もしくは、使えるがそれを隠しているかだ。薫(かおる)は、その２つの答えを出していた。どちらが正解かはまだわからない。なんせ異世界に来て、まだ１週間すら経っていないからだ。

			　そんなことを考えていたら、アリシアがこちらの雰囲気を察したのかモジモジとし、チラチラと様子を窺っていた。

			「あ～、すまんすまん。ちょっと、ボ～ッとしとったわ」

			「す、すいません。私も深く聞きすぎちゃいました。教えられないこともありますよね」

			「いや、そうやないんや。ただ、これから面倒くさいことが起きるのは明白やからなぁ。巻き込みたくないんよ」

			「面倒くさいことですか？」

			「こっちの話や。アリシアちゃんは、気にせんでええよ」

			「は、はい」

			　アリシアは薫(かおる)の言葉を聞いて、少し不安な気持ちになった。

			　薫(かおる)も薫(かおる)で、勝手にエクリクスの使者と名乗っているだけに、そのうちバレるのは明白だ。それは、重々承知している。そのときにカインさんたちが、自分のせいで多大な迷惑を被ってしまうかもしれないと思うと申し訳ない気持ちになる。

			　今回のアルガスの一件が一段落したら、薫(かおる)はそこら辺のことをカインに言うつもりでいた。

			　自身で撒いた種だ。それに伴うことは、すべて受け止めるつもりだ。

			「あ、そうです！　カオル様の親友さんは、どんな心臓の病気だったんですか？」

			「ん？　ああ、動脈硬化っていう病気や。生まれつき心臓の血管が薄くてな。普通は子供のころになるような病気じゃないんやけどな。原因は不明やった。手術で治るはずやったんやけど体力的な面でなぁ。なかなか手術に踏み切れんかったんや」

			「そんな病気もあるんですね。でも、体力がないとできないのですか？」

			「アリシアちゃんは、そこまで衰弱してなかったからなぁ。でも、親友は薬で生きてるっていうくらい弱っとった」

			「あっ……」

			　アリシアは深く聞きすぎてしまったかと不安になる。

			「まぁ、それがきっかけかなぁ。失いたくない者をこの手で掴み取れるようになるってな。どんな病気でも治せるようになって、俺の周りだけでもそういう悲しい気持ちにならんようにしたろう思うてな。餓(が)鬼(き)のころにそう誓ったんや。失った者がデカすぎたんやろう」

			「大切な人だったんですね……」

			「まぁな」

			　辛気臭くなったこの空気を薫(かおる)はさっさと払いたかったので、アリシアに話を振る。

			「じゃあ今度は、アリシアちゃんのことでも聞こうかなぁ」

			「わ、私ですか？」

			「俺もアリシアちゃんのこと知りたいなぁ」

			　そう言うとアリシアの表情は赤くなり、ちょっと嬉しそうになる。それを見て、薫(かおる)はまた弄(いじ)りたくなるのであった。

			　アリシアは病気になってから、ほとんど家から出られなかったらしい。カインとサラの過保護のせいもあるのだろう。そのときこんなことがあった、あんなことがあったなど笑顔で話してくれた。薫(かおる)も笑いながらそれに頷く。そんな他愛のない話をしていると夕方になっていた。

			　ドアをノックする音が聞こえて、返事をするとカリンがそこにいた。夕食の準備が整ったとのことだった。

			　それを聞いた２人は、仲良く夕食に向かう。

			　夕食を食べ終わると、薫(かおる)はカインとリビングへと向かい今日の報告をする。

			　ソファに体をゆっくりと預けて座り一息つく。

			「カオル様、どうですか？　薬の方は」

			「ああ、ちょっと手詰まりなことがあってなぁ」

			「カオル様でもそのようなことがあるんですね」

			　カインはちょっと驚き気味にそう言った。

			「アリシアと同じようなこと言うな……珍しいんか？」

			「いやー、あははは。何でも治してしまうのですから、今回のこともそつなく終わらせると思っていました」

			　カインは頭を掻きながら苦笑いを浮かべる。

			　それを見て、親子だなと思う。

			「それでや、薬剤師を１人貸して欲しいんやけど」

			「薬剤師ですか？」

			「乾燥の手順があるんよ。それを普通にすると１週間くらいかかりそうやからなぁ」

			「なるほどそういうことですか。私の仕事場で作業するのは駄目ですかね？」

			「いや、かまへんよ。そこら辺は、カインさんの都合に合わせるわ」

			「それだと助かります」

			　これで乾燥させる作業はクリアできそうなので、そのまま完成まで持っていこうかと思う。その方が、困ったときにすぐに対応できそうだからだ。

			　必要な素材は自分が持っているので問題ない。

			「そうや。薬は届けたんか？」

			「はい、それでしたら今日部下に届けさせましたよ」

			「そうか、ならよかったわ」

			　薫(かおる)は、カインに薬の効き目をできるだけ早く確認して欲しいと思っていた。

			　そのために昨日の夜に薬を渡した。思うように事が運んでいるため安(あん)堵(ど)する。

			「今日は、これで報告は終わりやな」

			「そうですか。そういえば、アリシアが迷惑をかけていませんか？」

			「ん？　なんでや？」

			「薬の精製のときに一緒にいたとカリンから聞いてましたから。邪魔になるようでしたら言ってください。ちゃんと注意しますので」

			「あ～、全然問題ないで」

			「そうですか。ならよかったです」

			　薫(かおる)の一言で、カインはほっと胸を撫で下ろした。今回作っている物が物なだけに慎重になっていたのだ。

			「それじゃあ、今日はこの辺でお疲れさん」

			「はい、明日は一緒に行く形でよろしいですか？」

			「ああ、その手筈でよろしく頼むわ」

			「わかりました」

			　そう言うとカインは、リビングをあとにした。

			　その場で薫(かおる)は、少しソファに体を預け目を瞑(つぶ)る。すると、体のだるさがどっと出てくる。仕事モードが切れたからだろう。

			（顔に出さへんようにするんが精一杯やなぁ。しんどいわ）

			　薫(かおる)は少し休んで自室へと帰った。

			　

			　薫(かおる)との報告が終わって、カインも自室へと戻っていた。

			「サラ、今日出しておいてくれたか？」

			「ん？　あ～、お手紙ね。ええ、出しましたよ。本当に貴方(あなた)ったら抜けてるんだから……」

			「そう言うな。昔から、そうだったろ？」

			「舞い上がってしまうとすぐに忘れちゃうのですから……。せっかく使者を出してもらっているのに、お礼の手紙すら送らないなんて失礼ですよ！」

			　サラは、め！　っといった感じでカインにデコピンをする。

			　頭を掻きながら「いやはや」などと言ってごまかすカインは、完全に親から怒られた子のようだった。カイン自身、本気で舞い上がっていたので、仕方がないの一言で片付けたいとも思っている。しかし、サラはそれを許してはくれないようだった。満面の笑みだったが。

			「サラのおかげで、助かったよ。エクリクスの大神官様に礼をせずにいたら面倒だからね。あははは」

			「そんなこと言っていると、本当に面倒事が降りかかりますよ。もう……ふふふ」

			　２人は笑いながら、夜遅くまで談笑するのであった。

		

	
		
			第十三話　貴族墜落作戦！　６

			　

			　オルビス邸の一室。

			　外は少し曇った天気で部屋の中は薄暗い。そんな中１つの人影がゆっくりと薫(かおる)の部屋へと向かっていく。一応ドアをノックしてから部屋の中に入る。

			「カオル様、朝ですよぉ～！　昨日の夜に朝起こしてくれって言ったじゃないですかぁ～」

			「すぅ……」

			　アリシアが揺すって起こしても、まったくと言っていいほど効果がなかった。だが、今日のアリシアはここで引き下がらない。

			「今日はお父様と一緒に商会へ行くって言ってたじゃないですかぁ。お～き～て～く～だ～さ～い～!!」

			「すぅ……」

			「ぐぬぬ。しぶといです……」

			　アリシアは薫(かおる)の体を左右に強く揺すりながら起こすが、駄目だった。

			　昨日、薫(かおる)はアリシアに魔力欠乏症で起きられるかわからないから、叩き起きしてくれと頼んだのだ。その言葉に、アリシアは目を輝かせながら頑張りますと返事をしていた。

			　薫(かおる)は少し不安もよぎったが、自分から頼んでおいて遅れるのは駄目と判断したのだ。

			「かくなる上は……」

			　そう言うとアリシアは、薫(かおる)の鼻と口を手でちょんと塞いでみる。ちょっとわくわくした表情でだ。これは、薫(かおる)が最終手段で執行してくれと言ったことだ。絶対に起きる自信がある。いや、生と死を選択するという究極の起こし方だ。

			　そして、薫(かおる)の呼吸器官を塞いで10秒ほど経つと、薫(かおる)の表情がみるみる青ざめていく。

			「ん？　ん、ぐ、ぐぅ、ぐうぅうううう」

			「わくわく、どきどき」

			「ふご、んぅ、ううぅうぐ、ぷはぁあああ、はぁはぁ、し、死ぬ……」

			「カオル様、おはようございます」

			「はぁはぁ、おはよ、アリシアちゃん。もう少しで、おはようじゃなくて逝ってらっしゃいやったけどなぁ」

			「ふぇ!?」

			　冗談を言いながらアリシアの頭を撫でる。

			　強制的に体を覚(かく)醒(せい)させたせいもあり、頭痛とめまいがする。頭を軽く押さえながらベッドから立ち上がる。

			「だ、大丈夫ですか？」

			「ああ、なんとかな。途中、休憩入れんとやばいかもしれんけどなぁ」

			「そ、それって大丈夫とは言いませんよね!?」

			「前までは、こんなんでも仕事しとったしなぁ。日常茶飯事や」

			「どんなに働いていたんですか!?」

			「動けなくなるまでかなぁ。患者がひっきりなしに入ってくるから、休んどる暇なんてないしなぁ。栄養剤と寝れるときに仮眠取ってやってたし」

			「そんな職場は、すぐにでも去るべきです！　カオル様が死んじゃいます。エクリクスってそんな場所だったんですね……。恐ろしいところです……」

			「あははは、そうやな」

			　薫(かおる)は、元いた世界の職場とは絶対に言えないと思うのであった。

			　その後、少し他愛のない話をしているとだんだんと体が慣れていく。

			　動きまわるくらいなら問題ないラインまで回復すると、アリシアに礼を言ってから２人はダイニングへと行き朝食をとった。

			　

			　食事を軽く食べて、紅茶を飲みつつ一息ついていたらカインがやってきた。

			「カオル様、おはようございます。こちらは準備ができましたよ」

			「カインさん、おはよう。こっちも大丈夫やからいつでもええでぇ」

			　そんな２人の会話をチラチラと見るアリシアだが、カインに「仕事だから付いてくるとかはなしだぞ」と言われしゅんとする。薫(かおる)はそれを微(ほほ)笑(え)ましく見る。その目線に気付いたアリシアが、少し頬を膨らませ羨むように見つめてくる。

			　そんな表情を可愛いと思ってしまう。これは意識してるせいなのかなと薫(かおる)は思う。しかし、今から仕事のため、すぐに気持ちを切り替える。

			「では、行きましょうか。馬車を用意してありますので、そちらで向かいましょう」

			「馬車で移動か楽やなぁ」

			「カオル様も使ってもいいのですよ？　前も言いましたが、何でも言ってください。力になれることは何でもいたします」

			「そこまでしてもらわんでもええよ。今でも十分すぎるくらいやしな。住む場所も提供してもらっとるし」

			「そうですか？　こちらとしては、まだまだし足りないですよ？」

			　感謝されるのはいいが、されすぎると逆に気を使ってしまう。適度というものがあるのだが、金持ちの適度はちょっと次元が違うのだ。それを薫(かおる)はわかっているから最低限必要なものしか頼まないのである。

			　馬車に乗り、薫(かおる)はふと気になることを聞いた。

			「そういえば、サラさんは？」

			「ああ、今日は少し頼みごとをしていましてね。早めに出ましたよ」

			「そうなんや。普通やったら一緒やと思っとったからな」

			「いつもは一緒ですけどね。今日は、たまたまです」

			　そんなことを話していると馬車は動き始めた。内装は至って普通に見える。しかし座席の座り心地は、前に一度乗ったイルガの馬車とは比べ物にならないほどよかった。馬車の揺れもほとんど気にならないくらいの代物だ。馬車のランクもまったく違うのだなと思う。

			「ええ馬車やなぁ」

			「あはは、そうでしょ？　実は、これ特注品なんですよ」

			「揺れも少ないし、ええなと思っとったら特注品か」

			「アリシアをエクリクスへと連れていくときに購入しました」

			「ああ、なるほど。納得したわ」

			　カインの話を聞けば聞くほど完全なる親馬鹿だなと思う。しかし、薫(かおる)も同じ境遇になったらそういうことをしたかもしれない。カインにとってアリシアがどれだけ大切な存在なのかがよくわかる。少しでもアリシアの体に負担を感じさせないようにするかが、最大限配慮されている。現在は、ベッドは取り外されて柔らかい椅子になっている。相当な価格だということは一目瞭(りよう)然(ぜん)であった。

			　その後は、アリシアの可愛さを嫌と言うほど聞かされた。先ほども思ったが、マジモンの親馬鹿だ。

			　そんなことを話していると、カインの商会に到着した。

			　カインの商会は貴族区域の西の端にある。

			　薫(かおる)は馬車から降りて、カインの商会を見上げる。重く閉ざされた門があり、10階建ての煉(れん)瓦(が)積みでできた建物だ。

			「こりゃまた立派な建物やなぁ」

			「そんなことありませんよ」

			「ここいらで、一番の面積と高さほこっとるんやけど」

			「あはははは、まぁ、立ち話はその辺にして入りましょうか」

			「そうやな」

			　２人は門へと近づいていく。

			　門の前には門番が２人いて、カインを見た瞬間頭を下げる。カインは軽く片手を上げて、門を開けてもらい中に入る。

			「代表者って感じするなぁ」

			「からかわないでください。カオル様」

			「あははは、すまんすまん」

			　建物の扉を開け中に入ると、広いエントランスがあった。

			　その中心には何個もカウンターがあり、受付の女性が応対していた。

			「なんか商業ギルドに似とるな」

			「ええ、貿易でどこに何が欲しいかなどをここで選別できるようにしているんです。私の商会は、この大陸の大きな街のほとんどに支店がありますからね。そこから街の商業ギルドや支店に卸しているんですよ」

			「大規模やなぁ。よくこれだけのもんをまとめたなぁ」

			「頑張れば何とかなりますよ」

			「そんなもんかいな」

			　いい笑顔で返されるとちょっと困る。

			　さすが貿易で貴族の地位を獲得しただけのことはある。規模の大きさはそれほどではないが、この異世界では相当なことだ。元いた世界では、中小企業といったところなのだろうが、この異世界のパイプを大まかにだが繋いでいるのは確かだ。

			「では、私の部屋へと行きますか」

			「そうやな、薬剤師さん紹介してもらわんとあかんからなぁ」

			　そう言って、薫(かおる)とカインは階段で10階の部屋へと向かう。途中で薫(かおる)がへばったのは言うまでもない。そんな薫(かおる)の姿を見てカインは心配そうにする。

			「大丈夫ですか？　カオル様は、あまり体力がないのですか？」

			「いや、初めは俺も体力落ちたのかと思っとったんやけど、魔力欠乏症やったわ」

			「なんと！　では回復薬をお持ちしましょうか？」

			「いや、もうあと少しで回復すると思うから大丈夫や。それに、どんだけ使って全快するかなんて検証したら、この商会が大変なことになりそうやからな」

			「はい？　どれほど消費したんですか？」

			「あはは、言えんくらいやなぁ」

			　薫(かおる)は消費したＭＰをカインに言ったら、倒れるか信じないかの二択だと思い言葉を濁す。だいたい、１００万もＭＰを消費するスキルがこの異世界に存在しているのか自体聞きにくい。聞くだけでアホの子と思われるのが関の山である。

			　へばっている体に鞭(むち)打ち、薫(かおる)は階段を登っていく。

			　そして、やっとのことで10階の部屋へと到着した。

			「とりあえず、カオル様はソファにでも座っていてください」

			「そうさせてもらうわ」

			　早朝から無理やり体を起こしたせいもあり、ＭＰ回復ができていないのである。顔色も悪く嫌な汗が出てくる。

			　早めに薬を作って、オルビス邸に戻って仮眠したい。

			　いや、むしろ今すぐにでも目を瞑(つぶ)ってしまいたいという気持ちが心を揺さぶる。

			　薫(かおる)が心の葛(かつ)藤(とう)をしている中で、カインは秘書に今日手の空いている薬剤師を１人部屋に連れてくるよう頼んでいた。

			　その間、薫(かおる)は葛(かつ)藤(とう)に負けて少し仮眠をとる。その様子に、カインは笑いながら秘書に今日のスケジュールを聞くのであった。

			　20分くらいして、扉を叩く音がした。カインは、それに返事をして中に呼ぶ。

			「代表〜すいませ～ん。まだ病み上がりなんですけどぉ～」

			「ん？　おお、もうよくなったのか？」

			「は～い、不思議なことに社長から貰った体力回復の新商品が効いたみたいですぅ～」

			「そ、そうみたいだな」

			　カインは迷宮熱の特効薬とまだ言えないので、体力回復の新商品として部下に持っていかせたのだ。効果は、ご覧の通りであった。

			　カインは、ソファで仮眠をとっている薫(かおる)を起こして紹介する。

			「カオル様、こちらが薬剤師のユリナです」

			「紹介にあずかりましたぁ～。ユリナですぅ～。ぴっちぴちの17歳ですぅ～」

			「薫(かおる)や、よろしゅう」

			「ちょっと抜けてるところがありますけど、腕は確かです、腕は……。だから安心してください」

			「だ、代表ぉ！　それは酷いですぅ～。頑張っているのですよぉ～。これでもぉ」

			「ま、まぁ頑張ってくれ。くれぐれも迷惑だけはかけないでくれよ」

			「しょうちぃ～」

			「返事がおかしいが、まあいい。カオル様、この部屋の向かいの部屋をお使いください」

			「あ、ああ、わかった」

			　カインとユリナの会話に少し不安になる薫(かおる)は、カインに耳打ちで「本当にこの子は大丈夫か？」と聞く。返答は、「たぶん問題ないはず」とのことで、あまりにもたぶんという言葉が引っかかってならない。人選ミスでないことを祈るしかない。

			「そしたら、向こうの部屋でちゃっちゃと終わらせるか」

			「はぁ～い」

			　薫(かおる)とユリナは、カインのいる部屋を出て向かいの部屋へと移動する。

			　その姿を見送るカインの表情が若(じやつ)干(かん)引き攣(つ)っているのは、気のせいではないと思う。それもそのはずユリナという薬剤師は、カインの商会で軽い問題児なのだ。腕前は、雇われている中で三本の指に入るくらいの力量なのだが、いかんせんやる気のない子なのだ。自分の興味のあるものには相当な熱を持つのだが、どうでもよいものに関しては、だらけて廃産物を精製してしまうという少し困ったちゃんだ。

			　なのでカインは、新しい回復アイテムなどの精製を主に担当させている。

			　今回、手の空いている薬剤師が彼女しかいなかったこともあり、薫(かおる)に迷惑がかかるのではないかと気が気ではないのである。

			　

			　向かいの部屋で薫(かおる)は椅子に座り、テーブルの上に解毒したオレンの皮と精製水（微小）を取り出した。それを見たユリナは溜め息を吐き、床をゴロゴロと転がり始めた。

			「何やっとんねん？」

			「なんか楽しいアイテムを作るのかと思ったら、毒薬でも作るんですかぁ～？　楽しくなぁ～い」

			　頬を膨らませ、抗議するユリナ。その表情は可愛いのだが、薫(かおる)からしたら殴りたくなるような憎たらしい表情だった。緑色の髪を後ろにまとめポニーテールにし、メガネが少し大きいのか鼻先から少し落ちかけていた。四肢は細く、蹴ったら折れそうな華(きや)奢(しや)な体つきで、だぼっとしたローブを着ていた。

			「うわぁ～、蹴りたいわぁ」

			「え？　えぇっ？　何ですかぁ!?」

			「いや何もないでぇ」

			　心の声が、つい口に出てしまった。その言葉に、ユリナはプルプルと震えながらテーブルの下に隠れる。苦笑いになる薫(かおる)にジト目で訴えかけてくる。

			「何もせぇへんから、こっちおいでぇ」

			「……」

			「はぁ、毒薬とかやないからな。もっと楽しいものやからこっちおいで」

			「毒薬じゃ……ない？　何作るんですかぁ～」

			「はいはい、どうどうどう」

			　毒薬ではないの一言に、ユリナは興味津々といった感じになる。

			　オレンの実は基本、毒を抽(ちゆう)出(しゆつ)して毒玉や矢の先につけるのがほとんどだった。

			　薫(かおる)の言葉に嘘がないか確かめたくなり、薫(かおる)の服を強く引っ張りながら鼻息を荒くさせている。　そんなユリナを見て、ちょっと引いてしまう。

			「まぁ、少し落ち着こうか？　ええか？」

			「あいなぁ～」

			　元気よく返事をするユリナを見て、何となくカインが言っていた不安要素が見えてきた。それをすぐに看破して、薫(かおる)は上手いことすれば使えると思う。だが、実際やるとなるとかなり骨が折れる。問題児なのは変わらない。

			「そういえば、ユリナ。なんか目が少し赤いけど大丈夫なんか？」

			「いやぁ～、実は一昨日に迷宮熱に罹(かか)っちゃってたんですよぉ～。うへへ」

			「あ……、なるほどなぁ」

			「それでですねぇ～。代表から頂いた体力回復薬の新商品で、もう元気満タンなんですよぉ～。素晴らしい薬でしたぁ～。私があれを作りたかったですよぉ～」

			　そう言いながら、知らないうちにユリナは迷宮熱の特効薬をべた褒めするのである。これで、薫(かおる)は準備が整ったかなと思い話をすすめる。

			「それの精製って言ったら、もっと興味湧くんやないか？」

			「な、な、何ですとぉ～!!」

			　大きく目を見開き、ユリナはまたしても薫(かおる)の白衣をグイグイと強く引っ張り始めた。意外と力が強く白衣の首の部分が擦れて痛くなる。だんだんと苛(いら)立(だ)ち始めた薫(かおる)はついついツッコミを入れる。

			「首が痛いんじゃぁあああ」

			「うにゃらばぁあああああ」

			　ユリナの脳天にチョップを決める。

			　目尻に涙を溜めながらユリナは脳天を擦る。今度は力をあまり込めずに白衣をちょんちょんと引っ張ってきた。薫(かおる)は溜め息を吐き、ユリナの頭を軽くぽんぽんと叩きながら椅子に座る。

			　ユリナはその横に寄り添うように近づき、材料を見る。

			「そ、それでぇ～、どうやって作るんですかぁ～。わくわく♪」

			「まずは、このオレンの皮を乾燥させて欲しいんやけど」

			「乾燥ですか？」

			「ああ、そうや」

			「毒は？」

			「解毒済みや。やから頼むわ」

			「お任せくださぁ～い」

			　笑顔でオレンの皮を手に取り、ユリナは手を翳(かざ)して魔法を使う。

			「薬剤魔法――『乾燥(ドライルーム)』」

			　淡いオレンジ色の皮は見る見るカピカピになり、くすんだオレンジ色へと変化した。その光景を見て「おお、凄いなぁ」と言うと、ユリナはない胸を張りドヤァといった表情でこちらを見る。その表情に、もう一発チョップを打ち込みたいと思ったのは内緒である。

			「それで、これをどうするんですぅ～」

			「これを粉末状にするんや。そのま……」

			「粉末状ですかぁ？　じゃあ。薬剤魔法――『製粉(パウダー)』」

			　薫(かおる)が最後まで言う前に、ユリナはオレンの皮を一瞬で粉状へと変化させてしまった。白い粉末へと変わったものは、テーブルの上に小山を作った。

			「どうですぅ～。仕事が速いでしょぉ～。私の早技ですぅ～」

			「で？　どないすんねん。テーブルの上で、普通は粉末にしたらあかんやろ。器とかに入れてからするもんやないんか？」

			「てへぇ♪」

			　ユリナは手を頭の上に置き、舌を出し片目でウインクする。

			「てへっじゃないやろが！」

			　そう言いながら、薫(かおる)のチョップがベシッと炸(さく)裂(れつ)し、舌を噛んだユリナは口元を押さえ床をゴロゴロと転がった。

			「まったく……。ちゃんと次の工程を聞いてからやってくれへんと困るんやけど」

			「はひ、きひょちゅけまひゅ」

			　ユリナはチョップで舌をやらかしたせいもあり、呂(ろ)律(れつ)が回らない。

			　しかし、それでもめげずに薫(かおる)の周りに纏(まと)わりつく。薫(かおる)はそこら辺にあった綺麗な紙を取り、その紙に魔法をかける。

			「医療魔法――『殺菌・ベクトル１』」

			　そして、思い出したかのようにもう１つの魔法もかける。

			「医療魔法――『無菌室(クリーンルーム)』」

			　薫(かおる)は部屋全体を無菌にした。

			　そもそも薬を扱うのに普通の部屋で作っていいものかと今ごろになって思い、魔法を執行した。ユリナの抜けているところを指摘できないなと思う薫(かおる)であったが、先ほどの魔法に興味津々のユリナが、目を輝かせながらこちらをチラチラと見てくる。

			　薫(かおる)はそれを無視して、テーブルの上の小山になった粉末を先ほどの殺菌した綺麗な紙に取り、それを器に移していく。

			「そ、それでぇ～、先ほどの魔法なんですけどぉ～」

			「企業秘密や」

			「ガ～ン！　いいじゃないですかぁ～。教えてくださいよぉ～」

			　そう言いながら薫(かおる)に擦りついてくる。

			「駄目や」

			「お手伝いしませんよぉ～。いいんですかぁ～？」

			「別の子に頼むって手もあるからええで？　チェンジで」

			「突き放さないでぇええ。お願いでしゅぅぅうう」

			　駆け引きに負けたユリナは、他の子と替えないでぇ～と薫(かおる)に泣きつくのであった。

			　だんだんこのキャラクターに慣れてきた薫(かおる)は、笑いながら躱(かわ)していく。

			「ほら、次の工程に行くでぇ」

			「はいなぁ～」

			「遊んどるやろ？」

			「何のことですかぁ～？　私わからないですよぉ～」

			　そんなユリナの頭を薫(かおる)はぐりぐりと手で掴み、下へと押していく。

			「やめてえええ。うわぁあああ、縮んじゃうぅうう。縮んじゃいますからああああ」

			「本当に弄(いじ)ると楽しいなぁ。ユリナは」

			「でしょぉ～。だから教えてくださいよぉ～」

			「カインさ～ん、この子チェンジでぇ～」

			　薫(かおる)は真顔でユリナに死の宣告を告げる。

			「ぎゃぁ～。マジじゃないですかあ。やあだぁああ」

			「そろそろええか？　すっきりしたか？」

			「あい」

			　ユリナは楽しそうに薫(かおる)の方を見て、きゃっきゃっと騒ぐ。慣れというものは怖いなと思う。

			「じゃあ、これに精製水（微小）を入れて混ぜるで。混ぜ方で効果が変わるからな」

			「ほうほう」

			「んで、混ぜてお団子状にしてから」

			「からの～」

			「乾燥よろしゅう」

			「あいなぁ～」

			　そう言うと、ユリナはお団子状にしたものに『乾燥(ドライルーム)』をかけて乾燥させる。

			　乾燥させると大きさは五百円玉くらいの大きさになった。

			　それに薫(かおる)は『解(かい)析(せき)』をかける。

			・薬名：リファンミナド（中）

			・成分：オレガノダイン

			・効果：迷宮熱に効き目あり、朝昼晩と３日間服用すると病原体を駆逐することができる。

			・副作用：眠気など

			　解(かい)析(せき)の結果を見て薫(かおる)は安心した。

			　成分共に自分の作った薬とほぼ一緒であった。違うとすれば、効果が少し弱いところと服用日数が多いことかなと思う。

			　しかし、迷宮熱は１週間以上続くので、それを３日で回復できるのなら問題ないかとも思う。

			「おう、ユリナできたでぇ」

			「へぇ？　もうですか？　もっとこうなんかないんですか？　こうグワっとしたようなこととかぁ。ガシャガシャボーン！　っていうのは？」

			「ねぇよ……。あったら怖いわぁ」

			「そんなぁ～、こんな簡単にできたら面白くないですぅ～」

			「いやー、助かったわぁ」

			「ぐぬぬ……」

			　薫(かおる)はしれっと出来上がった薬を手に取り、分量を測って１回分に分ける。１個でだいたいどのくらいの量ができるか確認する。だいたい１つの皮で約15個の薬ができることがわかった。

			　カインに報告するため部屋を出ようとすると、ユリナがそれを制止する。ドアの前で手を大きく広げていた。

			「駄目ですぅ～。まだですぅ～」

			「なんや？　遊び足りんかったんか？」

			「そうなんですよ～。えへへって、違いますぅ～！」

			「仕方ないなぁ」

			「え？　教えてくれるんですかぁ!!」

			　薫(かおる)はちょいちょいと手招きをする。

			　それに釣られて、ユリナは薫(かおる)にトコトコと近づいてくる。

			　ちょうど薫(かおる)の前まで来ると、薫(かおる)は手をユリナの頭に載せて優しくくしゃくしゃと撫でる。

			「また今度な」

			「あ、あい」

			　今までと違い優しく撫でられたユリナは、呆気に取られ返事をしてしまった。

			　薫(かおる)は優しく微(ほほ)笑(え)み「ほしたらなぁ」と言うと、その部屋をあとにする。

			　残されたユリナは、くしゃくしゃと撫でられた頭に手を添えて、ちょっと嬉しそうに体をくねらせるのであった。

			　その後、カインに薬の出来を報告した。

			　薫(かおる)は一通りの精製をユリナと一緒にしたので、詳しくはユリナに聞いてくれと言う。そして、今回作った薬を迷宮熱に罹(かか)っている社員で試験的に使ってみて、ちゃんと効果が出れば作戦決行と告げた。

			　今日やることが終わったので、薫(かおる)は帰りの支度をしていると、カインから帰りの馬車を用意していると声をかけられたので、お言葉に甘えることにした。

			　馬車に揺られて、薫(かおる)はオルビス邸へと帰った。

			　すぐに薫(かおる)は自室に戻りベッドに倒れ込む。

			　目を瞑(つぶ)って、これから５時間くらいは眠りにつくだろうと意識を手放す。

			　たぶん、昼すぎには目覚めるかなと思っていた。

		

	
		
			第十四話　貴族墜落作戦！　７

			　

			　15時を回ったころ。

			　頭をハンマーで殴られたような頭痛に、薫(かおる)は嫌な汗を掻き魘(うな)されていた。

			　顔色も悪く呼吸も荒い。そんな薫(かおる)の様子に、アリシアは心配そうな顔をしてソワソワしていた。魔力欠乏症を軽く見ていたのもある。

			　それに、何もできない無力な自分にも嫌気が差す。

			「これで、少しでも楽になるでしょうか……」

			「……」

			　アリシアはそう言いながら、薫(かおる)の額にひんやりとしたタオルを載せる。少しでも楽になればいいという思いからくる行動だった。

			　今日、薫(かおる)を無理に起こしたのも関係があった。

			　魔力欠乏症の人の強制回復を阻(そ)害(がい)すると、体に尋常ではない負担がかかることはアリシアも知っていた。だが、ここまで酷いとは知らなかった。薫(かおる)から頼まれてしたことだが、やはり無理をさせるのではなかったと思う。後悔先に立たずとはよく言ったものである。

			　しかし、アリシアは薫(かおる)の使ったＭＰのことを知らない。こんなにも長く続くものなのかとも思うのだ。

			「カオル様……」

			　薫(かおる)の手を握り、消え入りそうな声でアリシアは言葉を紡いだ。

			　手は冷たくなっていた。このまま薫(かおる)が死んでしまうのではないかと思うくらい弱っている。こんなときに自分が、体力回復魔法の１つでも使えればと思う。そんなことを考えながら目尻に丸い涙を溜めて、しょんぼりとしていると、優しく頭を撫でられる。

			　それにぴくりと反応し顔をゆっくり上げると、いつもと変わらない笑顔で、薫(かおる)はアリシアの頭を撫でていた。

			「カオル様……大丈夫ですか!?」

			「ああ、なんとかなぁ」

			「やっぱり無理に起こしたのがいけなかったのです。私のせいです……」

			「頼んだのは俺やし、アリシアちゃんが気にすることちゃうで？」

			「でも……」

			「まぁ、少ししんどいだけやしな」

			「カオル様は嘘つきです！　そんなわけありません！」

			　物凄い剣幕で言うアリシアに、薫(かおる)はそれでも心配ないと返す。

			「うーん、まぁ、耐えられるくらいやから平気や」

			「心配なんです……。長すぎるんですよ。魔力欠乏症は、１日くらいで治るはずなのに……」

			「俺は特殊なんよ。やから心配せ……」

			「駄目です！　治るまでは、絶対安静です！」

			「嫌でも明日もちょっと出ないと……」

			　アリシアは薫(かおる)を睨(にら)みつける。しかし薫(かおる)には可愛い顔にしか見えない。

			「むぅううう！」

			「わ、わかった、ちゃんと魔力欠乏症が抜けるまでは、じっとしとくからそんな顔せんでくれんかなぁ」

			「ぜ、絶対ですよ！　嘘ついたら、私は怒りますからね」

			「しゃーない」

			　アリシアのぷーっと膨れた顔に苦笑いしながら、ここは黙って従っておくことにした。それに、明日には魔力欠乏症が抜ける頃合いだし、カインのところで作った薬の効き目の確認に３日はいる。それまでに本調子になればいいと思う。

			　そんなことを考えていたら、アリシアは薫(かおる)の胸に顔を埋めて小さく震えていた。すすり泣きながらアリシアは薫(かおる)に言う。

			「嫌ですよ……。カオル様があんなに苦しんでるのに……。あのまま死んじゃうのかと思いました……」

			　自分が眠りについている姿が、相当苦しそうだったのだろう。大丈夫と言っても聞かなかったのは、たぶんそれが原因なのだろうなと思った。心配をかけまいとした一言が、逆に心配をかけるということになってしまったのかとちょっと反省する。

			　埋まっているアリシアの頭を撫でながら、何となくアリシアに聞く。

			「アリシアちゃんは、なんでそんなに俺のことを心配してくれるんや？　ただ、病気を治したくらいしか俺はしとらんで？」

			「え、えっと……、命の恩人というのは大きいですよ。それに、ごにょごにょ」

			　最後の方は、か細く小さな声だったため薫(かおる)には聞こえなかった。

			「俺は、アリシアちゃんを傷つけるかもしれへん……。そう遠くない未来に失望するかもな」

			「えっ？」

			「いや……、何でもないわ。忘れてくれ」

			「うふふ、大丈夫ですよ。どんなことがあっても私は、失望も傷ついたりもしません。私は、カオル様が悪い人でもカオル様の味方ですよ。たとえ誰がどんなことを言おうと、そんなの関係ないです。それに、カオル様が私を傷つけてしまうからといって、離れようとしても駄目ですよ！　私は、くっついていくのですからね。だって、あのときカオル様がかけてくれた言葉に、私はとても安心しました。悪い人から、あんな人の心を動かす気持ちのこもった言葉は出せませんよ」

			　埋めていた顔を離して薫(かおる)の方を向くと、ちょっと意地悪じみた表情になっていた。１番しっくりくる言い方だと、ドヤッと言わんばかりだと思う。

			　そんなアリシアの言葉に、薫(かおる)は目を丸くしてクスっと笑う。こんな自分に、ここまで言ってくれるとは思いもしなかった。

			　そっとアリシアの体を優しく抱き寄せ、耳元で「ありがとな」と囁く。すると、アリシアはポンッとゆでダコのように真っ赤になり、キューっと言いながら目がぐるぐる回っていた。完全にオーバーヒートしてしまったようだ。

			「だ、大丈夫か!?　ア、アリシアちゃん？」

			「カ、カオル様からギュ～ッと……、ギュ～ッとされちゃいましたぁ～。はぅあわわ」

			「あ、これは大丈夫そうやな」

			　幸せいっぱいな表情のアリシアに、薫(かおる)は少し不安そうに聞く。

			「もしもやで……、俺がエクリクスの治療師でも何でもなかったら……どうする？」

			「え？　何とも思いませんよ。カオル様はカオル様ですし。もうどうしたんですか？　急に？」

			「いや……、何でもないわ」

			　屈託のない笑顔でそう返してくるアリシアに、薫(かおる)は難しく考えていたことが馬鹿らしくなった。それに、ここまで言ってくれているアリシアに、これ以上嘘をつくのが嫌になったのもあった。むしろ、失望されてもいいとすら思う。

			「アリシアちゃん、俺はエクリクスの治療師やないんや」

			　薫(かおる)は真剣な表情で真実を告げた。

			　アリシアから先ほどまでの緩んだ表情が消え、優しい笑顔に変わっていた。

			「なんとなくですけど、そうじゃないかと思っていました」

			「ん？　なんでや？」

			　薫(かおる)は、アリシアがそう思っていたことに少し驚く。アリシアには悪いが、ちょっと抜けている部分が多いせいかもしれない。しかし、今のアリシアはなんとなく確信したものを持っているようにも見えた。

			「えっとですね、カオル様がエクリクスの治療師だったら、最前線で統括していてもおかしくないです。あと、私の病気を治す魔法は、10年以上も手付かずです。ですから、急に新しい魔法ができたからといって、ここにまで来ることはないと思いました。何よりカオル様は、エクリクスの人の思考とあまりにもかけ離れていますし」

			「そんなに違うんか？」

			「はい。基本的には地位と権力とお金の亡者といった感じでしょうか。私が初めてエクリクスに行ったときに抱いた感想です。今の大神官様は、そんなふうには見えませんでしたけど……」

			「大神官は、まともっちゅうことか？」

			「本当に知らないのですね」

			「さっきも言ったけど、そんな場所行ったこともないからな」

			　からからと笑う薫(かおる)に、アリシアも一緒になって笑う。

			　薫(かおる)は、ふと疑問に思ったことを口にする。

			「俺が来るまでに、他にもいろいろな人が来たりとかはあったんか？」

			「はい、相当お父様は騙(だま)されましたね。私の病気が治るならいくらでも出していました。効果はわかりませんがと契約書を書かせて、相手に責任が被らないようにして買っていましたから」

			「凄すぎやな……。まぁ、父親ならそこまでするかなぁ。でも騙(だま)されすぎやろ」

			「仕方ないですよ。何が効くのかもわからないんですから、来る人の物を片っ端から責任なしで買い取っていました」

			　アリシアはそう話しながら、ちょっと困った表情をしていた。本当に全力でカインがアリシアのために動いていたのだろう。

			「それもそうか……。第一にそう簡単に治るようなものじゃないってことは、わかりそうなんやけどな。数撃ちゃ当たるで考えてるんなら、ちょっと危ないな。それで、アリシアちゃんの病気が悪化したりすることもあるんやからなぁ。俺でも新しい薬使うときは、容体見ながらじゃないと不安やから」

			「やっぱり、カオル様は違います」

			「ん？　なんか言ったか？」

			「別にですよぉ〜」

			　えへへと、アリシアはベッドからするりと降りて、くるっとターンをする。

			「カオル様、ありがとうございます。本当に、本当にありがとうございます」

			「面と向かってそう言われると恥ずかしいな」

			　アリシアの純粋な言葉に、薫(かおる)はこそばゆくなった。

			　その後、薫(かおる)はアリシアの監視の下睡眠をとる。カインとサラが帰ってくるまで、薫(かおる)は眠っていた。

			　目が覚めると、カリンがにやにやとした表情で薫(かおる)の方を見ていた。非常に面倒である。何だこの駄目イドは。仕事をしなさい。

			「おはようございます。カオル様、お嬢様から聞いておりますよ〜。魔力欠乏症だったんですね。知りませんでしたよぉ。なんで早く言ってくださらなかったのですか？」

			「すまん黙っとってて、アリシアちゃんにもカインさんにも迷惑かけてもうたわ」

			「いいんですよいいんですよ〜。お嬢様が幸せそうなんで」

			「ん？　あ……」

			「そのまま襲っちゃってもオッケーですよ。カオル様♪」

			　その言葉に横を向くと、アリシアはいつの間にか眠ってしまっていたようだ。

			　薫(かおる)の手をギュッと握ったまま、その手を頬に当て幸せそうに寝息を立てている。

			　その光景を見て、カリンは薫(かおる)をちゃかす。

			「なんや？　お仕置きでもされたいんかな、カリン？」

			「お嬢様にしてあげたら喜ぶかもしれませんよ？」

			「カリン!?　な、何を言ってるんですか!!」

			　アリシアはりんごのように顔を染めて声を上げる。

			「あら？　お嬢様、起きてらっしゃったのですか？　残念です……。カオル様から鬼(き)畜(ちく)で卑(ひ)猥(わい)なことをされちゃうチャンスでしたのに」

			「おい、お前は俺がどんなやつに見えとるかなぁ？」

			「ドＳな鬼(き)畜(ちく)治療師です☆」

			「よし表出ろ！　その体に減らず口叩けんくらいの教育したるわ！」

			「私の体の自由を利かなくし、無理やり調教をされちゃうんですね……いや～ん」

			「なんか、お前の相手してたらだんだん疲れてきたわ。はぁ、まともなやつがおらんと、ここまで酷いとはなぁ」

			　カリンは冗談を言いながら両頬に手を当てて、体をくねくねさせる。

			　薫(かおる)とカリンの話を聞いて、顔を真っ赤にさせたままのアリシアは、何やらブツブツと言っていた。

			　その光景に薫(かおる)は額に手を当て溜め息を吐く。本当にもう疲れたと言わんばかりなのである。

			　そんな薫(かおる)に対してカリンはごりごり攻めてくる。

			「でも、カオル様は攻めですし、受けのお嬢様にはご褒……ふべらぁああ」

			「な、な、何言ってるのですか、カリン！」

			　スパーンスパーンっと高い音が部屋に響く。

			　アリシアは体まで真っ赤にし、カリンの脳天にうさちゃんスリッパで渾(こん)身(しん)のツッコミを入れた。物凄いスピードでのツッコミに、薫(かおる)はきょとんとしながらアリシアを見る。

			　カリンは後頭部を強打され床に突っ伏し、鳴ってはいけない音と共に倒れた。

			「カオル様！　カリンの言っていたことは気にしないでください。いいですね！　ねっ!!」

			「あ、はい」

			「お嬢様必死すぎですよ〜」

			「復活早いな」

			　カリンの凄まじい回復力に薫(かおる)は驚きの声が出てしまう。先ほどの鈍い音で完全に気絶でもしたのかと思っていた。本当に頑丈なメイドだと思った矢先、カリンはいい笑顔で薫(かおる)の心を読むかのように言う。

			「メイドですから！　完璧超人なメイドですから!!」

			「ああ、そっかー」

			「むぅ〜」

			　カリンは、その後もアホなことを繰り広げながら、そのたびにアリシアからうさちゃんスリッパで殴られ、幸せそうな笑顔を浮かべるのであった。

			　Ｍっ気があるのか、アリシアにそうされるのが好きなのか、どっちかなと思う。

			「楽しそうね〜。私も混ざりたいわって言いたいのだけれども、カリン……。夕飯はどうなっているのかしら？」

			　サラの登場で、カリンの表情は見る見る青ざめ、脱兎のごとくキッチンへと向かった。食事の終わったあと、カリンはこっ酷くサラにしぼられることになる。そうなる未来が見えるのか、カリンは少しでも罰を減らせるように大急ぎで美味(おい)しい食事の準備をした。

			　相当サラの雷が怖いのであろう。見たこともないような速さで料理を作り上げ、何とかいつもの時間に間に合った。

			　安(あん)堵(ど)のせいかカリンは真っ白く燃え尽きていた。この屍(しかばね)に合(がつ)掌(しよう)をしてあげたいと思う。

			　食事を終えて、席を立とうとする皆を薫(かおる)は止める。自分がエクリクスの治療師でないことを明かすためだ。その場で全員に頭を下げ、自分のついた嘘を告白した。するとカインは大きく笑いながら、薫(かおる)の背中を叩いた。

			「正直驚きましたけど、そこらへんは気にしなくてもいいですよ。何より、アリシアがこんなに元気になって、あんなにはしゃいでいるんですよ。私は今でも夢を見ているようですよ。まぁ、『大神官様からの命』以外の言葉であれば、追い返すところだったのは事実ですね」

			「ん？　どういうことや？」

			「エクリクスで、大神官様に見てもらったんです。そのとき、本気で心配して治せなかったことを謝ってこられたんですよ。絶対に治す魔法を作るから待っていてくださいってね」

			「ええやつやな。でも、それ以外が駄目ってどういうことや？」

			　薫(かおる)の疑問にサラが答える。

			「うふふ、そのあとにアリシアをエクリクスに置いていけって、十賢人に言われたんです。ここにいた方が早く対処できるからって。ねぇ、カイン」

			「ああ、でも私とサラは直感的に、ここにアリシアを置いていったらいけないという警(けい)鐘(しよう)のようなものを感じたんだ。嫌な予感もしたし、何よりあいつらの目は人を見る目ではなかった。研究材料や物を見るような目で、アリシアを見ていたのが何よりも気に食わなかったからなんですよ」

			　そのときのことを思い出したのか、カインの表情は曇る。

			「なるほどねぇ。それで、俺が来たときに大神官様の命って言ったから安心もしたんやな」

			「それもあります。十賢人やその他の名前が出てきたら亡き者にしてもよいとすら思っていました」

			「あとから聞いても冷や汗もんやな。ん？　ちょっと気になるんやけど大神官と十賢人ってどっちが位が上なんや？」

			「知っている者は数少ないですが、表向きは大神官様が一番位が高いと言われています。表向きは……」

			　カインの口調は歯切れが悪かった。

			「なるほどなぁ。ええように扱われとるちゅうことか」

			「うふふ、私たちも独自にいろいろ調べたりしたのですが、わかっているのはこのくらいで一切情報が出てこないんですよ。それだけに不気味っていうのもあるのです」

			　サラは頬に手を当て、困った表情をしていた。

			「いろいろきな臭い噂話も流れていたりしますが、噂だけで証拠もないといった感じです」

			「まぁ、関わらん方がええちゅうことやな。エクリクスに行くことはないし、素(す)性(じよう)もばれてへんから俺は平気やな」

			　薫(かおる)の最後の言葉に、カインとサラは同時に声を上げた。

			「「あ……」」

			「「え？」」

			　２人とも額からダラダラと汗を掻いている。サラのそのような表情を見るのは、初めてであった。ちょっと青ざめている。

			「お父様、お母様、どうされたのですか？」

			「おいおい、まさかとは思うけど……何かしたんか？」

			　薫(かおる)とアリシアが、カインとサラの目をジッと見ると、２人はサッと目を逸らす。

			「お父様！　お母様！　何したんですか！」

			　そんな２人にアリシアはちょっと強目に言う。

			「うふふ、な、何もしてないわよ」

			「そ、そうだぞ！　強いて言うなら、病気が治ったと手紙を送ったくらい……だよ」

			「一番やっちゃいけないことじゃないですか!!　何をやってるのですか！　お父様もお母様も！」

			　珍しく声を荒らげたアリシアを薫(かおる)が制す。

			「まぁ、アリシアちゃん落ち着いて。送っちゃったもんはしゃあないやん。もう手遅れや」

			「カオル様は甘いです！　もしもですよ！　さっき言っていた十賢人の人たちに目を付けられたら、何されるかわからないんですよ！」

			「まぁ、自分の身は自分で守るから心配せんでええよ。それより、心配なんはアリシアちゃんたちの方や」

			「カオル様、そこら辺は心配いりませんよ。こう見えても私とサラは、それなりに名を上げた冒険者でもあるんです。弱かったら、たぶんエクリクスの帰りにアリシアを誘(ゆう)拐(かい)でもされたかもしれません」

			　２人共、見た目だけなら物腰柔らかな貴族にしか見えない。

			「そんなに強いんか？　カインさんとサラさんって」

			「うふふ、賊(ぞく)が私たちの商会の馬車を絶対に襲わないくらいの効果があるかしらね」

			「何それ、めっちゃ怖いんやけど」

			　穏やかに笑うサラに、薫(かおる)は苦笑いになる。

			　そのあとは、やれそれと話がまとまらないので今日はここまでと解散になった。

			　薫(かおる)は部屋に戻るとすぐにベッドに突っ伏す。

			　エクリクスから何らかのアクションがあることは、ぼんやりとわかっている。いったん身を隠して、ほとぼりが冷めるまで待つかと思う。そんなことを考えていたら睡魔が襲ってきた。

			　薫(かおる)はそれに争わず、意識を手放すのであった。

			　

			　朝日がまだ昇らない時間に、薫(かおる)は目を覚ました。魔力欠乏症の制限が解除されたようだ。アリシアの言った回復量の計算でちょうど１週間。薫(かおる)は体を起こし、寝間着から運動のしやすい格好へと着替える。

			　そして薫(かおる)はオルビス邸を出てジョギングを始める。ここ１週間ろくに運動ができていなかったのもあり、体が鈍っているかなと思っていたが、それほど鈍ってはいないようだ。健康体で運動するのは、今日が初めてだった。

			　こちらに飛ばされた１日目は二日酔いで、それから１週間は、魔力欠乏症で本調子とは程遠い状況で動き回っていたのだ。

			　体に重りが付いているかのように重く、関節が炎症を起こしているかのように酷く疼(うず)いた。それに頭痛など、体の不調のオンパレードだった。まともな神経でいられたのが不思議なくらいだ。薫(かおる)は他のことに神経を回して、それを回避していた。

			（見た目だけが、変わったってわけでもなさそうやな。若かりしころのアレが戻ってきたってやつかな？　体力の落ち具合もまったく感じんしなぁ。むしろ若返ったって言った方が早いかな）

			　そんなことを思いながら軽く10㎞を走りきり、オルビス邸に戻ってきた。庭の手入れをしていたカリンに会ったので挨拶をすると、「え？　カオル様が早起きしてる！　明日は、雨ですね！」などと言ってきたから、脳天に軽くチョップをお見舞いし黙らせた。

			　そのまま部屋に戻って汗を流し、着替えてからダイニングへ向かう。

			　椅子に座るとカリンが紅茶を持ってきてくれた。それをゆっくりと飲んで一息つく。

			「ええ香りやな、落ち着くわ」

			「そりゃもちろんですよ～。私が入れたのですから美味(おい)しいに決まってます」

			「ハーブか？」

			「カオル様、よくわかりましたね。でもそれだと50点ですよ〜。これは、ハーブの一種で、ラックスハーブって言って……」

			「緊張などをほぐして、気分をスッキリさせる効果があるってところやろうか？」

			　薫(かおる)が少し意地悪そうに言うと、カリンはふくれっ面になる。

			「わ、私の言葉を取らないでくださいよぉ〜。ぐぬぬ、合っているから逆に腹が立ちます。カオル様、本当は知ってたんじゃないですか？」

			「いや、ハーブの名前を聞いてなんとなく見当がついただけや」

			「それだけで、普通わからないはずなんですけど……。薬草類をかじってない人は、絶対にわかんないのに……」

			「そうか？　ラックスってたぶんやけど、リラックスから来とるんやないん？」

			「あ!?」

			「な？」

			「言われて気付く駄目なメイドです」

			「略して駄目イドってところかな」

			「むきぃいいい」

			　朝からカリンはテンションが高い。正直鬱(うつ)陶(とう)しいことこの上ないのだが、憎めないのである。

			　のんきに会話をしていたら、カインとサラも起きてきて皆に挨拶をし、椅子に座り朝食をとる。

			　サラは朝が苦手なようだ。船を漕(こ)ぐ様子を見ていると少し和んでしまう。器用にパンを口に頬張りこくこくとしながら、もしゃもしゃと少しずつ食べているのだ。そんな小動物のようなサラの姿を見て、アリシアは母親似かなと思う。

			　サラを観察していると、アリシアもダイニングへとやってきた。皆に呂(ろ)律(れつ)の回ってない挨拶をして、ちょこんと椅子に座り、これまた同じように船を漕(こ)ぐ。

			（アレ？　デジャブ？　まさかなぁ）

			　そんなことを思っていたら、アリシアはお皿の上に置いてあるパンを手に取り、パクッと頬張った。

			（おいシンクロしとるぞ！　まったく期待を裏切らんなぁ、ホンマに！）
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			　もしゃもしゃと口だけ動かし、器用に食べる。ピンクラビィのフードを被ったアリシアは、とても可愛らしかった。よく似た親子だなと思いながら、温かい目で見守っているとカインが２人に言う。

			「頼むから外でそんな食べ方はしないでくれよ……。サラもアリシアも頼むぞ」

			「「ふぁい」」

			　その返事に、薫(かおる)はクスクスと笑う。

			　２人とも器用にパンくず１つ落とさずに食べ終える。そして、目を細めて紅茶で一息吐いていた。ようやく覚(かく)醒(せい)し始めたアリシアは、重い瞼(まぶた)を擦りながら周りをキョロキョロと見渡し始める。そして、アリシアはようやく薫(かおる)がこの場にいることを認識した。

			　薫(かおる)は頬杖を突き、アリシアの方を見つめていた。それに気付き顔を真っ赤にして、椅子の上で蹲(うずくま)ってしまった。カインとサラは、「おやおや」と言いながらアリシアをからかったあと、仕事へと出ていった。

			　薫(かおる)はそれを見送り、目線をアリシアに戻す。

			「な、なんで、カオル様がここにいるんですか〜!?」

			「ああ、魔力欠乏症から解放されて、最高に目覚めがよくてな。早めに朝食でも食べようと思って、ここでのんびりしとったんよ」

			「あ、朝は弱いのですよ」

			「そうみたいやな。朝からええもん見れたわ」

			「んっ〜〜〜〜!?」

			「ええやん、可愛かったで」

			　薫(かおる)の言葉に小さく蹲(うずくま)っていたアリシアが余計に小さくなっていった。これ以上弄(いじ)ると元の大きさに戻ってこられなさそうなので、ようやく宥めることにした。

			　カリンは、そんな２人の様子を暖かい目で見守っていたのであった。

			　

			　薫(かおる)は朝食を済ませたあと、イルガの宿泊している至福亭ブリングルへと向かう。昨日は診察をしに行けなかったので、早めに行こうと思っていたのだ。足取りも軽い。今まで息切れしていたのが嘘のような感覚だった。

			　宿屋に着き、迷うことなくカウンターの受付の女性に話しかける。

			「あら、いらっしゃいですよ」

			「おはようさん。イルガのところに用があるんやけど」

			「はい、少々お待ちくださいね〜」

			　そう言うとぴゅ～っと２階に上がる階段を駆けていく。そしてすぐに両手で丸を作り戻ってきた。お礼を言ってから、薫(かおる)はイルガの部屋に向かう。部屋の前に着き、扉をノックしてから入る。するとムスっとした様子のリリカが出迎えてくれた。

			「何や？　何かあったんか？」

			「何でもない……」

			　そう言って、イルガと目線を合わせようとしないリリカは、かなりご機嫌斜めのようだ。完全に朴(ぼく)念(ねん)仁(じん)のイルガが何かしたのだろうと思い、薫(かおる)はイルガに話しかけた。

			「何があってん？　リリカ、めっちゃご機嫌斜めやんか」

			「俺が聞きたい！　本当によくわからん」

			「いつからコレなんや？」

			「うーん、今日の朝からだったような……」

			「ご機嫌斜めになる前に何してたんや？」

			　イルガは顎(あご)に手を当て考えこむ。

			「……そう言えば」

			「なんか思い出したか？」

			「昨日、カオルが来なかったから他の治療師に来てもらったんだ。そのときに恋人ですか？　って、聞かれてな。そんなんじゃないって言って、誤解を解いた。俺とリリカと恋人とか、どんな眼をしてるんだって話だ」

			　イルガはまったく悪びれた様子もなく笑う。これはかなりの重症のようだ。

			「あー、納得」

			　薫(かおる)は頭が痛いといった感じで、額に手を当て大きな溜め息を吐く。

			「だろ？　カオルはわかってくれるよなぁ」

			「いや、ちゃうわ。リリカが、ご機嫌斜めになった理由がわかったってことでの納得や」

			「な！　薫(かおる)は、なんでリリカがああなったかがわかるのか！」

			「イルガのおっちゃん、顔近いとマジで暑苦しいからやめーや」

			　イルガが何か言っているのを軽くスルーしてリリカに近づき、「先は長そうやな。茨(いばら)の道かもしれんけど頑張れよ」とだけ言って、肩をポンと叩く。リリカは、その言葉に頬を染めながら小さく頷く。

			　イルガの朴(ぼく)念(ねん)仁(じん)ぶりが遺(い)憾(かん)なく発揮されている。ここまで来るとたぶん、失って初めて気付くのではないかとすら思えてしまう。このままでは可哀想だなと思い、イルガに席を外してもらいリリカと話をすることにした。

			　イルガが部屋から出ていった途端に、リリカは泣き出してしまった。

			「なんで、私の気持ちに気付いてくれないのよ。うわぁあああん」

			「ちょ、リリカ!?　ちょっと落ち着こうか？　なぁほら１回深呼吸して」

			　いきなり、リリカの感情の器が決壊してしまった。その後も泣き続け、落ち着くまで薫(かおる)は彼女の背中を擦る。

			「落ち着いたか？　もう大丈夫か？」

			　リリカは鼻をすすりながら返事をする。

			「うん……」

			「まぁ、朴(ぼく)念(ねん)仁(じん)のイルガのおっちゃんを振り向かせようっていうんだったら、かなり根気がいるんじゃないかなって思うんやけど」

			「うん、今までいろいろアクションは起こしているんだけど、まったくって言っていいほど何もないの」

			「どんなんしたんや？」

			「えーっと、ちょっとスキンシップ的な感じで抱きついたりとか……。一緒の布団に入ったりとか」

			「直接口で何か言ったことないんか？」

			　薫(かおる)がそう言うと、リリカは顔を真っ赤にさせて言い返してきた。

			「い、言えるわけないじゃないの！」

			「あのなぁ、アレに察しろっていう方が無理な話やと俺は思うんやけど……」

			「そ、そのくらい察しなさいよ！」

			「たぶん、イルガのおっちゃん死ぬまでわからんやろうな……」

			「うぅ～」

			　薫(かおる)の言葉に、リリカは絶望感漂うオーラを纏(まと)い始める。またしても涙ぐみ泣きそうになる。そんなリリカに、薫(かおる)は頭をポンポンと叩きながら言う。

			「あのなぁ、とりあえずちゃんと気持ちを伝えてみることから始めんと、まだリリカはスタートラインにすら立ってないで？」

			　ツンツン感がまったくないリリカは、俯きながら小さな声で言う。

			「だ、だって、恥ずかしいんだもん……」

			「じゃあ、もう諦めるしかないんやないかなぁ」

			「そ、それは嫌！」

			「じゃあ恥ずかしいとか言ってないでさっさと言え、何のために口がついとんねん？　それは飾りか何かか？　気持ちを察しろっていうんは、長い年月かけても絶対わかるとかにはならんのんやから。ハッキリ言うで、他人にわかって欲しいんならその思いをまず言葉にしろ。ええか？」

			「……」

			　薫(かおる)にそう言われ、リリカはしょぼんとしてしまう。

			　今までリリカは、間接的に気付いて欲しいといった感じのアプローチしかしていなかった。気持ちを伝えたいなら、口で言葉にして伝えないといけない。リリカは薫(かおる)の言葉を噛み砕いて自身の知識とし、イルガに気持ちを伝えようと決意をした。

			「私、頑張ってみる」

			「おう、その意気や。頑張れよ！　いろんな意味で……」

			「ん？　う、うん。カオル、ありがと」

			「ほんじゃあ、イルガのおっちゃん呼んでくるから、そこで待機でええな」

			　リリカはコクっと頷き、深呼吸して待った。

			　薫(かおる)は部屋を出て１階のラウンジに行き、部屋に戻るようイルガに言った。イルガはカオルに何も聞かずに部屋へと戻る。それを薫(かおる)は苦笑いで見送る。

			（絶対失敗するやろうなぁ……。でも、これでスタートラインに立てるからええかなぁ）

			　そんなことを思いながらラウンジで受付の女性と和(わ)気(き)藹(あい)々(あい)と話をしていると、寒気のする威圧が宿屋内を襲う。体感的に温度が下がったような気がして、冷や汗が出てくる。

			　次の瞬間、ズドーンッと馬鹿でかい音とともに宿屋が揺れた。ラウンジにいた全員が顔を見合わせる。薫(かおる)はあの２人かな？　と思い、急いで２人の部屋へと向かう。するとそこには、イルガが扉に突き刺さってぐったりしていた。

			「え？　どうやったらこうなんねん!?」

			　その光景に薫(かおる)の思考がついていかなかった。小さいリリカが、あの巨体のイルガをふっ飛ばした？　ということになる。しかし、そんな力があの小さな体のどこに隠れているんだろう。

			「さいて～！　勇気出して告白したのに何よそれ！」

			「いや……、だから最後まで話をだなぁ」

			「もうや～だ～！　イルガの朴(ぼく)念(ねん)仁(じん)!!」

			　リリカはその場から走り去った。

			「あ、カオル、ちょっとこれ抜け出すの手伝ってくれ！　刺さってて１人じゃ抜け出せないんだが……」

			「そういうところだけは冷静なんやなぁ。イルガのおっちゃん……」

			「ん？　どういうことだ？」

			「いや、ええわ。とりあえず、後片付けせんと追い出されるぞ。リリカの方は任せとけ。そっちは……、自分で何とかしてくれ」

			「え？　ちょ、ちょっとカオル!?　助けろよ！　１人じゃ抜け出せねぇんだよ。おーい、聞いてんのか？」

			　イルガが叫んでいるが、それをスルーしてリリカの下へ向かう。

			　置き去りにされたイルガは、エビのようにビチビチと動いていた。それを受付の女性に見つかり、苦笑いで切り抜けようとしたが駄目で、こっぴどく絞られるのであった。

			「リリカ？　宿屋の中でなんちゅうことしてんねん！」

			「だ、だってイルガが……」

			「だってやないやろ」

			　リリカは無言でそっぽを向く。

			「で？　一応伝えたんか？」

			「うん……。でも、冗談はやめろとか……、俺よりいい人がいるとか……、そんなふうに言ってはぐらかされた」

			「てことは、意識し始めたってことやろ？」

			　薫(かおる)はそう言って、ちょっと悪い顔をする。

			「え？」

			「今までそう言ってこなかったから前進なんやないか？」

			「そ、それは」

			「まぁ、あとはリリカの押しの力次第やな。物理はなしな」

			「私の力次第……」

			　リリカは少し膨れながらも、薫(かおる)に近づいて「ありがと」と言う。照れ隠しかなと思いながら、薫(かおる)も「どういたしまして」と返した。

			　その後は、リリカもイルガと一緒にこっぴどく絞られ部屋に帰ってきた。薫(かおる)は２人が帰ってくるまで部屋で待っていた。

			「遅かったな」

			「足がしびれた。さすがにキツイな……。むしろこの歳で、あんなに怒られるとは少し悲しくなってきた」

			「イルガが悪いから仕方ないの」

			　リリカは頬を赤く染めて、目を逸らす。

			「あ、あのなぁ、リリカさっきの話だけど……」

			「私、諦めないよ。イルガのこと私好きだもん」

			「うっ……」

			「おや？　朴(ぼく)念(ねん)仁(じん)のイルガのおっちゃんでもそんなに顔真っ赤にするんやなぁ」

			「カ、カオル！　大人をからかうな!!」

			　イルガはリリカの宣戦布告に面食らい、顔を真っ赤にして慌てふためく。

			　少しして２人の様子も落ち着いたので、壊れたドアを指さし薫(かおる)はリリカに聞いた。

			「リリカって、この部屋で魔法をぶっ放したのか？」

			「はぁ？　そんなことしたら、この宿屋ごと消し炭にしているわよ」

			　薫(かおる)の問いに、リリカは何を言っているのといった感じで答えた。

			「物騒やな。ってことは、生身でイルガのおっちゃんをふっ飛ばしたんか？」

			「そんなことしたら、私の腕が壊れちゃうわよ……」

			「それもそうだよなぁ」

			「なんだ？　カオルは、魔力を身体強化に変換とか……。いや、この流れ的には」

			　イルガとリリカは何度もこの掛け合いをしているため、おのずと答えが出てきた。

			「「知らないのだろうな（ね）！」」

			「おい、２人してハモんなや！」

			「図星か……」

			「仕方ないわねぇ。今回は、特別に私が教えてあげるわよ」

			「おお、助かるわぁ」

			　リリカは溜め息を吐きながら、薫(かおる)に説明する。

			　魔力強化は、自分自身の魔力を体に纏(まと)うことで、一時的に戦闘能力を上げることのできる技である。特に、魔導師や治療師などの魔力保有量の多い者は、これを使い前線支援をすることもできる。魔力を体に纏(まと)い防御を固めることや、攻撃に魔力を纏(まと)い威力を上げることもできる。そして、その魔力を纏(まと)った上で、威圧として相手を牽(けん)制(せい)することもできる優れものなのである。

			「まぁこんなところよね」

			「なるほど……。それで、イルガのおっちゃんが吹っ飛んだわけやな」

			「リリカは魔力とコントロールがピカ一だからなぁ。俺でも真剣勝負したら負けるときがあるくらいだ」

			「バンバン使えるってわけでもないんやろ？」

			「あんたねぇ……。湯水のごとく魔力が溢れてくるビックリ人間じゃなきゃそんな戦い方できるわけないでしょ！」

			「あはは、そうやろうな」

			　リリカの言葉に、薫(かおる)は苦笑いするしかなかった。

			「ここぞというときに使うのよ。絶体絶命とか、この攻撃を受けたら死んじゃうとかそういうときに使ったりするの。私は魔法使った方が効率いいしね」

			「まぁ、それもそうやろうな。範囲でふっ飛ばした方が楽やもんなぁ」

			「そういうこと。でも、私の魔力を上回る強化だと無効化されちゃうのよねぇ。まぁ、今まであったことはほとんどないけど」

			　確実にリリカよりも遥かに高い魔力を持つ薫(かおる)には、ビックリ人間のような芸当ができる。

			　それを言うことは、たぶんないと思う。むしろ、言ったら何を言われるかわかったものではない。

			「せっかくだし、私が見てあげるわよ。１回纏(まと)ってみなさいよ」

			「どんな感じなんや？」

			「簡単よ。あんた回復魔法を使うときに魔力練るでしょ？　それを体に纏(まと)わせる感じのイメージをすればいいのよ」

			「まぁ、物は試しっていうしなぁ。ええわ、やってみよう」

			　リリカに言われた通りに薫(かおる)は実行する。ちょっとわくわくはしている。この無限にある魔力は、魔法のみではなく身体強化にも使えるのだから無駄にはならない。

			「適当に魔法を詠唱する感じで体から魔力を練出して」

			「ほうほう」

			　薫(かおる)は返事をしながら最小限で練る。

			　そして、手術用の手袋を連想させるかのように薄く全身に広げていく。

			　次の瞬間、イルガとリリカの表情が一変する。２人共尋常ではないほどの汗を掻き、肩で息をしていた。

			「カ、カオル、早く魔力強化を解け」

			「は、早く……」

			「ん？　ああ、すまんすまん」

			　薫(かおる)はフッと体に纏(まと)っていたオーラを消した。

			　体には何の影響もなく、魔力の減りもまったく大したことはなかった。

			「あんた馬鹿でしょ！　最大出力でぶっ放したわね！」

			「危うく意識を持っていかれるところだったぞ！　まったく気をつけろよ！」

			「うわぁ……、宿屋の前で人が大量に倒れてるわよ……。これどうすんのよ！」

			「はぁ？　いやいや、ただ纏(まと)っただけでそんなことが起こるわけって、おいおい!?　マジかよ……！」

			　薫(かおる)が窓から外を確認すると、道を往来していた者たちが大量に倒れているのである。両腕を組んだリリカは、薫(かおる)にお説教を始めた。

			「ちゃんと、意識してコントロールしなさいよね。纏(まと)った力に応じて威圧も使えるのよ」

			「そういう大切なことは、早く言わなアカンやろうが！　なんで後出しすんねん。親御さんはどんな育て方したや！」

			「親とか関係ないでしょ！　まさか、しょっぱなからこんな馬鹿みたいな魔力をぶっ放すなんて、誰も思わないでしょうが！」

			「とりあえず、気絶した人は全員カオルが治療しろよ」

			　イルガは溜め息交じりで言った。呆れ果てているといった方がいいだろう。

			「いや、別にそれはええけど」

			「「いいって、お前はどんだけの人が倒れていると思っているんだよ！　無理に決まっているだろ！」」

			「おお、２人共ええ感じやん。そのまま結婚したらどないや？」

			「それは、今は関係ないだろ！」

			「そ、そうよ。ま、まだ、イルガのお父様とかに挨拶すら行ってないのに、け、結婚だなんて……」

			「おい、ちょっと待て、リリカ！　なんか話がズレれてきてるからって、おーい、聞こえてるか？　もしもーし？」

			　ここに来たときとは、また違ったイルガとリリカの会話に笑ってしまう。リリカの変なスイッチが入ってしまったのか、現在楽しいことになっていた。

			「とりあえず、俺は気絶したやつらを片っ端から治しながら帰るわ。あ、そうそう、ちゃんと薬飲ませろよ！　でないと、またリリカが大変なことになっても知らへんぞ～」

			「わ、わかった。って、カオル？　ちょっと待て！　いろいろなんかおかしいから！　お前の言動もだが、聞いてんのか？」

			「お幸せに～、あと数日したらまた来るからなぁ。宿屋の扉の弁償代肩代わりしてるんやから、その分俺のために働いてもらうからな。それじゃあ、あとは２人で頑張れよ～」

			　そう言って、薫(かおる)は部屋をあとにした。

			　薫(かおる)がいなくなった瞬間、リリカはイルガをベッドへと押し倒して腹の上に馬乗りになる。

			「イルガ……。あ、挨拶は、その……、デキてからでもいいよね？」

			「ちょっと、俺にこのあとナニしろっていうんだよ!?　デキてからってナニがだよ！　落ち着くんだリリカ、現実に戻ってこい!!」

			「やっぱり、子供は３人くらい欲しいなぁ♪　私、子供だぁ～い好きなんだぁ。ねぇ、イルガぁ、お願い♪」

			「た、助けてくれ～～～～!!」

			　薫(かおる)は廊下で倒れている人たち１人１人に回復魔法の『気絶回復(シヨツクヒール)』をかける。後ろから楽しくイルガに語りかけるリリカの声が聞こえてくるが、薫(かおる)は聞かなかったことにする。イルガに「ファイト！」と言いながら、振り返らずに足早に帰るのであった。

			　倒れた者たちの体の一部分に触れ、一瞬で治していく。普通はこの速さで治すことはできないが、薫(かおる)の魔力があればお手のものなのだ。そそくさと、薫(かおる)は宿泊区域を離脱した。

			　魔法で治療された者たちは、その後すぐに意識が戻ったが、なぜ自分が倒れていたのかがわかっていないようだった。そのせいで、宿泊区域３番街の摩(ま)訶(か)不思議な怪談話が、ここから語られることになるのはまた別の話。

			　

			　宿泊区域を抜け商業区域へと入った薫(かおる)は、ベンチに腰かけて一息ついていた。

			　すると後ろから声をかけられる。

			「あら、やっぱりこの前の治療師さんじゃないの」

			「あー、露店のおばちゃんやん。こんなところでどうしたん？」

			「いろいろと楽しい情報を収集しているところよ」

			「へー、で？　なんかあったん？」

			　ちょっと悪い顔をした露店のおばちゃんは、薫(かおる)の隣に腰かけ、話し始めた。

			「何やらエクリクスのお偉いさんが、近々この都市に来るらしいのよ」

			「ふむ……、何が目的なんやろうなぁ」

			「ここだけの話よ。他には絶対に言っちゃ駄目だからね」

			「大丈夫やで。ほんで内容は？」

			「カイン子爵のお嬢さんの病気を治しに来るって話なのよ。でもね、もう先客が治しちゃったらしいのよ」

			「ほ、ほう、それは凄いなぁ」

			「あら？　もうその情報は入っていたのかしら？」

			　ちょっと驚いたように露店のおばちゃんは首を傾げる。

			「まぁ、ちょっとな」

			「あら、残念。でももう１個あるのよ。この前話したでしょ？　アルガス伯爵が病気なんじゃないかってやつよ」

			「あったな」

			「どうやら、手紙を送っていたらしいのよ。それで今回、アルガス伯爵のところに行くって言う噂も出ているのよ」

			「なるほどな……。１つ聞きたいんやけどエクリクスって手紙を送るとどのくらいで着くんや？」

			「だいたい１ヶ月かかるわね。ここから６時間毎日移動して、そのくらいが平均かしらね」

			「また遠いなぁ。よくこんなところまで来るわ」

			「金に汚いやつらだもの。そのくらいは、するんじゃないの？」

			　露店のおばちゃんは、かなり嫌味ったらしくエクリクスのことを言う。何かあったのだろうかと薫(かおる)は思った。

			「おばちゃんエクリクスについて詳しそうやな」

			「うふふ、単なる噂よ。鵜(う)呑(の)みにしすぎると痛い目に遭うわよ？」

			「適当に聞くわ。それで？　どうなん？」

			「そうねぇ、あまりいい噂はないねぇ」

			　露店のおばちゃんの表情が少し暗くなる。先ほどまでのイキイキとした印象が消えた。

			　その変化に気が付いた薫(かおる)は、話を終わらそうとする。

			「いや、また今度聞かせてもらうわ。そういえば、俺まだいろいろとせんといかんことあんねん」

			「おや？　そうなのかい？　残念だねぇ。また新しい噂が入ったら、教えてあげるよ。だからまたおいで」

			　露店のおばちゃんは優しい笑顔でそう言った。薫(かおる)もそれに笑顔で返す。

			「そうさせてもらうわ」

			「そうそう、これだけは言っとくよ。エクリクスには気をつけてね。血も涙もないような輩もいるから。大切な者がいるなら絶対に守るのよ」

			「助言ありがとな。そうや、こっちも１つええ情報をあげとくわ。オレンの実と精製水（微小）をオルビス商会に持っていくと、今ならいい値で売れるかもしれへんで」

			「ほう、それはいいことを聞いたね……」

			　露店のおばちゃんは、目を細めて何かを考えるように何度か頷く。

			「コレは絶対に言ったらアカンで」

			「うふふ、なるほどね。あんたもいろいろとあるみたいだね」

			「お互いにやろ？　じゃあまた来るから」

			　そう言うと、薫(かおる)は商業区域をあとにした。

			　準備はほとんど整った。イレギュラーな情報も入ってきたが、おおむね作戦に変更はない。

			　薫(かおる)はそう考えながらオルビス邸に帰るのであった。

		

	
		
			第十五話　貴族墜落作戦！　８

			　

			　オルビス商会で薬を作ってから３日が過ぎた。

			　薬の結果がそろそろ出る頃合いだ。作戦の準備はもう終わっている。

			　薫(かおる)は余った時間を情報収集とアリシアのリハビリにあてていた。それとリリカから教わった魔力強化の訓練にも時間を使った。魔力のコントロールができた方がいいと思ったからだ。また道行く人を犠牲にすることのないように、簡単なレクチャーをしてくれた。

			　同時進行でリースのところに行ったが、相変わらず人っ子１人患者さんがいない状態に苛(いら)立(だ)っていた。下手に突くと何されるかわからなかったので、そっとしておいた。

			　

			　そして、薫(かおる)とユリナで作った薬を試験投与した結果が出た。大急ぎでカインは薫(かおる)に報告しに来た。

			「カオル様、結果が出ましたよ！」

			　カインはかなり舞い上がっているようだ。

			「ようやくこれで動けるなぁ」

			「そうですね。では、明日にでも動き始めますか？」

			「そうやなぁ。とりあえず噂を流してもらおうか」

			「はい、と言ってもどうやって流すのですか？　下手に流すと失敗してしまいますよ？」

			「大丈夫や、それは適任者に頼むからな」

			　薫(かおる)はそう言って、ちょっと悪い顔を見せる。本当に医者だったのか怪しい表情である。この表情をカリンたちが見たら、絶対に悪人と言われるだろう。

			「では、それはカオル様に任せますね」

			「ああ、それで原料の調達やけどどうなっとる？」

			「それが、一昨日から数は少ないですけど、商会の方に一定個数が入るようになったのです。不思議ですよね……」

			「なんや、仕事早いなぁ、あのおばちゃん」

			「!?　あ、あれもカオル様が手配してくれたのですか？」

			「ん？　まぁ、試験運用ってところや」

			　薫(かおる)はからからと笑いながら、露店のおばちゃんの情報操作に感心する。市場のバランスを崩さずに、そして怪しまれない程度に情報を流したのだなと思う。

			「それじゃ、明日からカインさんはリースの監視兼護衛を手配しといてくれ」

			「わかりました」

			「俺は噂を流してもらうからな。リースのところは、これから大忙しになるやろうから。少し、手伝ってくるわ」

			「カオル様も出られるのですか？」

			「アルガスが直々に来るかもしれへんやろ？　顔を確認しときたいってのもあるし、それにもう１個気になることもあるんや」

			「わかりました。では、明日から頑張りましょう！」

			「おう」

			　一通りの報告が終わり、２人はリビングから自室へと戻った。

			　薫(かおる)は明日の準備をし、そのまま眠りについた。

			　

			　早朝に目が覚めた薫(かおる)は、ここ最近の日課のジョギングを開始するためにさっさと寝間着から、運動しやすい服装に着替える。着替え終わり廊下に出ると、辺りは静まり返り人の気配は感じない。まだ誰も起きていないようだ。大きな音を立てないように、薫(かおる)は静かにドアを閉める。そして、玄関へと向かった。

			　外へ出ると、澄み切った空気が肌を撫でる。７月なのに、外は肌寒かった。

			　10㎞のジョギングから帰ってくると、オルビス邸の門の前でカリンがタオルを持ち、笑顔で待っていた。

			「どうしたんや？」

			「いやー、ここ最近ずっと早起きして、走っていらっしゃるので」

			「まぁ、日課みたいにしとるからなぁ。体力がないと医者としては何もできんからなぁ」

			「いしゃですか？　よくわかりませんが、体力がないとですね！　本当は、カオル様は体が弱い方かと思っていましたし」

			「前も言ったやろ。不調やっただけや」

			　薫(かおる)は心外だとばかりに言うと、手刀を作った。

			「な、なんで、構えているのですか？」

			「ん？　いや何となくここ数日は、からかってくるからつい」

			「が、学習してますし、何度もあんなチョップを脳天に食らったら、私の身長が縮んじゃいます！」

			「アリシアちゃん以下になったら、おもろそうやなぁ」

			「お、面白くもないですよ。むしろ怖いですよ。カオル様、目がマジじゃないですか！」

			　悪寒が走ったのか、カリンはブルブルと震えている。

			「冗談やて」

			「最近のカオル様は、ちょっと醸(かも)し出すオーラが違うから怖いんですよ！」

			「ああ、訓練で魔力強化も練習しとるからなぁ」

			　カリンは意外にも敏感に薫(かおる)の変化を感じ取っていた。

			「……」

			「どったの？　黙りとか珍しいな」

			「ここ数日、私はそんなカオル様にちょっかいをかけていたかと思うと寒気が……」

			「大丈夫やて、女の子には優しいからなぁ」

			「あのチョップで、どう優しさを感じろって言うんですか！」

			　カリンは無理無理絶対無理といった感じで叫ぶ。

			「男やったらグーかなぁ。ゴリッと頬を力一杯振り切るで？」

			「私だとポロンと首から上が飛んじゃいそうですね……」

			「どうやろうなぁ。試してみるか？」

			　薫(かおる)が最高の笑顔で言うと、カリンは全力で首を横に振りながら拒否する。あまりにも必死な行動に思わず吹き出してしまった。

			　しかし、薫(かおる)の最小限の魔力強化でも、その攻撃を生身で受けるということは、実際問題かなり危険である。魔力量も高いので、リリカなどの全力とほとんど大差ないか、それ以上の力なのだ。それを訓練のために薄く体に纏(まと)いコントロールし、随時継続している。一般の魔導師や治療師には、到底真似することのできない芸当だ。

			　ありあまる魔力保有量があるからこそ、できる芸当なのだ。そんなことを知ってか知らずか、ここ数日で魔力の量などの調整や威圧のコントロールも感覚で掴み始めていた。ほとんど使いこなしているが、まだまだ粗いとリリカに言われた。

			　リリカ曰く、瞬間的に高火力の物理攻撃を魔導師や治療師が打つという反則的なものだが、いつ打つかによって勝敗が決まってくる。

			　対人においては、回避されたら終わりなのだそうだ。見た目で弱そうと思い、余裕をぶっこいてるやつにガツンとやるのが楽しいと、リリカは言っていた。顔がマジだったことに少し表情が固まる。

			　薫(かおる)も数発リリカの強化した攻撃を受けてみたが、あんな小さな体から出される威力ではなかった。

			「カオル様？　どうしたのですか？」

			　カリンは少し心配した様子で尋ねた。

			　少し考えごとをしていたせいで、薫(かおる)は静止したままでいたのだ。

			「ん？　ああ、大丈夫やて。それより今から、さっさと汗流してくるから紅茶でも入れといてくれると助かるわ」

			「はい。お安いご用ですよ♪」

			　カリンは笑顔で返事をしたあと、玄関周りの掃除をササッと終わらせて屋敷の中へと戻っていった。

			　薫(かおる)もさっさと自室に戻り、シャワーを使い汗を流したあとダイニングへと向かう。

			　そうするとちょうど支度ができていた。温かいラックスティーを出し、横にラスクのようなパンが添えられていた。

			　それを見ていると、若(じやつ)干(かん)２名の小動物のような者たちの顔が浮かび上がった。

			　薫(かおる)の表情にカリンも気付いたのかサムズアップをし、小声で「朝から癒されましょう♪」と言うのであった。カリンの行動は、確信犯であると思う。呆れながらも、ここ数日の朝は、サラとアリシアの食事をしている姿に、薫(かおる)も心を癒されていた。アリシアは気を付けようとしている行動が見えるのだが、体が思うようにいかないのだそうだ。

			　食事を終えてから覚(かく)醒(せい)したあとに「い、いつもあんなのじゃないんですよ！　本当です」などと必死に弁明をしてくるのだが、説得力の欠片もない。

			　そんなアリシアを笑いながら宥めるのが、ある意味現在の日課でもある。

			　そして今日も恒例行事のように２人は船を漕(こ)ぎながら食事をするのであった。その姿を微(ほほ)笑(え)ましく残りの３人は見守る。

			　薫(かおる)は癒されたあと、少し早めにオルビス邸を出る。露店のおばちゃんに噂を流してもらい、アルガスの耳に入るように情報操作してもらうのだ。数日前に試している限りでは、薫(かおる)の思った以上の成果を出しているから問題ないと言える。薫(かおる)は魔力強化をしつつ、のんびりと歩く。

			「それじゃあ、いっちょ始めるとしよか！」

			　そう気合を入れて、商業地区へと向かうのだった。

			　

			　時刻は８時ごろだろうか。

			　商業地区の人の集まりはそこまでない。

			　薫(かおる)は人気のない壁に凭れ掛かり、その光景を見ていた。どちらかと言うと、商店の仕入れの物を運ぶ人たちの方が多い気がした。服装が少し貧相な者が多い。たぶん、奴(ど)隷(れい)の類かなと薫(かおる)は思った。ガタイのよい若い連中が大きな木箱を商店や露店に運んでいく。その中でも亜人が少し多い気がした。犬耳や角の生えた者。そして、肌が紫色の亜人もいた。ホーッと言いながら、薫(かおる)はその人たちを眺めていた。そうしていると、横から露店のおばちゃんが声をかけてきた。

			「奴(ど)隷(れい)を見るのは初めてなのかい？」

			「ん？　ああ、おばちゃんか。まぁ、そうやなぁ」

			「珍しいねぇ。大概は、何人か買って働かせたりしてるのだけれどもねぇ」

			「そんなもんなんか？　俺は知らんからなぁ」

			　薫(かおる)の言葉に大きく目を見開く。この世界ではありえないだろということなのだろう。

			「あんたが、どんな素(す)性(じよう)の人間かは知らないけど、世間知らずすぎやしないかい？」

			「この街来てから、よう言われるわ。もう慣れたけどなぁ」

			　薫(かおる)は苦笑いを浮かべながら、おばちゃんに聞いた。

			　そもそも奴(ど)隷(れい)になる人は、どのようにしてなってしまうかがよくわからなかった。基本的には、悪いことをして捕まったらなるのが妥当なのかなと薫(かおる)は思っている。

			　そんな薫(かおる)に、おばちゃんはざっくり教えてくれた。

			　奴(ど)隷(れい)に落ちる者は大まかに言うと、悪事を働き捕まった者、借金の返済のための身売りなどだ。悪事でも一般市民などを殺した者は、対象外になる。窃(せつ)盗(とう)などの軽い者などがこれに当たる。だが、現行犯でなければ捕まることはない。これは、監視カメラなどがないからである。あと借金の返済は、家の事情で売られることがある。身売りは、モンスターや賊(ぞく)に親を殺されてしまったりして、１人で生きていけない者が該当する。あとは、賊(ぞく)が裏で手引きし、裏で売り出されることもある。大まかにはこのような感じとおばちゃんは話してくれた。

			「なるほどなぁ。でも盗みとか働いたやつは、主人を騙(だま)してまた悪事とかはせえへんのんか？」

			「誓約を交わすから大丈夫よ。じゃなきゃ買えないわよ」

			　露店のおばちゃんは、そう言いながら笑う。そして、薫(かおる)が契約とはなんだろうという顔をしたので、それについても説明してくれる。

			「奴(ど)隷(れい)商会で買ったらまずは、誓約の儀式をして制限をかけるのよ。お金を盗まれたら終わりだものね。あとは、主人に危害を加えないとかが基本的な誓約かしらねぇ」

			「それを破ったらどうなるんや？　もしかして死ぬんか？」

			「そういうのもあるけど基本的には、一生体に制限がかかるのと賞金が懸けられて大変なことになるわねぇ。逃げ切ることは、不可能に近いから人生詰みね」

			「なんともご丁寧に、そんな誓約が存在するんやなぁ。軽く怖いわぁ」

			「お金出して殺されるなんて、馬鹿の所業じゃないの。それを回避するためよ」

			　それもそうかと思いながら、もう１つの疑問が頭に浮かぶ。

			「気になったことがあるんやけど……。その誓約を交わして、解除されることはあるんか？」

			「んー。それは、期限のことかしら？　それだとその人に課せられた期限はないのよ。だから買った主人が、解除しない限りは永続なのよ」

			「ふむふむ。なんか可哀想やなぁ」

			　現代日本では表向き存在しない制度に薫(かおる)は思わず同情する。

			「あらやだ。奴(ど)隷(れい)として買われた方が可哀想じゃないわよ。まぁ、買った人にもよるかもしれないけどねぇ」

			「どういうことや？」

			「買われれば、主人はちゃんと奴(ど)隷(れい)のことを管理しないといけないのよ。衣食住を提供する義務が生まれるの。蔑(ないがし)ろにすると、主人が罰を受ける羽目になるからねぇ」

			　おばちゃんは腕を組み溜め息を吐く。その表情に、奴(ど)隷(れい)を管理するのも本当に大変なのだなと思う。

			「おばちゃんは奴(ど)隷(れい)を買っとるんやなぁ」

			「ええ、息子みたいなものだねぇ。若くて、働き者だよ」

			　頬に手を当てながら照れ臭そうに言うおばちゃんは、慈愛に満ちた表情だった。しかし、その表情の隅にかすかな悲しさも見えた。薫(かおる)はそれ以上詮(せん)索(さく)するのを止め、迷宮熱の話を切り出した。

			「おばちゃんにちょっと広めて欲しい噂があるねんけど」

			「ん？　何か面白い噂なのかねぇ？」

			「かなりおもろいと思うで」

			　薫(かおる)の言葉におばちゃんは目を鋭くさせた。ただの露店のおばちゃんではないのだろう。その変わりように薫(かおる)も仕事モードへと移行する。表情は、かなり悪どいと言っていいほどだ。

			「迷宮熱の特効薬を見つけた治療師がおるねん。３日間、朝昼晩の３回服用するだけで治るんや。ええ情報やないか？」

			「ほーう、それはまた楽しそうな噂だね。でも、確証はあるのかい？」

			「そうやなぁ。これは、おばちゃんの中にだけ止めといてや。一応、後ろにオルビス商会が付いとるって噂らしいで。特効薬の量産に入ってるって言ったらええかな」

			「!?　あの商会がねぇ。だったら有力な噂だね。それで、どこの治療院なんだい？」

			「リース治療院って聞いたかなぁ」

			「あの娘が!?　いや……、無きにしも非ずだよねぇ。噂を流してあの店を盛り上げるってことだね？　今は、アルガス伯爵に目を付けられてもめ……」

			　そこまで言って、おばちゃんは何かに気付いたように言葉を止めた。顎(あご)に手を当て考える。思考を研ぎ澄ませて、薫(かおる)の言葉をよく噛み砕く。そして、１つの答えが弾き出されたようだった。

			「あんたは……、恐ろしいことを考えてるねぇ。アルガス伯爵に喧(けん)嘩(か)売るつもりかい？」

			「何のことやろう？　あくまで噂やで？」

			「本当にあんたは、私を使ってとんでもないことをしようとしてるねぇ」

			　ちょっと作ったような困り顔で薫(かおる)に言ってきた。

			　それを見て、薫(かおる)は冗談交じりに「いや〜、すまんなぁ」と軽く謝罪した。

			「別にかまやしないよ。何より楽しそうだねぇ。その噂で下手するとアルガス伯爵が、詰んじゃうことになるのだろ？」

			「さぁ、どう転ぶんやろうなぁ」

			　おばちゃんは、その言葉にほんの少し笑みを浮かべるだけだった。

			「まぁ、あくまで噂話だしねぇ。導火線に火を点ければ、あとは勝手に広がっていくわねぇ」

			「そう言うのは、早そうやなぁ」

			「とりあえず、いい噂話だったわ。伯爵のこと嫌いな人が多いから広がるのは早いと思うわよ」

			「それじゃあ、よろしゅうな、おばちゃん」

			「うふふ、でもあんたは、こんな話を私なんかにしてもよかったのかしらねぇ」

			「ん？　ああ、それは大丈夫やろ」

			　おばちゃんの頭の上にクエスチョンマークが浮かぶ。

			「うーん、簡単に言うと勘かな。一番最初に話したときにそう思ったんや。俺のそういう勘は、意外と当たるから大切にしとるんや」

			「勘ねぇ……。じゃあ、期待を裏切らないようにしないとね」

			　そう言っておばちゃんは自身の露店へと戻っていく。

			　帰り際に「無茶は、するんじゃないよ」と言い残し、露店の準備をし出した。薫(かおる)は頭を掻き、ちょっと嬉しい気持ちになった。あまり関わってないような人から心配されるということをかなり新鮮に感じたからだった。薫(かおる)は気持ちを正し、そのままリース治療院へと向かう。

			　噂の広がりようから、どのくらいの人数が来るかわからないからだ。たぶん、リース１人で回すのは、困難になるだろうと見ている。そのためのヘルプとしてだ。

			　

			　薫(かおる)はリース治療院のドアを開け、閑散とした院内を見渡す。やはり誰も患者が来ていないが、きちんと整理され埃１つない綺麗な空間だ。奥から何やら音が聞こえてくる。そして、奇妙な匂いも漂ってきた。もう嫌な予感しかしない薫(かおる)は、そっと奥へと進んで恐る恐る覗き込む。

			　そこには、予想のはるか斜め上を行く惨状があった。

			　鍋から漂う化学薬品のような香りが、鼻を刺激して頭が痛くなる。それを、ルンルン気分で煮詰める魔女のようなリースは、もう終わってしまっているのかもしれない。

			　これは、完全に食べ物ではない。劇物を作っているとしか思えない。そんな光景に薫(かおる)は頭を抱えた。しかし、リース本人に自覚がないのだからタチが悪い。

			　初めてリースの食事を食べた悪夢が蘇(よみがえ)り、最悪な気分になる。

			　人の食べていいものではない。女子力ゼロのリースは、完璧なまでの殺傷能力を持つ料理を作っていた。薫(かおる)はよくアレを食べるなと思う。本人曰く、お腹に入れば一緒とのこと。耐性ができているのか、リースはお腹を壊さないらしい。

			　薫(かおる)は、これのせいで散々な目にあったため、かなりのトラウマものである。リースが普通に口に運んでいたのと、見た目が普通だったから大丈夫と思って口にした。結果はお察しだ。いろんな状態異常が併発し、意識を奪いさり薫(かおる)を殺しにかかってきた。悪夢としか言えない。

			「おい、リースまたとんでもないもん作ったな……」

			「あら？　ちょうどよかったわ。あんたもこれ食べなさいよ。これから戦闘開始なんだから精を付けないとね」

			「どちらかと言うと、生を刈り取るって言った方が正しいんやないかなぁ。仕事する前に俺が逝ってしまいそうや……」

			　そう皮肉を言った薫(かおる)だが、リースは聞いていないようだ。今日から動き始めるということは言っていたから、気持ちが昂ぶり物凄く張り切っている。

			　そのせいなのか、本日のスープは紫色に濁っていた。リースはそれを口にしながらニコニコとしている。

			　薫(かおる)は口元を引き攣(つ)らせ、その光景を見る。なぜ死なないのか不思議でならない。毒耐性でも持っているのか、本気で検査をしたくなる始末なのである。

			「で？　どうなったの？　今日から開始なのよね？」

			「そうやなぁ。昼ごろには、何かしら動きが出てきてもおかしくはないやろうな」

			「ふふふ、楽しみだわ。あのクソ伯爵をぎゃふんと言わせられると思ったら笑いが止まらないわ」

			「おい……、その笑顔はなんかあかんやつやから引っ込めようか？　患者がドン引きするレベルやで」

			「おっと、いけないいけない。平常心……平常心」

			　そう言いながらも、崩れた笑顔が表情の片隅から滲み出てくる。

			　まぁ、仕方ないかなと薫(かおる)は思い、自らが作った方の迷宮熱の特効薬であるリファンミナドを袋から出して、机の上に置く。

			「そ、それが特効薬なの？」

			「ああ、でも今回は、俺が作った方を使う。効果が出やすいし、ここの宣伝にもなるしな。カインさんのところで作ってるのは、効果が出るまでにある程度の日数がいるってのもある」

			「なんでそんなに効果が違うのよ」

			「んー、ようわからんなぁ」

			　薫(かおる)は説明するのが面倒なので、はぐらかした。リースの治療に関する知識欲の強さから、１から10まで全部教えないと帰してもらえそうにないからだ。

			「あんたって、使えるんだか使えないんだかわかんないわよね」

			「まぁ、ええやんそんなん。てか、リースって薬剤師のスキル使えるんか？」

			「当たり前でしょ。まぁ、本職にはかなり劣るけどね。って、あんたもできるでしょう？　その薬作ったんだから」

			「まぁな……」

			　やはり使えて当然なのかと思いながら、薫(かおる)は苦笑いを浮かべた。その後は、回復魔法に関する話になったので、リースは確認も兼ねて薫(かおる)に念を押した。

			「あんた間違っても『完全治癒(エクスキユア)』とか使わないでよ！」

			「いや、さすがに使わへんよ。大神官と一緒の魔法使えるとか広まると怖くてやれんわ」

			「どうだかねぇ。一応、体力回復魔法も使えるのよね？」

			「おお、使えるでぇ」

			「はぁ、一応聞いとくけど何使えるの？」

			「『アポロンの……』」

			「はい！　聞いた私が馬鹿でした！　絶対それも使っちゃ駄目よ！　その魔法は、１つ前の大神官様が使っていた最上級の体力回復魔法よ！　ほんっとうにあんた馬鹿！　いいわね！　使うなら『体力中回復(エイルヒール)』までにしときなさいよ！」

			「あ、はい」

			　やはりイルガとリリカに使った魔法は、大変珍しい魔法だったようだ。指摘してくれる人がいないと、かなり危ない。無知って怖いなと薫(かおる)はしみじみ感じた。

			「はぁ、治療する前からドッと疲れちゃったじゃないの」

			「すまんすまん」

			「さて、もうすぐお昼ね。本当に来るのかしら……」

			　そんなことを言っていたら、扉が開き呼び鈴が鳴る。

			　治療院に入ってきたのは、灰色の魔法の法衣を着て頭には深々とフードを被った者だった。足取りが少し危なっかしく、そして肩で息をしていた。

			「す、すいません。こちらで迷宮熱に効く薬を精製できたと聞いたのですが……」

			　フードを外し、そう言ってきた。

			　顔は、熱があるのだろう。ほんのり赤くなっていた。目がクリクリとして可愛らしく、長い真っ赤な髪の毛を三つ編みにして１つに纏(まと)めていた。纏(まと)うオーラから推測するに魔導師だろうか。

			「はい、ありますよ。だ、大丈夫ですか？」

			「あはは、かなりしんどいですよ。毎年恒例行事になってきてるんですが……。今年は、また一段とキツくて……」

			「すぐに体力回復魔法と薬を用意しますね。カオル！　薬を持ってきて」

			「あいよ～」

			　リースに言われ、袋から薫(かおる)は薬を１日分を取り出す。

			　それを持って戻ると、リースはその女性に体力回復魔法をかけていた。リースの手が緑色に光り、女性の体をその光が包み込むように纏(まと)わり付く。その光景を待機用の椅子に座り、薫(かおる)はじっと観察していた。魔法が発動してから５分ほど経過して、リースの手から緑色に光がスーッと患者の体の中に消えていく。

			　すると、女性は今まで肩で息をしていたのがなくなり、顔色も少しよくなっていた。

			「はい、これで体力は回復できたわ。あとは、カオルそんなとこ座ってないで、薬を早く！」

			「はいはい、ただいま～」

			　リースのところに薬を持っていく。袋に入ったリファンミナドを渡す。

			「これを１つ、今から飲んでください。この袋に入っているのは、今日飲む薬です。３個入っています。朝昼晩、食事のあとに飲んでくださいね」

			「これが……薬ですか？　噂では、すぐに効果が出ないって言われていますけど、なんで出ないんですか？」

			　ちょっと不安がる女性に、リースは少し焦っていた。専門外のことを突っ込まれると説明できないのだ。薫(かおる)の方を向き、目で助けを求めていた。かなりのテンパりようだ。見ていてちょっと楽しかった。

			「それは、体の中に迷宮熱の病原体が、住み着いているからやで」

			　わかりやすく説明するために薫(かおる)が話に入った。

			　するとその女性は、ふむといった感じで考え込んだ。

			「迷宮で例えるなら、深い階層ほどモンスターって強いやろ？」

			「は、はいそうですね」

			「迷宮熱も深い階層のモンスターと一緒なんや。何回もダメージを与えて倒すやろ？　普通に１発じゃ倒れへんやろ？」

			「なるほど！　ダメージをこの薬で与えて弱らせていくのですね！　それに必要な回数がこの薬の量なのですね！」

			「正解や。わかりやすいやろ？」

			「よくわかりました」

			　そう言うと女性は薬を１粒取り出し、パクッと服用する。ちょっと苦かったのだろう表情が渋くなる。涙目になりながらもリースがお水を渡すと、それをコクコクと飲み干してふぅっっと一息つく。そんな患者に薫(かおる)は、何か他の病気がないかを調べるために動く。

			「ちょっと失礼するで」

			「はい？」

			　薫(かおる)は女性の額に手を翳(かざ)し、スッと戻した。

			「？」

			「ほい、もうええで」

			「は、はぁ」

			　その女性は、きょとんとした表情で薫(かおる)を見ていた。何かしたのだろうかといった感じである。

			「で、では、私はこれで……、えっとお代は」

			「あ、はい。えーっと、薬３個で１５００リラと体力回復魔法が８００リラなので、合計２３００リラになります」

			「え？　そ、そんなに安くていいのですか？」

			「え？　や、安いですかね？」

			「あの……、す、すいません。アルガス伯爵の治療院が先導を切って値段を決めてるから、周りもそれに合わせる形で料金が高いって思っていました。それに、迷宮熱の薬って言うから物凄く高いって思って、金貨も用意していたのですが……」

			「き、金貨!?　そ、そんなに頂けませんよ。そ、そりゃ欲しいですよ！　ですけど、やっぱり高いと人を選ぶってことに繋がると思って、私にはできませんよ！」

			「うふふ、正直ですね。でも、貴方(あなた)みたいな人もいるのですね。これからも頑張ってくださいね。次からは、ここを利用します。そ、そのいろいろ言われると思うけど折れないでくださいね」

			「はい！　ありがとうございます」

			　リースは頭を下げる。患者の女性は、「やめてください。そんなに頭を下げないでください」と言っていたが、ぺこぺことリースは頭を下げる。元々このような人柄なのだろう。

			　リースは、「その薬の回数で、症状が改善されなかったらまた来てください」と念を押す。料金を貰い、満面の笑みでその女性を見送るリースは、なんとも幸せそうなオーラを醸(かも)し出している。

			「ふぅ……」

			「お疲れさん。テンパってたな」

			「う、うっさいわねぇ。ちゃんと対処の仕方を教えてくれなかったあんたに責任ありと私は言いたいわ……よ」

			「へいへい。すんませんねぇ」

			　薫(かおる)は「素直じゃないな」と思いながら、その後に備えてリースにいろいろな言い回しを教えた。教え終えると、リースは「ありがと」と頭を下げた。

			　そして、１人目が来てから20分くらい経ったころだろう。２人、３人目とやはり顔を隠すように治療院に入ってきた。これは、アルガスの影響なのかなと思う。

			　リースは、その２人もちゃんと治療して料金を貰う。目を輝かせながら金銭箱の中を見つめる。かなり嬉しそうな表情だ。その後もちょくちょくだが人が来た。

			　しかし、リースは10人くらいを治療した辺りから様子がおかしくなっていた。

			　３時を回ったころだろうか、リースの顔色が悪い。

			「うー、やばそう……魔力切れ～」

			「そうか、ならここから俺が代わるから、睡眠取って魔力回復させとき」

			「うん。ごめんちょっと裏で休んどくからなんかあったら呼んでよ」

			「あいよ～」

			　そう言うと、リースは裏に入りソファにダイブし、すぐに意識を手放し寝てしまった。相当疲れていたのだろう。中級の魔法でもリースの魔力保有量は、常人並だ。薫(かおる)とは全然違うから仕方がない。薫(かおる)はそのあと、リースの代わりに６時までの間、20人の患者を見た。

			　今日、最後の患者がやってきて薬の説明をしているころに、リースは裏からバタバタと起きてきた。

			「ごめん！　寝すぎた……」

			　かなり焦っていたように見えたが、薫(かおる)はいつも通りに返事をした。

			　そして、最後の患者に『体力中回復(エイルヒール)』をかける。

			　その姿に、リースは目が点になる。

			　普通の『体力中回復(エイルヒール)』とかなり異なるものだったからだ。

			　薫(かおる)の手から出た金色の光が一瞬で患者の体に広がり、圧縮して患者の体に吸い込まれる。

			　リースの知識で魔力が高いと早いことは知っていたが、一瞬で終わるとは今まで聞いたことがなかった。

			「ほい。これで終わりや」

			「ありがとうございます。凄く体が楽になりました」

			「それはよかったわぁ」

			「料金は……」

			「ああ、薬が３回分で１５００リラ。体力回復魔法が８００リラで、２３００リラや」

			「え？」

			　今までの患者同様、驚きの表情を見せる。

			「何や？　みんな同じ反応やな。ここの治療院の料金設定やから、それでええらしいよ」

			「あ、ありがとうございます。あまりお金がなかったものですから……」

			「よかったな。ここの治療師が低料金設定で」

			　そう笑いながら、薫(かおる)は患者と話していた。リースはというと、いまだに目を点にしてこちらを見ていた。

			　患者がそれに気付き、リースに頭を下げる。ようやく気付いたリースも慌てて頭を下げた。

			　料金を払い何度も頭を下げる。それに釣られて、リースも同じように頭を下げる様を薫(かおる)は笑いながら見るのであった。

			　最後の患者が帰るとリースは、先ほどの薫(かおる)の『体力中回復(エイルヒール)』のことを問い詰めたが、薫(かおる)自身知らないので何とも答えようがなかった。

			「あんたといると、ビックリすることが多すぎるわよ」

			「いやー、俺はリースといると知らないことがよくわかるわ～」

			「世間知らずにも程があるわよ！」

			「何回も言われとるから、もう慣れたかなぁ」

			「嫌な慣れよね……それ」

			「仕方ないやろ？　実際そうやしなぁ」

			　悪びれた様子もなく答える薫(かおる)に、リースは溜め息を吐くしかなかった。

			「それともう１個気になったんだけど」

			「ん？　何や？」

			「あんた最初に来た人に何したの？」

			「さぁ？　何したんやろうか？」

			「お、教えなさいよ」

			　ジト目で訴えてくるリースに、薫(かおる)はどうするかなぁと少し考えた。

			「そういえば、リースに１個聞きたいことあるんやけど」

			「何よ！　質問を質問で返さないで教えなさいよ」

			「まぁ、ええやん」

			「たく、仕方ないわね。何よ」

			　リースは溜め息を吐いてから薫(かおる)の問いを聞く。

			「無(む)詠(えい)唱(しよう)ってあるん？」

			「あるにはあるけど、また特殊なものを聞いてくるわねぇ……」

			「あったら便利やん」

			「特殊なものよ。使える人とかは、私の知る限りではいないかなぁ」

			「そうなんやー、残念やなぁ」

			　薫(かおる)はそう言いながら、がっかりしたふりをする。

			「何？　あんた使いたいの？」

			「まぁ、できればいろいろ併用できるかなって思ってなぁ」

			「あんたじゃ無理に決まっているじゃない。まぁ、一生かけて頑張んなさいよ」

			「そしたら、そうするかねぇ」

			　薫(かおる)はその話を切り上げ、さっさと話題を逸らした。

			「あー、そうや売上計算せんでええのんか？」

			「あ！　そうだった」

			「ずっと客が来なかったから、そんなことまで忘れてしもうたんか……。哀れやなぁ」

			「ち、違うもん！　忘れてないし！　ちょっと隅っこに置いていただけだし」

			　そう言いながら急いで金銭箱を開ける。そして、かなり久しぶりに売上を計算する。

			「カ、カオル！　自己新記録更新した！」

			「おお、よかったやん」

			「ほ、本日の売上なんと！　６万９０００リラです！」

			　売上を口にしたリースは、本当に嬉しそうだった。

			「稼いだなぁ」

			「こんなに稼いだの初めてよ♪」

			「魔力尽きるからなぁ。休み休みじゃないと続かんやろ？」

			「そうなのよねぇ」

			「雇うやつでも探さないとやれんと思うで、これから」

			「うー、でもそんな余力がないのがなぁ」

			「まぁ、おいおい考えていけばええんやないかなぁ」

			「あ！　そうよ。これは、あんたの取り分」

			　リースは、薫(かおる)に20人分の料金４万６０００リラを差し出してきた。

			「ん？　どうしたんこれ」

			「私が治療したわけじゃないから……。それに、この薬もあんたが用意したものだから……。これ」

			「いらんよ」

			　薫(かおる)はそう言って、リースの差し出してきた手を制す。

			「で、でも」

			「俺は現在、金に困っとらんしなぁ」

			「んー」

			　リースはふくれっ面になり、何かしなければ収まらないといった感じだった。

			　それを見た薫(かおる)は仕方ないと思い、交換条件を出した。

			「じゃあ、俺が困っとるときに助けてくれるってのでどうや？　それまでに、ちゃんとこの治療院を立てなおしとくんやで？　でないと頼ろうとしたら、また潰れそうですとか目も当てられへんからな」

			「わ、わかっているわよ。今回は、それで手を打ってあげる！」

			　ムスッと少し不機嫌なリースに、薫(かおる)は頭をぽんぽんと叩く。その行動にまたしても不機嫌になる。次にリースの取った行動は、食事して帰れとのことだったが、薫(かおる)は丁重にお断りした。

			　まだ人生を終わらせたくなかったのもあるし、あの悪夢を見るのが嫌だというのがでかかった。それを知ってか知らずか、「美味(おい)しいのに……」というリースの訳のわからない発言を薫(かおる)は聞かなかったことにした。

			　あれやこれやと話をしていると、もう午後７時となっていた。辺りも暗くなり、人通りも少なくなっていた。

			「そしたら、俺は今日はこれで帰るから」

			「そ、そう」

			　リースは少し不安な顔をしていた。

			　今日から噂を流しているのだから、よほど早くアルガスの耳に入らないかぎり訪ねてくることはないとは思う。だが、当のリースは不安でたまらないようだ。

			「不安か？」

			「ぜ、全然よ！　ばっちこいよ！」

			「表情と言葉が咬み合ってへんよ」

			「うぅ……」

			　やはりリースは不安に思っていた。相手がどう出てくるかがわからないのだから仕方ない。頭を掻きながら、薫(かおる)は外の様子を見る。すると何人か外の人物と目があった。薫(かおる)は何かに勘づき、そのまま外へと出ていく。リースは、どうしたのだろうという様子だった。

			　薫(かおる)は扉の前で腕を組み魔力強化する。そして少し威圧を絞り出し、ある方向を見ていると数人がこちらに歩いてくる。

			「いや～、こわいっすよ～。さすがに、そんな威圧を私たちに向けないでくださいよ。あの人の言っていることと違うじゃないっすかぁ」

			「そう言うってことは、お前らはカインさんところのやつか？」

			「ご名答です。リースさんを陰から見守るように言われています」

			　３人が薫(かおる)の前に立つ。

			「自己紹介が遅れました。私は、ラルフです。そして。こっちのちっこい女の子がダリアで、こっちのひょろいのがシュミットです」

			「ダリアよ。よろしくです」

			「しょっぱなから凄まじい威圧でした。私も精進しないとです。シュミットです。以後お見知り置きを」

			「俺は薫(かおる)や。今回の作戦では、世話になると思うけどよろしゅうな」

			「はい、それでなんですけど……。リースさんは、あちらの方でよろしいのですか？」

			　ラルフは薫(かおる)にそう尋ねる。

			「ん？　ああ、そうや。あのアホの子みたいな表情しとるのがそうや」

			　その言葉に３人は笑ってしまい場が和むが、リースはカーッと赤くなり治療院の中に入ってしまった。あとで謝っておこう。

			「とりあえず目立つから中で話そうか」

			「そうですね」

			　そう言うと皆リース治療院へと入り、椅子に腰かけて話をする。

			　最初に薫(かおる)に話しかけてきたラルフは、一般的な冒険者の格好をしていた。いたって普通の青年なのだが、纏(まと)ったオーラが少し違う。黒髪短髪、色白でどこにでもいるような防具を身につけている。

			　ダリアは魔導師の服装で法衣を羽織り、少しやんちゃそうな子に見えたが、こちらもオーラが違う。茶髪をポニーテールにしていた。治療院の中をキョロキョロと見回しているせいか、髪がゆらゆらと揺れていた。

			　シュミットは市民を装って、だぼっとしたチュニックとズボンを着ていた。黒髪で長髪だ。どちらかと言えばナルシストっぽく見えるが、ニコニコしている表情からは、考えられないような雰囲気を醸(かも)し出している。

			「それは、変装か何かか？」

			「そうですよ。私たちは、基本採取などの最前線で動いています。しかし、まさか私たちが招集されるとは思いもよりませんでしたよ」

			　ラルフはそう言って、頭を掻く。

			「どういうことや？」

			「私たちは、オルビス商会でも一応、最高の人材って言われているのよ。まぁ、それが誇りと思っているんだけどね♪」

			　ダリアは誇らしげに胸を張る。

			「なるほどなぁ。気合入れて、あんたらを入れてくれたんか」

			「そういうことです。でも今回は、相当でかい話と聞いていますから仕方ないですね。慢心は、駄目ですから」

			　シュミットは冷静な表情でそう告げる。

			　３人それぞれが醸(かも)し出すオーラから、只者ではないと思いながら薫(かおる)は話を進める。

			　今回の作戦を念入りに打ち合わせ、リースの護衛方法を確認していく。これからアルガスの動きによって、彼らの行動が変わっていくからだ。一通り話が終わり、リースにも確認する。それと、差し入れは絶対に食べるなと３人に釘を刺すのも忘れなかった。確実に作戦に支障が出るからだ。３人は笑っていたが、奥の台所にある未知の料理に絶句し、薫(かおる)の言ったことを理解してくれた。

			　それによってリースのナイスパンチが薫(かおる)の頬を撃ち抜いたのだが、これも作戦のためと思い耐えた。地味に魔力強化して殴るのはやめていただきたい。奥歯を持っていかれるかと思ったが、すぐに治療魔法で回復した。これがなければ危なかった。

			　あとのことは、女性同士ということでダリアにリースを任せた。交代制で、ラルフとシュミットが外の番をすることに決まり、リースの不安は少し取り除かれた。意外にダリアと話が噛み合い意気投合するリースに、薫(かおる)は今日はもう帰るからと告げ、オルビス邸へと帰っていった。

			　薫(かおる)はいつでもアクションが起こせるように、別所で待機という形である。

			　リース治療院からの帰り道、街に噂の広まりを感じる。嘘か真かと言われながら、リースの治療院の名前が聞こえてきた。

			　それを耳にしながら薫(かおる)は、明日には何かしらあるかもしれないと思うのであった。

		

	
		
			第十六話　貴族墜落作戦！　９

			　

			　薫(かおる)は日課を済ませ、カリンにタオルを貰う。その流れで脳天に軽くチョップをお見舞いし、部屋に戻った。

			　昨日のことを思い出して、カリンがにやけていたのが勘に障ったのだ。チョップも仕方ない。

			　朝早くに出たため、アリシアには会わなかった。基本的には朝が弱いようだ。あれでよく起こしに来られたなと思うが、カリンに起こしてもらったようだ。それを聞くと、ちょっと申し訳ない気もする。

			　カリンは、「愛ですよ！　愛!!」などと言っていたから、すかさずチョップを入れたが、問題ないだろう。

			　薫(かおる)は支度をして、リース治療院へと向かう。昨日のお客さんの口コミも広まっているはずだ。今日も忙しくなると思うのであった。

			　リース治療院に着き中へ入ると、ソファでのんきに寝ているリースがいた。

			　起こさないように薫(かおる)が奥へと行くと、台所に立っているダリアを発見した。

			「おはよう、まともな料理が食べれそうやな」

			「おはようです。さすがに昨日のアレ見たら、作らざるを得ないでしょ」

			「作戦終わったら一度食ってみるとええよ。死にそうになるから」

			「何でしょうね。その言葉に重みを感じます」

			「そらぁ、１回食らってるからなぁ。１口食うだけで、いろんな状態異常が連鎖的に発動する優れものやで」

			「やだ、それ怖い」

			　２人で和(わ)気(き)藹(あい)々(あい)と話をしていたら、リースが起きてきた。ダリアが朝食を作っていたのを見て、肩をガックリと落とした。そんな行動を気にすることなく、ダリアはお皿に盛り付けていく。

			　薫(かおる)も今日は、朝食をオルビス邸で食べてなかったので、一緒に頂くことにした。じっくりと煮込んだクリームスープだった。リースが適当に買ってきて、余っていた食材で作った料理だ。

			　薫(かおる)は手を合わせ、いただきますと１口食べる。

			「これはうまいな」

			「伊(だ)達(て)に採取でいろんなところに潜ってないわよ。料理できないと潜った先で、ハラペコで死んじゃうしねぇ～」

			「だよなぁ。いや～、これぞ料理やな」

			　しみじみそう思いながら、薫(かおる)は口に運ぶ。リースもそれを食べて、女子力の差を感じた。食事を終えたダリアは、隠密護衛としてアルガスの手の者に見つからないようにリース治療院の裏口から出ていった。

			　それを見送り、リースと薫(かおる)は開院の準備をする。

			「あー、今日はどれだけの人が来るのかしら？」

			「昨日の倍は来そうな予感がするなぁ」

			「わ、私魔力もたないわよ……」

			　リースはそう言いながらも嬉しそうであった。患者が治療院に来てくれることが嬉しいのだろう。

			「まぁ、俺も手伝うし、大丈夫やて」

			「あんたも無理はしないでよ」

			「ん？　なんや、心配してくれんのか？」

			「そ、そんなんじゃないし」

			　むすっとした表情になるリースは、ちょっとだけ心配はしていると小さな声で言う。それを見て、やれやれと思いながら準備を整える。治療院を開けようと扉の前に立ったリースの表情が強張る。なんとリース治療院の外には、20名ほどの列ができていた。まぁ、言わずもがな全員顔を隠してのご来院だ。

			「ど、どうしよう……カオル。あんなに多人数捌(さば)けないわよ」

			「まぁ、大丈夫やろ。さっさと開けたらんと待ってるやつら可哀想やで」

			「そ、そうね」

			　リースは扉を開け、治療院を開院する。

			　朝っぱらから20名の列を作り上げるまでに噂は膨れていた。このままだとリースの方が先に参ってしまうと思い、薫(かおる)はリースに「自分のペースで頑張れ」と言ってから、並んだ人たちを順番に院内へと案内した。待合席に座れるだけ座ってもらい、入れない人は外で待ってもらう。そして、それぞれに分かれて体力回復魔法をかけ、薬を渡していく。

			　リースの方は、大体１人終わるのに約20分前後で終わらせていた。

			　これでも一応早い分類には入るのだが、薫(かおる)はその比ではなかった。

			　横目で、リースがこちらをチラチラ見ているが気にしない。薫(かおる)はリースの負担を減らすべく数をこなす。

			　ありえない速さで体力回復魔法を執行し治療を終わらせ、どうしてこの薬を継続して飲まないといけないのかを丁寧に説明する。薫(かおる)に魔法をかけられた人たちは目が点になり、ぽかんとしているが、薫(かおる)はまったく気にせずに進めていく。

			　精算を済ませて、並んでいる人たちをどんどん消化する。２時間でようやく並んでいた人たちの列がなくなった。

			「よし……これで、いったん休憩やな」

			「あんた……絶対おかしいわよ」

			「気にしたら負けやで」

			「ぐぬぬ、あーもう！　私は少し回復するために仮眠とるから、ちょっとの間、治療院を頼むわよ」

			「はいよー」

			　薫(かおる)は平然とした顔でソファに座り、お茶を入れる。

			　その姿にツッコミを入れたくなるが、魔力切れのリースにそんな余裕はもうなかった。そのままふらふらと奥へと消えていった。

			　２時間で、だいたいリースが８人で、薫(かおる)は20人くらいだった。

			　それだけの数をこなして、平然としていられるのは、魔力保有量が蛇口を捻れば出るような薫(かおる)だからこそなのだった。

			（２人ほど紛れ込んどったな。両方か……あるいは、また別のやつらかやな）

			　朝一に並んでいた人たちの中に、迷宮熱ではない者が２人ほど紛れ込んでいたことに薫(かおる)は気付いていた。

			　それは、先日試した無(む)詠(えい)唱(しよう)での『診断』を発動させることに成功していたからだ。魔力をコントロールすることで、少し離れていても魔力を伸ばすことができるようになった。相手に気付かれることなく魔法を使えるのだ。しかし、精密な検査とかになると、直接触らなければできないようだ。簡単な診察のみ適用できた。

			（何かしらのアクションが、今日中にはありそうやな）

			　そう思いながら、薫(かおる)は紅茶を飲むのであった。

			　

			　とある屋敷の中。

			　額に青筋を立てた中年の男がいた。豪華なソファに体を預け、脚を組んでいる。

			　かなり痩(や)せ細っているが、眼光は鋭く、上に立つ者の独特のオーラを醸(かも)し出していた。白髪交じりで、短髪に整えられていた。髭が長くあしらわれ、豪華な法衣に小さな魔法石がちりばめられていた。
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			「お前は、無能か！　あんな小娘にできてなぜ貴様ができない！」

			「アルガス様、お、落ち着いてください」

			「これが落ち着いていられるか!!」

			　アルガスはドンっと肘掛けを殴りつけ、肩で息をしながら顔を真っ赤にさせる。その表情に青ざめる幹部クラスの治療師たち。今まで見たこともないほどの激怒っぷりに生きている感覚がしない。下手に弁明していたら、反感を買うことになりかねないので目線を逸らすことしかできなかった。

			「この薬をどうにかして解(かい)析(せき)しろ！」

			「私たちの力では無理です。アルガス様！」

			　リース治療院の行列に部下を紛れ込ませて薬を手に入れたのはいいが、薬の配合や何を使っているかがまったくわからなかった。それもそのはず、これは薫(かおる)が薬剤錬成で作ったオリジナルで、皆が知り得ている成分ではない。わからないのは必然である。

			「あとは、報告では見ない顔の男の治療師を雇っていたみたいです」

			「そんな報告いらんわ！　それよりも薬の方だ！」

			「し、しかしその男は……」

			「えーい、黙ってろ！　気が散る！」

			「……」

			　完全に沸(ふつ)騰(とう)してしまったアルガスは、聞く耳すら持たない。

			　幹部の男は、リースのこの騒動のせいで、ここまで肝を冷やす羽目になるとは思いもしなかった。

			　前回の回復魔法のときとは、利益と功績のレベルがまったく違う。これが及ぼす価値がどれほどのものかを考えれば、激怒し焦るのもわかる。下手したら、自分自身の地位までも脅かすかもしれない。

			　そうすると、今やっている嫌がらせも簡単にはできなくなる。

			　アルガスは爪を噛み、眉間にしわを寄せ考える。

			　すると、ふと悪い考えが思い浮かぶ。

			　アルガスは口角だけを吊り上げ、邪悪な笑みを浮かべる。

			「なぁ、お前があの娘の噂を今から操作しろ」

			「は？」

			「いいから、今から私の言うことを上手いこと流せ」

			「わ、わかりました」

			「あの娘の特効薬は効かない。うちの薬が効くとな」

			　アルガスの言葉を聞き、幹部クラスの治療師は表情を引き攣(つ)らせる。

			「え!?　そ、それは」

			「なんだ？　口答えしたそうだな？」

			　アルガスは、そう言いながら睨(にら)みつける。

			「お、お言葉ながら、それをしてしまうと……。アルガス様の地位も危なくなります。もしも露見でもしたら……」

			「露見しなければいいのだろう？　いつもやっていることじゃないか？」

			「しかし……その場合は、リースを殺すということですよね？」

			「致し方ない犠牲だ。私のために死んでもらおうではないか」

			　アルガスの言葉に幹部の男は何も言えなくなる。

			「とりあえず、早い方がいいか。お前は、口答えせずに私の命令に従っていれば悪いようにはせん」

			「わ、わかりました」

			「まずは、あの女の確保だな。それからじっくりと薬の精製方法でも聞くとするか」

			　楽しそうにそう言って、ほくそ笑むアルガス。

			「……」

			「今回の案件は、私の直属の部隊を出す。証拠を残すわけにはいかないからな。今すぐに招集をかけておけ。いいか！」

			「はい……」

			「私は様子見がてら、あの小娘の治療院に行ってくる。あの治療院の薬が効くという噂が、これ以上広まらないようにするためにな」

			「お、お体は、大丈夫なのですか？」

			「こんなときこそ、私が動かなければならないだろうが」

			　アルガスは馬車を用意させ、リース治療院へと向かう準備をする。

			　アルガスの薄気味悪い笑い声が、屋敷中にこだまする。

			　そんなアルガスの表情に、幹部の男は唇を噛み苦虫を潰したような表情になる。

			　そしてアルガスに聞こえない小さな声で、「すまない」と言うだけだった。

		

	
		
			番外編　アリシアとピンクラビィの出会い

			　

			　真っ白な部屋の中、ただずっと天井を見上げるアリシアは、呼吸も弱々しく、楽しいこともまったくないという感じだった。メイドのカリンが毎日部屋の掃除などをきちんとしてくれるので部屋はいつも綺麗だ。食事もそうだ。動くのもきついため、いつも決まった時間に栄養価の高い料理を持ってきてくれる。

			「アリシアお嬢様？」

			「ああ、カリン来ていたのですね」

			「ずっといましたよぉ～」

			　そう言って、カリンは冗談ぽく頬をぷくぅ～っと膨らませてアリシアを見る。

			　カリンは「ずっと無視されていましたよぉ」と不(ふ)貞(て)腐(くさ)れる。

			　それについつい笑ってしまうアリシアを、カリンは優しい笑顔で見つめる。

			「そういえば、アリシアお嬢様はもう少しで10歳ですよね？」

			　カリンの言葉に、アリシアはちょっと表情を暗くする。しかし、すぐにその表情を隠して作り笑顔を向けた。

			「そうですね……。早く元気になりませんとね……」

			　いまだに治らない病気。ただ毎日を頑張って生きているだけという感覚が、アリシアの心を支配していく。長くは生きられないのかもと思うと胸が苦しくなる。

			　そんなアリシアの気持ちがわかったのか、カリンは寝ているアリシアに抱きつき、ギュッと力を入れる。ベッドの上に腰を降ろして、ちょっと無理な体勢ではあったが、震えるアリシアの体が落ち着くまで抱きしめた。ほんの少しでも心が安らぐのならと。

			「カリン……ありがとうございます」

			「……」

			「もう、大丈夫ですから」

			「……はい」

			　アリシアの震えが止まったのを確認してから、そっと離れる。

			　そのときだった。

			　カリンのポッケットから「きゅ～♪」と可愛らしい鳴き声が聞こえた。

			「な、何かいるのですか？」

			　アリシアは、なんとも可愛らしい鳴き声にちょっと興味がありますという表情をする。動物など飼ったことがないため、このような鳴き声をするのはどのような動物なのだろうと思うのだ。

			　カリンは、「ああ、これですよ」と、ポケットからピンクのおまんじゅうのようなものを出す。手のひらに乗ったそれをアリシアは興味津々といった感じでジッと見つめる。

			　ふわふわで、ぽよんとしたおまんじゅうボディ。くりんとしたつぶらな瞳に、うさぎ耳をはやしたなんとも可愛らしい手乗りのぬいぐるみだった。お腹を軽く押すと「きゅ～♪」と可愛らしく鳴く。

			「カ、カリン、この子はどうしたのですか？」

			「え？　ああ、今日買い出しに行ったときのおまけです」

			「な、名前はありますか？」

			「えっと、たしかピンクラビィでしたかね。伯爵の位を持つ人や王族が飼っている妖精です。幸せを運ぶとも言われています」

			　説明しながらふとアリシアの表情を見ると、頬を真っ赤にさせてジッとピンクラビィのぬいぐるみを見つめていた。小さな声で「幸せを運ぶピンクラビィちゃん。私の病気も……」と。

			「えっと、アリシアお嬢様？　その子いります？」

			「い、頂いてもよいのですか!?」

			　今まで見たこともないくらいの笑顔で、アリシアはカリンを見る。そんなアリシアにカリンはびっくりするのであった。アリシアにここまで興味を湧かせるものがあったのかと。

			　これは、カインに報告する必要がある。今まで何１つ欲しいとも興味を持とうともしなかったからだ。

			　アリシアは飽きずにずっと見つめながら、ピンクラビィのお腹を時折クイクイッと押して「きゅっきゅ～♪」と鳴かせるのであった。

			　

			　その日の食事を終えたあとのリビングで、カイン、サラ、カリンが勢揃いして円卓会議をしていた。部屋の明かりを落とし、なんとも重たいムードを醸(かも)し出す。

			　カインは両肘を机の上に突き、顎(あご)の前で手を組んでいる。サラはにこやかな表情でラックスティーを飲んでいた。そんな中で、カリンはスッと席を立ち、カインに言う。なんとも重大発表をすると言わんばかりの少し強張った表情でだ。

			「カイン様、本日は……アリシアお嬢様のことで報告があります!!」

			「よし、聞こうか」

			「はい、本日お昼のことです……。私は、天使を見ました！」

			「!?　つ、続けなさい」

			「なんと、アリシアお嬢様が興味を持つものを見つけてしまったのです!!」

			「な、なんだと!!　それはいったい？」

			　カインは目を見開き、生唾をごくりと飲み込み、体を震わせる。あのアリシアが興味を持つものがあるのかと驚きの表情を見せる。

			　さすがのサラもその言葉に驚き、カリンを見つめる。先ほどまでの笑顔は消えていた。

			　カリンの次の言葉をまだかまだかと２人は待つ。

			「はい、そのものとは……ピンクラビィでした」

			「「!?」」

			　２人の表情がまたしても驚き固まる。

			　現在、手に入れることの困難な妖精族のピンクラビィ。手に入れようとすれば、裏ルートを使わなければならない。しかし、まっとうな商売をしているため、そのようなところから仕入れるのは完全にアウトだ。

			　カインは苦虫を噛み潰したような表情になる。金があっても手に入れることのできない本物のピンクラビィ。

			　しかし、カリンから話をよく聞くと、ぬいぐるみで大満足しているという。ならば、大陸各地にそのようなものがあるかもしれないと思い、カインはすぐさま伝令の手紙を書き始める。今あるすべてのピンクラビィに関する商品を正規のルートで手に入れる。自身の持っている権力を総動員させるのだ。いわゆる職権乱用である。

			「あなた！　やるわよ!!」

			「ああ、久しぶりに本気のオルビス商会の力を見せつけるよ。全力で行く、いいね？　サラ！」

			　２人は完全にヒートアップしている。まさか、サラまでこんなになるとは思いもしなかった。

			　冷静でおっとりしていると思っていたら、かなりの親馬鹿である。一度火がつくと止まらないのかもしれない。カインは言うまでもない。瞳の中を燃えたぎらせる２人は、この時間から馬車を走らせてオルビス商会に伝達を送った。

			「誕生日にピンクラビィの商品をできる限り集めて、アリシアに喜んでもらおう」

			「ええ、そうね。どんな商品でも私たちにかかれば集められるわ」

			「私の収集部隊も使うか……」

			「それはいいわね。今の採取を後回しにしてもらいましょう♪」

			　何やら大変なことになったとカリンは思う。２人は完全に周りが見えていないような気がするが、今この中に入って止めるのは自殺行為でしかない。なので、気が済むまでやらせることにした。

			　

			　そして、数日後のアリシアの誕生日。

			　アリシアは目を覚ますと、部屋がいつもと違うことに気が付いた。

			　ピンクと白を基調とした壁紙。そして、枕元にはピンクラビィのぬいぐるみが大中小と３個ほど置いてある。すべて表情が違う。それに、肌触りがよく頬をあてると幸せな気持ちになるのである。

			　アリシアは、３匹のピンクラビィの横にカリンからもらったピンクラビィのぬいぐるみを置く。

			　大中小、極小と、４匹のピンクラビィが並ぶ。それを見たアリシアの表情がほころぶのは仕方がない。幸せを運ぶピンクラビィが部屋にいる。もしかしたら、自分の病気も治るかもという小さな期待も込めてであった。

			　そして体をゆっくりと起こすと、テーブルもピンクと白のものになっていた。

			　アリシアはクスリと笑いながら、テーブルの上に置いてある絵本を手に取る。初めて見る本だった。タイトルは、『ピンクラビィと世界の冒険記』。それをゆっくりとめくっていく。そして、アリシアは目尻に涙を浮かべながら読んでいくと、病気で苦しんでいる人を助ける話があった。いつの日か、それが自分自身のところに来ることを願いながら、絵本を大切に胸に抱いて涙を流す。

			　そして、誕生日にこのようなサプライズをしてくれたカインたちに、感謝の気持ちを込めながら、何度も「ありがとうございます」と言うのであった。

			　

			　アリシアの部屋の扉を少し開け、アリシアの喜ぶ姿を見ていた３人。上からカイン、サラ、カリンの順に並んでいる。

			　しかし、天使のような笑顔を見せたり、いきなり泣いたりしているアリシアに、入るタイミングを見失う。

			　いや、今すぐにでも飛び込んでいきたいが、とても入れそうな空気ではない。そのため誰が入るかを言い争っているのである。

			「ここは、あなたが行くべきよ！」

			「な、む、無茶を言うなサラ！　絶対に気まずくなるじゃないか！」

			「カイン様、往生際が悪いですよ。ここは父親の威厳をですねぇ」

			　そうしているうちに、扉に手が当たりスーッと開いてしまう。

			「「「あっ!?」」」

			「はぅ……」

			　アリシアと目線の合った３人は、気まずそうに頭を掻いて苦笑いになる。

			　しかし、アリシアはそんな３人に目尻から涙をこぼしながら、満面の笑みで言うのであった。

			「お父様、お母様、カリン……、今日は本当にありがとうございます。そして、お父様、お母様、私を産んでくださりありがとうございます。私は……とっても幸せです」

			　アリシアの言葉に、３人は涙を流しながらアリシアの下へと駆け寄って抱きついた。

			　カインに至っては、完全に男泣きなのであった。

			　アリシアはちょっと困った顔をしながらも、３人の頭を均等に撫でてあげるのであった。

			　この幸せが、いつまでも続きますようにと願いを込めながら……。
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